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１　神戸大学ディプロマ・ポリシー

　神戸大学は，開放的で国際性に富む固有の文化の下，「真摯・自由・協同」の精神を発揮し，個性輝

く人間性豊かな指導的人材の育成を通して，学問の発展，人類の幸福，地球環境の保全及び世界の平和

に貢献することを目指している。

　この目標達成に向け，本学では，「教育憲章」に基づき、教育課程を通じて授与する学位に関して，

学部及び大学院において国際的に卓越した教育を保証するため，以下に示した２つの方針に従って当該

学位を授与する。

・学部あるいは研究科に所定の期間在学し，卒業並びに修了に必要な単位を修得し，当該学部あるいは

研究科が定める審査に合格する。

・卒業あるいは修了までに，本学学生が，それぞれの課程を通じて身につけるべき能力を次のとおりと

する。

「人間性」

　豊かな教養と高い倫理性をそなえ、知性、理性及び感性が調和し、自立した社会人として行動できる

ようになるため、次の２つの能力を身につける。

　・様々な場面において、状況を適切に把握し主体的に判断する力

　・専門性や価値観を異にする人々と協働して課題解決にあたるチームワーク力

「創造性」

　伝統的な思考や方法を批判的に継承し，自ら課題を設定して創造的に解決できるようになるため、次

の２つの能力を身につける。

　・他の学問分野の基本的なものの考え方を学び、自らの専門分野との違いを理解する力

　・能動的に学び、新たな発想を生み出す力

「国際性」

　多様な価値観を尊重し，多文化社会のより深い理解に努め、優れたコミュニケーション能力を発揮で

きるようになるため、次の２つの能力を身につける。

　・複数の言語で異なる文化の人々と意思を通じ合うことができる力

　・文化、思想、価値観の多様性を受容し、地球的課題を理解する力

「専門性」

　それぞれの職業や学問分野において指導的役割を担えるように、学士課程にあっては、幅広い知識と

それを基盤とした専門的能力を、また大学院の各教育課程にあっては、深い学識と高度で卓越した専門

的能力を身につける。

　それぞれの課程で身につける専門的能力は各学部・研究科が定める。

― � ―
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２　人間発達環境学研究科ディプロマ・ポリシー

　神戸大学人間発達環境学研究科は，人間の発達及びそれを取り巻く環境に関わる基礎的並びに応用的・
実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える高度な専門的能力，そし
て創造性及び卓越性を発揮しうる研究能力を有する人材を養成することを目的としている。この目的を
達成するために，以下に示した方針に従って学位を授与する。

博士課程前期課程

学位：修士（学術），修士（教育学）
　人間発達環境学研究科人間発達専攻の前期課程を修了したものに対して，修士論文における研究テー
マの性質と専門性に応じて「修士（学術）」もしくは「修士（教育学）」を授与する。

人間発達専攻
学位：修士（学術）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間発達専攻は以下に示した方
針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，修士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な専門的能力を修得していることが，前期課程修了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリ
シーに定める能力に加え，前期課程修了までに本研究科学生が身につけるべき具体的能力は以下の通り
とする。
　・人間の発達及び人間の発達を支える環境に関わる深い学識
　・人間の発達に関する総合的かつ高度な専門的学識
　　・人間の発達を多面的・総合的に捉える能力
　　・人間の発達を多面的・総合的に分析する能力
　・人間の発達に関する諸課題を専門分野に根ざして実践的に解決できる専門的学識と実践能力
　　・人間発達における「心身の発達や健康」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識

と実践能力
　　・人間発達における「感性の発現としての表現活動」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる

専門的学識と実践能力
　　・人間発達における「行動や身体活動」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識と

実践能力
　　・人間発達における「教育や学習等」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識と実

践能力

学位：修士（教育学）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間発達専攻は以下に示した方
針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，修士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な教育学に関する専門的能力を修得していることが，前期課程修了の目安である。神戸大学のディ
プロマ・ポリシーに定める能力に加え，前期課程修了までに本研究科学生が身につけるべき具体的能力
は以下の通りとする。
　・人間の発達及び人間の発達を支える環境に関わる深い学識
　・人間の発達に関する総合的かつ高度な専門的学識
　　・人間の発達を多面的・総合的に捉える能力
　　・人間の発達を多面的・総合的に分析する能力
　・人間の発達に関する諸課題を専門分野に根ざして実践的に解決できる専門的学識と実践能力
　　・人間発達における「心身の発達や健康」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識

と実践能力
　　・人間発達における「感性の発現としての表現活動」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる

専門的学識と実践能力
　　・人間発達における「行動や身体活動」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識と

実践能力
　　・人間発達における「教育や学習等」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学識と実

践能力
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学位：修士（学術），修士（理学）
　人間発達環境学研究科人間環境学専攻の前期課程を修了したものに対して，修士論文における研究
テーマの性質と専門性に応じて「修士（学術）」もしくは「修士（理学）」を授与する。

人間環境学専攻
学位：修士（学術）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間環境学専攻は以下に示した
方針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，修士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な専門的能力を修得していることが，前期課程修了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリ
シーに定める能力に加え，前期課程修了までに本研究科学生が身につけるべき具体的能力は以下の通り
とする。
　・人間の発達及び人間の発達を支える環境に関わる深い学識
　・人間の発達を支える環境に関する学際的かつ高度な専門的学識
　　・人間の発達を支え，促すための環境に関する諸課題を専門分野に根ざして実践的に解決できる専

門的学識と実践能力
　　・人間の発達と関係する「自然環境」に関する幅広い諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力
　　・人間の発達と関係する多様化した「数理情報環境」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる

専門的学識と実践能力
　　・人間の発達と関係する「生活環境」に関する幅広い諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力
　　・人間の発達と密接に関係する「社会環境」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力

学位：修士（理学）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間環境学専攻は以下に示した
方針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，修士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な理学に関する専門的能力を修得していることが，前期課程修了の目安である。神戸大学のディプ
ロマ・ポリシーに定める能力に加え，前期課程修了までに本研究科学生が身につけるべき具体的能力は
以下の通りとする。
　・人間の発達及び人間の発達を支える環境に関わる深い学識
　・人間の発達を支える環境に関する学際的かつ高度な専門的学識
　・人間の発達を支え，促すための環境に関する諸課題を専門分野に根ざして実践的に解決できる専門

的学識と実践能力
　　・人間の発達と関係する「自然環境」に関する幅広い諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力
　　・人間の発達と関係する多様化した「数理情報環境」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる

専門的学識と実践能力
　　・人間の発達と関係する「生活環境」に関する幅広い諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力
　　・人間の発達と密接に関係する「社会環境」に関する諸課題を捉え，実践的に解決できる専門的学

識と実践能力

博士課程後期課程

学位：博士（学術），博士（教育学）
　人間発達環境学研究科人間発達専攻の後期課程を修了したものに対して，博士論文における研究テー
マの性質と専門性に応じて「博士（学術）」もしくは「博士（教育学）」を授与する。

人間発達専攻
学位：博士（学術）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間発達専攻は以下に示した方
針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，博士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
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高度な専門的能力，そして創造性及び卓越性を発揮しうる研究能力を修得していることが，後期課程修
了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，後期課程修了までに本研究科
学生が身につけるべき具体的能力は以下の通りとする。
　前期課程において学生が身につけるべき能力に加えて，
　・人間の発達に関する研究を自立して行う能力
　・人間の発達に関する共同研究や学際研究を企画・組織する能力
　・人間の発達に関する多様な研究分野を俯瞰し，あらたな研究課題や領域の開拓へと活かす創造的能力
　・人間の発達に関する各研究分野に関連した高度な研究能力

学位：博士（教育学）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間発達専攻は以下に示した方
針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，博士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な教育学に関する専門的能力，そして創造性及び卓越性を発揮しうる研究能力を修得していること
が，後期課程修了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，後期課程修了
までに本研究科学生が身につけるべき具体的能力は以下の通りとする。
　前期課程において学生が身につけるべき能力に加えて，
　・人間の発達に関する研究を自立して行う能力
　・人間の発達に関する共同研究や学際研究を企画・組織する能力
　・人間の発達に関する多様な研究分野を俯瞰し，あらたな研究課題や領域の開拓へと活かす創造的能力
　・人間の発達に関する各研究分野に関連した高度な研究能力

学位：博士（学術），博士（理学）
　人間発達環境学研究科人間環境学専攻の後期課程を修了したものに対して，博士論文における研究
テーマの性質と専門性に応じて「博士（学術）」もしくは「博士（理学）」を授与する。

人間環境学専攻
学位：博士（学術）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間環境学専攻は以下に示した
方針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，博士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な専門的能力，そして創造性及び卓越性を発揮しうる研究能力を修得していることが，後期課程修
了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，後期課程修了までに本研究科
学生が身につけるべき具体的能力は以下の通りとする。
　前期課程において学生が身につけるべき能力に加えて，
　・人間の発達を支える環境に関する研究を自立して行う能力
　・人間の発達を支える環境に関する共同研究や学際研究を企画・組織する能力
　・人間の発達を支える環境に関する多様な研究分野を俯瞰し，あらたな研究課題や領域の開拓へと
　　活かす創造的能力
　・人間の発達を支える環境に関する各研究分野に関連した高度な研究能力

学位：博士（理学）
　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，人間発達環境学研究科人間環境学専攻は以下に示した
方針に従って学位を授与する。
　本研究科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し，基準となる単位数を修得し，博士論文の
審査及び最終試験に合格することが，学位授与の要件であり，人間の発達やそれを取り巻く環境に関わ
る基礎的並びに応用的・実践的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える
高度な理学に関する専門的能力，そして創造性及び卓越性を発揮しうる研究能力を修得していることが，
後期課程修了の目安である。神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，後期課程修了まで
に本研究科学生が身につけるべき具体的能力は以下の通りとする。
　前期課程において学生が身につけるべき能力に加えて，
　・人間の発達を支える環境に関する研究を自立して行う能力
　・人間の発達を支える環境に関する共同研究や学際研究を企画・組織する能力
　・人間の発達を支える環境に関する多様な研究分野を俯瞰し，あらたな研究課題や領域の開拓へと
　　活かす創造的能力
　・人間の発達を支える環境に関する各研究分野に関連した高度な研究能力
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　　ୈ２અ　　修業೥ݶ，教育課程，課程の履修等（ୈ �� ৚ʵୈ �� ৚）
　　ୈ̏અ　　ཹ学及びٳ学（ୈ �� ৚ʵୈ �� ৚）
　　ୈ̐અ　　ୀ学及びআ੶（ୈ �� ৚ʵୈ �� ৚）
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　　ୈ̏અ　　準用ن定（ୈ �� ৚ʵୈ �� ৚）
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　　　ୈ１ষ　　૯　　　　　ଇ

（झ　　ࢫ）
ୈ１৚　このنଇは，国立大学法人神戸大学学ଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定。以下「学ଇ」

という。）ୈ��৚のن定に基づき，学生の修学に関し必要な߲ࣄを定めるものとする。
（教育ݑষ）
ୈ２৚　本学の教育は，神戸大学教育憲章（平成 �� ೥݄̑ �� ೔੍定）にଇり，行うもの

とする。
（学　　෦）
ୈ̏৚　本学の学部にஔく学科は，次のとおりとする。
　文　　学　　部　　人文学科
　国際人間科学部　　άローόϧ文化学科，発達コミュニティ学科，環境共生学科，
Ͳも教育学科ࢠ　　　　　　　　　　
　法　　学　　部　　法཯学科
学科ࡁܦ　　学　部　ࡁ　ܦ　
Ӧ学科ܦ　　Ӧ　学　部　ܦ　
　理　　学　　部　　数学科，෺理学科，化学科，生෺学科，࿭੕学科
　ҩ　　学　　部　　ҩ学科，ҩྍ創成޻学科，保健学科
，学科，応用化学科޻ցػ，学科޻ࢠిؾి，学科޻ຽࢢ，ங学科ݐ　　学　　部　　޻　

シεテム情報学部　シεテム情報学科
　೶　　学　　部　　৯ྉ環境シεテム学科，ݯࢿ生໋科学科，生໋ػ能科学科
　ւ༸੓ࡦ科学部　　ւ༸੓ࡦ科学科
（大 学 Ӄ）
ୈ̐৚　本学の大学院研究科にஔく専攻及びその課程は，次の表に͛ܝるとおりとする。

研 究 科 ໊ 専　　　　　攻　　　　　໊ 課 程 の ผ

人 文 学 研 究 科 文化ߏ造専攻，社会動ଶ専攻 博 士 課 程

国際文化学研究科 文化૬関専攻，άローόϧ文化専攻 博 士 課 程

人 間 発 達 環
境 学 研 究 科

人間発達専攻，人間環境学専攻 博 士 課 程

法 学 研 究 科
法学੓࣏学専攻 博 士 課 程

実຿法཯専攻 専門職学位課程

ܦ ࡁ 学 研 究 科 学専攻ࡁܦ 博 士 課 程

ܦ Ӧ 学 研 究 科
Ӧ学専攻ܦ 博 士 課 程

現୅ܦӦ学専攻 専門職学位課程

理 学 研 究 科 数学専攻，෺理学専攻，化学専攻，生෺学専攻，࿭੕学専攻 博 士 課 程
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ҩ 学 ܥ 研 究 科

ҩ科学専攻 修 士 課 程

ઌ進生໋ҩ科学ܥ専攻 博 士 課 程

ҩྍ創成޻学専攻 博 士 課 程

健康科学専攻 博 士 課 程

ະདྷ社会ҩ学専攻 博 士 課 程

޻ 学 研 究 科
，学専攻޻ցػ，学専攻޻ࢠిؾి，学専攻޻ຽࢢ，ங学専攻ݐ
応用化学専攻

博 士 課 程

シ ε テ ム 情
報 学 研 究 科

シεテム情報学専攻 博 士 課 程

೶ 学 研 究 科
৯ྉ共生シεテム学専攻，ݯࢿ生໋科学専攻，
生໋ػ能科学専攻

博 士 課 程

ւ ࣄ 科 学 研 究 科 ւࣄ科学専攻 博 士 課 程

国 際 協 力 研 究 科 国際開発੓ࡦ専攻，国際協力੓ࡦ専攻，地域協力੓ࡦ専攻 博 士 課 程

科 学 ٕ 術Πϊϕー
シ ョ ン 研 究 科

科学ٕ術Πϊϕーション専攻 博 士 課 程

２　人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，ࡁܦ学研究科，
学研究科，シεテ޻，研究科（ҩ科学専攻をআく。）ܥӦ学研究科，理学研究科，ҩ学ܦ
ム情報学研究科，೶学研究科，ւࣄ科学研究科，国際協力研究科及び科学ٕ術Πϊϕー
ション研究科の博士課程は，これを前期 � ೥の課程（以下「前期課程」という。）及び
後期 � ೥の課程（以下「後期課程」という。）に۠分し，前期課程は，これを修士課程
として取りѻうものとする。

̏　法学研究科実຿法཯専攻及びܦӦ学研究科現୅ܦӦ学専攻の専門職学位課程は，学ߍ
教育法（ত和 �� ೥法཯ୈ �� ߸。以下「法」という。）ୈ �� ৚ୈ２߲にن定する専門職
大学院の課程とし，法学研究科の専門職学位課程は，専門職大学院設ஔ基準（平成 ��
೥文部科学লྩୈ �� ߸）ୈ �� ৚ୈ߲̍にن定する法科大学院とする。

（৐ધ࣮श科）
ୈ̑৚　本学にஔく৐ધ実習科に関することは，神戸大学৐ધ実習科نଇ（平成��೥݄̐

̍೔੍定）で定める。
（ऩ༰ఆһ）
ୈ̒৚　本学のऩ容定һは，ผ表のとおりとする。
（学　　೥）
ୈ̓৚　学೥は，̐ ݄̍೔に࢝まり，ཌ೥݄̏��೔に終る。
（学期・ΫΥーλー）
ୈ̔৚　学೥を分けて，次の２ 期とする。
　　前期　݄̐̍೔から݄̕ �� ೔まで
　　後期　��݄̍೔からཌ೥݄̏��೔まで
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２　前߲に定める各学期にೋつの期間（以下「クΥーλー」という。）をஔくことができる。
̏　各クΥーλーの࢝期及び終期については，ผに定める。
ٳ） ۀ ೔）
ୈ̕৚　定期のٳ業೔は，次のとおりとする。
　೔༵೔及び౔༵೔
　国ຽのॕ೔に関する法཯（ত和��೥法཯ୈ���߸）にن定するٳ೔
　Ն　ٳ　ق　業　݄̔̔೔から݄̕��೔まで
　ౙ　ٳ　ق　業　��݄��೔からཌ೥݄̍̓೔まで
２　ྟ࣌のٳ業೔は，学௕が定める。
̏　教育্必要とೝめるときは，ୈ߲̍のن定にかかわらͣ，Նق及びౙٳق業の期間は，

各学部及び各研究科において学௕の承ೝを得てมߋすることができる。
̐　教育্必要とೝめるときは，ୈ߲̍から前߲までのن定にかかわらͣ，ٳ業೔におい

て授業等を行うことができる。

　　　　ୈ２ষ　　学　　　　　෦

　　　　　ୈ̍અ　　ೖ　　　　　学

　（ೖ学ڐՄ）
ୈ��৚　学௕は，次の各߸のいͣれかに該当し，ೖ学試験に合格したऀで，ୈ�� ৚にن

定するೖ学खଓを׬了したऀ（ୈ��৚のن定によりೖ学ྉの໔আをਃ੥しているऀ及び
ୈ��৚のن定によりೖ学ྉの௃ऩ༛༧をਃ੥しているऀをؚむ。）に対し，ೖ学をڐՄ
する。

　ᾇ　高等学ߍຢはத等教育学ߍを卒業したऀ
　ᾈ　通ৗの課程による �� ೥の学ߍ教育を修了したऀຢは通ৗの課程以֎の課程により，

前߸に૬当する学ߍ教育を修了したऀ
　ᾉ　֎国において学ߍ教育における �� ೥の課程を修了したऀຢはこれに準ͣるऀで文

部科学大ਉの指定したऀ
　ᾊ　文部科学大ਉが高等学ߍの課程と同等の課程を有するものとしてೝ定した在֎教育

設の当該課程を修了したऀࢪ
　ᾋ　専修学ߍの高等課程（修業೥ݶが � ೥以্であることその他の文部科学大ਉが定め

る基準をຬたすものにݶる。）で文部科学大ਉがผに指定するものを文部科学大ਉが
定める೔以後に修了したऀ

　ᾌ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ��߸）
　ᾍ　高等学ߍ卒業程度ೝ定試験نଇ（平成��೥文部科学লྩୈ̍߸）による高等学ߍ卒

業程度ೝ定試験に合格したऀ（同نଇෟଇୈ２৚のن定によるഇࢭ前の大学ೖ学ࢿ格
格ࢿによる大学ೖ学（。という「程نچ」ত和��೥文部লྩୈ��߸。以下）程ن定ݕ
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（。に合格したऀをؚむ（。という「定ݕچ」以下）定ݕ
　ᾎ　法ୈ��৚ୈ２߲のن定により大学にೖ学したऀであって，高等学ߍ卒業程度ೝ定審

査نଇ 	 ྩ和 � ೥文部科学লྩୈ �� ߸ 
 による高等学ߍ卒業程度ೝ定審査に合格した
もの

　ᾏ　法ୈ��৚ୈ２߲のن定により大学にೖ学したऀであって，本学において，大学にお
ける教育を受けさͤるに;さわしい学力があるとೝめたもの

　ᾐ　本学において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，高等学ߍを卒業したऀと同等以্の学
力があるとೝめたऀで，ࡀ��に達したもの

（ૣ期ೖ学）
ୈ��৚　前৚のن定にかかわらͣ，次の各߸のいͣれかに該当するऀであって，本学の定

める分野においてಛに優れたࢿ質を有するとೝめるものを，教授会のٞをܦて，ೖ学さ
ͤることができる。

　ᾇ　高等学ߍに � ೥以্在学したऀ
　ᾈ　த等教育学ߍの後期課程，高等専門学ߍຢはಛผ支ԉ学ߍの高等部に � ೥以্在学

したऀ
　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における � ೥の課程にҾきଓく学ߍ教育の課程に � ೥以্

在学したऀ
　ᾊ　文部科学大ਉが高等学ߍの課程と同等の課程を有するものとしてೝ定した在֎教育

の（。の課程に૬当する課程を有するものとして指定したものをؚむߍ高等学）設ࢪ
当該課程に � ೥以্在学したऀ

　ᾋ　学ߍ教育法ࢪ行نଇ 	 ত和 �� ೥文部লྩୈ �� ߸。以下「ࢪ行نଇ」という。
 ୈ
��� ৚ୈ � ߸のن定により文部科学大ਉがผに指定する専修学ߍの高等課程に同߸に
定する文部科学大ਉが定める೔以後においてن � ೥以্在学したऀ

　ᾌ　文部科学大ਉが指定したऀ（平成��೥文部科学লࠂ示ୈ���߸）
　ᾍ　高等学ߍ卒業程度ೝ定試験نଇୈ � ৚に定める試験科目の全部（試験の໔আを受け

た試験科目をআく。）について合格఺を得たऀ（نچ程ୈ � ৚にن定する受ݕ科目の
全部（ݕچ定のҰ部໔আを受けたऀについては，その໔আを受けた科目をআく。）に
ついて合格఺を得たऀをؚむ。）で，�� に達したものࡀ

２　前߲に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
（ೖ 学 期）
ୈ��৚　ೖ学の࣌期は，学೥のॳめとする。たͩし，学೥の్தにおいても，学期の۠分

に従い，学生をೖ学さͤることができる。
（ฤ ೖ 学）
ୈ��৚　次の各߸のいͣれかに該当するऀで，本学にฤೖ学をࢤ๬するऀがあるときは，

ୈ��৚のن定にかかわらͣ，学期のॳめにおいて，教授会のٞをܦて，ೖ学をڐՄする
ことがある。

　ᾇ　大学を卒業したऀ
　ᾈ　法ୈ���৚ୈ߲̓のن定により学士の学位を授与されたऀ

P007-74-2026.indd   11 2026/03/21   13:27:10



― 1� ―

　ᾉ　ࢪ行نଇෟଇୈ̓৚に定める従前のن定による学ߍの課程を修了し，ຢは卒業した
ऀ

２　前߲にن定するऀの΄か，次の各߸のいͣれかに該当するऀで法学部，ࡁܦ学部，ܦ
Ӧ学部ຢは޻学部ి޻ࢠిؾ学科にฤೖ学をࢤ๬するऀがあるときは，教授会のٞをܦ
て，ೖ学をڐՄすることがある。

　ᾇ　大学に２೥以্在学し，所定の単位を修得したऀ
　ᾈ　୹期大学を卒業したऀ
　ᾉ　高等専門学ߍを卒業したऀ
　ᾊ　֎国において，前̏߸と同程度の課程を修了したऀ
̏　ୈ߲̍にن定するऀの΄か，次の各߸のいͣれかに該当するऀで国際人間科学部，理

学部，ҩ学部ҩྍ創成޻学科，೶学部ຢはւ༸੓ࡦ科学部にฤೖ学をࢤ๬するऀがある
ときは，教授会のٞをܦて，ೖ学をڐՄすることがある。

　ᾇ　大学に２೥以্在学し，所定の単位を修得したऀ
　ᾈ　୹期大学を卒業したऀ
　ᾉ　高等専門学ߍを卒業したऀ
　ᾊ　֎国において，前̏߸と同程度の課程を修了したऀ
　ᾋ　専修学ߍの専門課程（修業೥ݶが２೥以্であることその他の文部科学大ਉの定め

る基準をຬたすものにݶる。）を修了したऀ（ୈ��৚各߸のいͣれかに該当するऀに
（。るݶ

　ᾌ　高等学ߍ（த等教育学ߍの後期課程及びಛผ支ԉ学ߍの高等部をؚむ。）の専攻科
の課程（修業೥ݶが２೥以্であることその他の文部科学大ਉの定める基準をຬたす
ものにݶる。）を修了したऀ（ୈ��৚各߸のいͣれかに該当するऀにݶる。）

̐　ୈ � ߲にن定するऀの΄か，次の各߸のいͣれかに該当するऀで޻学部ݐங学科，ࢢ
ຽ޻学科，ػց޻学科ຢは応用化学科にฤೖ学をࢤ๬するऀがあるときは，教授会のٞ
をܦて，ೖ学をڐՄすることがある。

　ᾇ　高等専門学ߍを卒業したऀ
　ᾈ　֎国において，前߸と同程度の課程を修了したऀ
ୈ��৚ͷ２　高等専門学ߍを卒業したऀで，シεテム情報学部にฤೖ学をࢤ๬するऀがあ

るときは，ୈ��৚のن定にかかわらͣ，学期のॳめにおいて，教授会のٞをܦて，ೖ学
をڐՄすることがある。
（స ೖ 学）
ୈ��৚　他の大学に現に在学するऀで，本学にసೖ学をࢤ๬するऀがあるときは，ୈ ��

৚のن定にかかわらͣ，学期のॳめにおいて，教授会のٞをܦて，ೖ学をڐՄすること
がある。
࠶） ೖ 学）
ୈ��৚　本学をୈ��৚のن定によりத్ୀ学したऀຢはআ੶されたऀで，࠶び同Ұの学部

にೖ学をࢤ๬するऀがあるときは，ୈ��৚のن定にかかわらͣ，学期のॳめにおいて，
教授会のٞをܦて，ೖ学をڐՄすることがある。
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（ೖ学ئࢤ）
ୈ��৚　ೖ学をئࢤするऀは，所定の೔までに，ݕ定ྉをೲ෇したうえ，ೖ学ئॻ，ݕ定

ྉ෷ࠐ証໌ॻ及びผに指定するॻ類をఏ出しなけれ͹ならない。
定ྉは，ؐ෇しない。たͩし，次の各߸のいͣれかに該当するときは，当該ݕೲのط　２

ֹに૬当するֹをؐ෇するものとする。
　ᾇ　学部のೖ学試験において出ئॻ類等によりୈҰஈ֊目のબൈを行い，その合格ऀに

査その他によりୈೋஈ֊目のબൈを行う場合において，ୈҰஈ֊目のબൈݕり学力ݶ
でෆ合格となったऀがୈೋஈ֊目のબൈに係るֹのฦؐをਃし出たとき。

　ᾈ　学部のೖ学試験においてೖ学の出ئを受理した後に本学が大学ೖ学共通テετにお
いて受験することを課した教科・科目を受験していないことにより，出ئのࢿ格がな
いことが判໌したऀがୈೋஈ֊目のબൈに係るֹのฦؐをਃし出たとき。

　ᾉ　ݕ定ྉをೲ෇したऀが，所定の೔までにೖ学ئॻをఏ出しなかった場合において，
ฦؐをਃし出たとき。

　ᾊ　ݕ定ྉをೲ෇し，ೖ学ئॻをఏ出したऀが，受験をೝめられなかった場合において，
ฦؐをਃし出たとき。

（ೖ学ऀબൈ）
ୈ��৚ͷ２　ೖ学ऀのબൈは，学ଇୈ��৚の � ୈ̏߸のن定により定める方針に基づき，

ެਖ਼かつଥ当な方法により，適切な体੍を੔えて行うものとする。
（ೖ学खଓ）
ୈ��৚　ೖ学試験に合格したऀは，所定の期೔までに，ೖ学ྉをఴえてೖ学खଓを行わな

けれ͹ならない。
。ೲのೖ学ྉは，ؐ෇しないط　２
（ೖ学ྉͷ໔আ）
ୈ��৚　ೖ学ྉのೲ෇がࠔ೉なऀに対しては，本人のਃ੥によりೖ学ྉの全部ຢはҰ部を

໔আすることがある。
２　ೖ学ྉの໔আの取ѻいについては，ผに定める。
（ೖ学ྉͷ௃ऩ༛༧౳）
ୈ��৚　ೖ学ྉのೲ෇期ݶまでにೲ෇がࠔ೉なऀに対しては，本人のਃ੥によりೖ学ྉの

௃ऩを༛༧することがある。
２　前৚ୈ�߲のೖ学ྉの໔আຢは前߲のೖ学ྉの௃ऩ༛༧をਃ੥したऀに係るೖ学ྉは，

໔আຢは௃ऩ༛༧をڐՄし，ຢはෆڐՄとするまでの間は，௃ऩを༛༧する。
̏　ೖ学ྉの໔আएしくは௃ऩ༛༧をෆڐՄとされたऀຢはҰ部໔আのڐՄをされたऀ
（次߲により௃ऩ༛༧のਃ੥をしたऀをআく。）は，໔আएしくは௃ऩ༛༧のෆڐՄຢは
Ұ部໔আのڐՄをࠂ知した೔からࢉىして��೔以಺にೲ෇すべきೖ学ྉをೲ෇しなけれ
͹ならない。

̐　ೖ学ྉの໔আをෆڐՄとされたऀຢはҰ部໔আのڐՄをされたऀが，ୈ߲̍にن定す
る௃ऩ༛༧を受けようとする場合は，໔আのෆڐՄຢはҰ部໔আのڐՄをࠂ知した೔か
らࢉىして��೔以಺に௃ऩ༛༧のਃ੥を行わなけれ͹ならない。
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̑　大学等における修学の支ԉに関する法཯（ྩ和ݩ೥法཯ୈ̔߸。以下「修学支ԉ法」
という。）ୈ��৚ୈ߲̍のن定によりೖ学ྉݮ໔のೝ定を取りফされたऀは，取ফしを
。して��೔以಺にೲ෇すべきೖ学ྉをೲ෇しなけれ͹ならないࢉى知した೔からࠂ

̒　ೖ学ྉの௃ऩ༛༧の取ѻいについては，ผに定める。
（๢౳ʹΑΔೖ学ྉͷ໔আࢮ）
ୈ��৚　前৚ୈ߲̍ຢは前৚ୈ２߲のن定によりೖ学ྉの௃ऩを༛༧されているऀが，そ

の期間಺においてࢮ๢したことによりআ੶された場合は，ະೲのೖ学ྉの全ֹを໔আす
る。

２　ೖ学ྉの໔আएしくは௃ऩ༛༧をෆڐՄとされたऀຢはҰ部໔আをڐՄされたऀが，
前৚ୈ߲̏にن定するೖ学ྉのೲ෇期間಺においてࢮ๢したことによりআ੶された場合
ຢはୈ��৚ୈ߲̍ୈ̍߸のن定によりআ੶された場合は，そのऀに係るະೲのೖ学ྉの
全ֹを໔আする。

̏　修学支ԉ法ୈ��৚ୈ߲̍のن定によりೖ学ྉݮ໔のೝ定を取りফされたऀが，前৚ୈ
߲̑にن定するೖ学ྉのೲ෇期間಺においてࢮ๢したことによりআ੶された場合ຢはୈ
��৚ୈ２߲のن定によりআ੶された場合は，そのऀに係るະೲのೖ学ྉの全部を໔আす
る。
（એ　　੤）
ୈ��৚　ೖ学ऀは，所定の方法によりએ੤を行わなけれ͹ならない。

　　　　　ୈ２અ　　修業೥ݶ，教育課程，課程の履修等

　（修ۀ೥ݶ）
ୈ��৚　学部の修業೥ݶは，̐೥とする。たͩし，本学に̏೥以্在学したऀ（ࢪ行نଇ

ୈ���৚にن定するऀをؚむ。）が，卒業の要件として学部نଇに定める単位を優लな成
੷で修得したものとೝめられ，かつ，学生が卒業をر๬する場合には卒業することがで
きる。

２　前߲たͩしॻにن定する卒業のೝ定の基準は，学部نଇにおいて定め，ެ表するもの
とする。

̏　ҩ学部ҩ学科については，ୈ߲̍のن定にかかわらͣ，その修業೥ݶは̒೥とする。
̐　学生が，職業を有している等のࣄ情により，修業೥ݶを௒えてҰ定の期間にわたりܭ

画的に教育課程を履修し卒業することをر๬するࢫをਃし出たときは，教授会のٞをܦ
て，そのܭ画的な履修をೝめることができる。

̑　前߲に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
　（修ۀ೥ݶͷ௨ࢉ）
ୈ��৚　大学の学生以֎のऀのうͪ科目等履修生ຢはୈ �� ৚の � にن定するಛผの課程

の履修生（以下「ಛผの課程履修生」という。）として本学においてҰ定の単位を修得
したऀが本学にೖ学する場合においては，当該単位の修得により本学の教育課程のҰ部
を履修したとೝめられるときは，教授会のٞをܦて，修得した単位数その他の߲ࣄをצ

P007-74-2026.indd   14 2026/03/21   13:27:10



― 1� ―

Ҋして前৚の修業೥ݶの � 分の � を௒えない期間を修業೥ݶに通ࢉすることができる。
（ݶ学೥ࡏ）
ୈ��৚　学生は，修業೥ݶの２ഒを௒えて在学することはできない。
２　ୈ��৚ୈ߲̐のن定により履修をೝめられた学生（以下「௕期履修学生」という。）

の在学೥ݶについては，関係の学部نଇで定める。
（教育課程）
ୈ��৚　学部は，学ଇୈ��৚の２ୈ̍߸及びୈ２߸のن定により定める方針に基づき，必

要な授業科目を次৚ୈ߲̍に定める۠分に従って開設し，体ܥ的に教育課程をฤ成する
ものとする。
（तۀ科໨ͷ۠෼）
ୈ��৚　授業科目の۠分は，次のとおりとする。
　　教養科目
　　専門科目（専門基礎科目及び共通専門基礎科目をؚむ。）
　　関連科目
のための科目ڐ格໔ࢿ　　
　　その他必要とೝめる科目
２　前߲のن定するものの΄か，֎国人ཹ学生のための授業科目として，೔本語及び೔本

。情に関する科目をஔくことができるࣄ
（तۀͷํ๏）
ୈ��৚　授業は，ٛߨ，ԋ習，実験，実習एしくは実ٕのいͣれかによりຢはこれらのซ

用により行うものとする。
２　前߲にن定する授業は，文部科学大ਉがผに定めるとこΖにより，多様なϝディΞを

高度にར用して，当該授業を行う教ࣨ等以֎の場所で履修さͤることができる。
̏　ୈ � ߲にن定する授業は，֎国において履修さͤることができる。前߲のن定により，

多様なϝディΞを高度にར用して，当該授業を行う教ࣨ等以֎の場所で履修さͤる場合
についても，同様とする。

̐　ୈ � ߲にن定する授業のҰ部は，文部科学大ਉがผに定めるとこΖにより，ࣷߍ及び
ෟଐࢪ設以֎の場所で行うことができる。

̑　前߲̐に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
（ཤ修ํ๏ٴͼݧࢼ）
ୈ��৚　ୈ��৚ୈ߲̍の۠分に従って開設される授業科目及びその履修方法並びに試験

に関することは，各学部نଇ及び神戸大学全学共通授業科目履修نଇ（平成��೥݄̐̍
೔੍定。以下「履修نଇ」という。）で定める。

２　ୈ��৚ୈ２߲のن定により開設される授業科目（以下「೔本語等授業科目」という。）
及びその履修方法並びに試験に関することは，各学部نଇ及び神戸大学೔本語等授業科
目履修نଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定）で定める。
（ཤ修科໨ͷొ࿥ͷ্ݶ）
ୈ��৚　学生が各೥次にわたって適切に授業科目を履修するため，卒業の要件として学生
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が修得すべき単位数について，学生が � ೥間に履修科目としてొ࿥することができる単
位数の্ݶは各学部نଇにおいて定めるものとする。

２　各学部نଇの定めるとこΖにより，所定の単位を優れた成੷をもって修得した学生に
ついては，前߲に定める্ݶを௒えて履修科目のొ࿥をೝめることができる。
（੒੷ධՁج४）
ୈ��৚　各学部は，各授業における学修目標や目標達成のための授業の方法及びܭ画を໌

示するとともに，学生の授業への取組状況等を考ྀした多ݩ的な成੷ධ価基準を定め，
ެ表するものとする。
（୯位ͷत༩）
ୈ��৚　Ұの授業科目を履修したऀに対しては，試験その他の適切な方法により学修の成

Ռをධ価して，単位を与える。
（୯位ͷج४）
ୈ��৚　各授業科目の単位数を定めるに当たっては，� 単位の授業科目を �� ࣌間の学修

を必要とする಺容をもってߏ成することを標準とし，ୈ �� ৚ୈ � ߲にن定する授業の
方法に応じ，当該授業による教育ޮՌ，授業࣌間֎に必要な学修等を考ྀして，おおむ
Ͷ �� ࣌間から �� ࣌間までのൣғで各学部نଇで定める࣌間の授業をもって � 単位とし
て単位数をࢉܭするものとする。たͩし，ܳ術等の分野における個人指導による実ٕの
授業については，当該学部نଇで定める࣌間の授業をもって � 単位とすることができる。

２　全学共通授業科目（履修نଇで定める全学に共通する授業科目をいう。）については，
次の基準により単位数をࢉܭするものとする。

　ᾇ　ٛߨについては，��࣌間の授業をもって̍単位とする。
　ᾈ　ԋ習，実験，実習及び実ٕについては，��࣌間の授業をもって̍単位とする。
　ᾉ　Ұの授業について，ٛߨ，ԋ習，実験，実習ຢは実ٕのうͪ２以্の方法のซ用に

より行う場合については，その組み合わͤに応じ，前２߸にن定する基準を考ྀして
ผに定める࣌間の授業をもって̍単位とする。

̏　೔本語等授業科目については，��࣌間の授業をもって̍単位とする。
̐　ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，卒業論文，卒業研究，卒業੍࡞等の授業科目については，

これらの学修の成Ռをධ価して単位を授与することが適当とೝめられる場合には，これ
らに必要な学修等を考ྀして，単位数を各学部نଇで定めることができる。
（ଞ学෦ͷतۀ科໨ͷཤ修）
ୈ��৚　学生は，他の学部の授業科目を履修することができる。この場合は，所ଐ学部௕

をܦて，当該学部௕のڐՄを受けなけれ͹ならない。
（大学Ӄतۀ科໨ͷཤ修）�
ୈ��৚ͷ２　教育্有ӹとೝめるときは，学生に本学の大学院（博士課程後期課程及びҩ

学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程をআく。）の授業科目を履修さͤることがある。
２　前߲の履修は，大学院の科目等履修生として行うものとする。
̏　前２߲に関して必要な߲ࣄは，神戸大学における大学院授業科目のઌ行履修に関する

。程（ྩ和̑೥݄̕��೔੍定）で定めるن
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（ଞͷ大学ຢ͸୹期大学ʹ͓͚Δतۀ科໨ͷཤ修）
ୈ��৚　教育্有ӹとೝめるときは，他の大学ຢは୹期大学（֎国の大学ຢは୹期大学を

ؚむ。）との協定に基づき，学生に当該大学ຢは୹期大学の授業科目を履修さͤること
がある。

２　前߲のن定にかかわらͣ，やむを得ないࣄ情があるときは，教授会のٞをܦて，協定
に基づかͣに学生に֎国の大学ຢは୹期大学の授業科目を履修さͤることがある。

̏　前２߲のن定により履修した授業科目について修得した単位は，��単位を௒えないൣ
ғで本学において修得したものとみなすことがある。

̐　前 � ߲のن定は，֎国の大学ຢは୹期大学が行う通৴教育における授業科目をզが国
において履修さͤる場合及び֎国の大学ຢは୹期大学の教育課程を有するものとして当
該֎国の学ߍ教育੍度において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに
指定するものの当該教育課程における授業科目をզが国において履修さͤる場合につい
て準用する。

̑　前 � ߲に関して必要な߲ࣄは，協定に定めるものの΄か，関係の学部نଇで定める。
（科໨ͷ୯位ͷऔѻ͍ۀ学期間தʹ֎国ͷ大学ຢ͸୹期大学ʹ͓͍ͯཤ修ͨ͠तٳ）
ୈ��৚ͷ２　教育্有ӹとೝめるときは，学生がٳ学期間தに本学と協定をక݁している

֎国の大学ຢは୹期大学において履修した授業科目について修得した単位を，本学にお
いて修得したものとみなすことができる。

２　前߲のن定にかかわらͣ，やむを得ないࣄ情があるときは，教授会のٞをܦて，学生
がٳ学期間தに協定に基づかͣに֎国の大学ຢは୹期大学において履修した授業科目に
ついて修得した単位を，本学において修得したものとみなすことができる。

̏　前 � ߲により修得したものとみなすことができる単位数は，前৚ୈ � ߲及びୈ � ߲に
より本学において修得したものとみなす単位数と合わͤて �� 単位を௒えないものとす
る。

̐　前 � ߲に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
（大学Ҏ֎ͷ教育ࢪઃ౳ʹ͓͚Δ学修）
ୈ��৚　教育্有ӹとೝめるときは，学生が行う୹期大学ຢは高等専門学ߍの専攻科にお

ける学修その他文部科学大ਉがผに定める学修を，本学における授業科目の履修とみな
し，単位を与えることができる。

２　前߲により与えることができる単位数は，ୈ �� ৚ୈ � ߲及びୈ � ߲並びに前৚ୈ �
߲及びୈ � ߲により本学において修得したものとみなす単位数と合わͤて �� 単位を௒
えないものとする。

̏　前 � ߲に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
（ೖ学前ͷط修ಘ୯位౳ͷೝఆ）
ୈ��৚　教育্有ӹとೝめるときは，学生が本学にೖ学する前に大学ຢは୹期大学（֎国

の大学ຢは୹期大学をؚむ。）において履修した授業科目について修得した単位（科目
等履修生ຢはಛผの課程履修生として修得した単位をؚむ。以下「ط修得単位」という。）
を，本学にೖ学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすこと
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ができる。
２　教育্有ӹとೝめるときは，学生が本学にೖ学する前に行った前৚ୈ � ߲にن定する

学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。
̏　前 � ߲により修得したものとみなし，ຢは与えることのできる単位数は，ฤೖ学，స

ೖ学及び࠶ೖ学の場合をআき，本学において修得した単位以֎のものについては，ୈ ��
৚ୈ � ߲及びୈ � ߲，ୈ �� ৚の � ୈ � ߲及びୈ � ߲並びに前৚ୈ � ߲により本学にお
いて修得したものとみなし，ຢは与えることのできる単位数と合わͤて �� 単位を௒え
ないものとする。

̐　前 � ߲に関して必要な߲ࣄは，関係の学部نଇで定める。
（ฤೖ学，సೖ学，࠶ೖ学ऀͷ修ۀ೥਺౳）
ୈ��৚　ୈ��৚からୈ��৚までのن定によりೖ学するऀの修業すべき೥数，履修すべき科

目及びその単位については，教授会のٞをܦて，これを定める。
（స 学 ෦）
ୈ��৚　学௕は，学生で所ଐ学部௕の承ೝを得てస学部をر๬するऀがあるときは，ࢤ๬

学部の教授会のٞをܦて，ڐՄすることがある。
（స 学 科）
ୈ��৚　学௕は，学生でస学科をر๬するऀがあるときは，教授会のٞをܦて，ڐՄする

ことがある。

　　　　ୈ̏અ　　ཹ学及びٳ学

　（ཹ　　学）
ୈ��৚　ୈ��৚ୈ߲̍ຢはୈ２߲のن定に基づき，֎国の大学ຢは୹期大学にཹ学しよう

とするऀは，所ଐ学部௕のڐՄを受けなけれ͹ならない。
２　前߲のڐՄを受けてཹ学した期間は，ୈ��৚の修業೥ݶにࢉೖするものとする。
（Մڐ学ͷٳ）
ୈ��৚　学生が，࣬පその他の理由により，̏か݄以্修学をࢭٳしようとするときは，

所ଐ学部௕のڐՄを得てٳ学することができる。
２　前߲のٳ学期間は，� ೥以಺とする。たͩし，ಛผの理由があるとೝめるときは，学

部௕は，ߋに̍೥を௒えないൣғ಺においてٳ学期間のԆ௕をೝめることができる。当
該Ԇ௕に係る期間がຬ了した場合において，これをߋにԆ௕しようとするときも，同様
とする。

ୈ��৚ͷ２　前৚のن定にかかわらͣ，ҩ学部ҩ学科の学生であって，ୈ �� ৚ୈ � ߲の
Մڐ研究科ҩ科学専攻の博士課程にૣ期ೖ学するときは，ҩ学部௕のܥ定によりҩ学ن
を得て，ٳ学することができる。

２　前߲のٳ学期間は，� ೥以಺とする。たͩし，ಛผの理由があるとೝめるときは，ҩ
学部௕は，ߋに � ೥を௒えないൣғ಺においてٳ学期間のԆ௕をೝめることができる。
当該Ԇ௕に係る期間がຬ了した場合において，これをߋにԆ௕しようとするときも，同
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様とする。
（学ͷղআٳ）
ୈ��৚　前৚のٳ学期間தにその理由がফ໓したときは，所ଐ学部௕のڐՄを得て，෮学

することができる。
（学ͷ໋ྩٳ）
ୈ��৚　学生で，࣬පにより � か݄以্修学をࢭٳさͤることが適当とೝめられるऀがあ

るときは，学部௕のਃ੥により，学௕がٳ学を໋ͣる。
（学期間ͷऔѻ͍ٳ）
ୈ��৚　ٳ学の期間は，通ࢉして � ೥を௒えることはできない。たͩし，ୈ �� ৚の � に

�，についてはࢉ学期間の通ٳ定する学生のن ೥をݶ度として，ҩ学部においてผに定
める。

。ೖしないࢉ学期間は，在学೥数にٳ　２

　　　　　ୈ̐અ　　ୀ学及びআ੶

　（ୀ　　学）
ୈ��৚　学生が，ୀ学しようとするときは，その理由を具し，所ଐ学部௕にئい出てڐՄ

を受けなけれ͹ならない。
（࣬ප౳ʹΑΔআ੶）
ୈ��৚　学生が，࣬පその他の理由により，成業のࠐݟみがないとೝめられるときは，学

部௕のਃ੥により，学௕がこれをআ੶する。
（ೖ学ྉ౳ະೲʹΑΔআ੶）
ୈ��৚　学生が次の各߸のいͣれかに該当するときは，学部௕がこれをআ੶する。
　ᾇ　ୈ��৚ຢはୈ��৚のن定によりೖ学ྉの໔আຢは௃ऩ༛༧をਃ੥したऀで，໔আए

しくは௃ऩ༛༧がෆڐՄになったものຢはҰ部໔আएしくは௃ऩ༛༧がڐՄになった
ものが，そのऀに係るೲ෇すべきೖ学ྉをೲ෇期ݶ಺にೲ෇しないとき。

　ᾈ　授業ྉのೲ෇をଵり，ಜ促を受けても，ೲ෇期ݶのଐする学期の຤೔までにೲ෇し
ないとき。

２　修学支ԉ法ୈ �� ৚ୈ � ߲のن定によりೖ学ྉຢは授業ྉのݮ໔のೝ定を取りফされ
たऀが，そのऀに係るೲ෇すべきೖ学ྉຢは授業ྉをೲ෇期ݶ಺にೲ෇しないときは，
当該ೝ定に係る೥度຤をもって学部௕がこれをআ੶するものとする。

　　　　　ୈ̑અ　　卒業要件及び学士の学位

　（ଔۀཁ݅）
ୈ��৚　卒業の要件は，ୈ��৚に定める期間在学し，���単位（ҩ学部ҩ学科にあっては，

���単位。以下同じ。）以্を各学部نଇの定めるとこΖにより修得することとする。
２　前߲のن定により卒業の要件として修得すべき���単位のうͪ，ୈ��৚ୈ２߲の授業
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の方法により修得する単位数は��単位を௒えないものとする。たͩし，���単位を௒え
る単位数を卒業の要件としている場合においては，同৚ୈ߲̍にن定する授業により��
単位（ҩ学部ҩ学科にあっては，���単位）以্を修得しているときは，��単位を௒え
ることができることとする。
（学士ͷ学位त༩）
ୈ��৚　前৚のن定により，学部所定の課程を修めて本学を卒業したऀに対しては，学士

の学位を授与する。

　　　　　ୈ̒અ　　授　　業　　ྉ

　（तۀྉͷೲ期）
ୈ��৚　授業ྉは，次の２期に分け，೥ֹの２分の̍に૬当するֹをそれぞれのೲ෇期間

தにೲ෇しなけれ͹ならない。
　　期　ผ　　　　　　　　　　　　ೲ෇期間
　　前　期（݄̐から݄̕まで）　 ݄̐̍೔から݄̐��೔まで
　　後　期（��݄から݄̏まで）　��݄̍೔から��݄��೔まで
２　前߲のن定にかかわらͣ，前期に係る授業ྉをೲ෇するときに，当該೥度の後期に係

る授業ྉをซͤてೲ෇することができる。
̏　ೖ学೥度の前期ຢは前期及び後期に係る授業ྉについては，ୈ � ߲のن定にかかわら

ͣ，ೖ学をڐՄされるときにೲ෇することができる。
̐　ୈ � ߲のೲ෇期間をܦաした後においてೖ学したऀのその期の授業ྉは，ೖ学の೔の

ଐする݄にೲ෇しなけれ͹ならない。
̑　学೥のத్において卒業するऀの授業ྉは，その卒業の݄までの分を，݄割をもって

在学する期のೲ෇期間಺にೲ෇しなけれ͹ならない。
̒　修学支ԉ法ୈ��৚ୈ߲̍のن定により授業ྉݮ໔のೝ定を取りফされたऀの授業ྉ

は，取ফしをࠂ知した೔からࢉىして��೔以಺にೲ෇しなけれ͹ならない。
ೲの授業ྉは，ؐ෇しない。たͩし，ୈط　̓ � ߲ຢはୈ � ߲のن定により授業ྉをೲ෇

したऀが，次の各߸のいͣれかに該当する場合は，ೲ෇したऀのਃ出により当該各߸に
定める授業ྉ૬当ֹをؐ෇するものとする。

　ᾇ　ୈ２߲のن定により授業ྉをೲ෇したऀが，後期に係る授業ྉのೲ෇期間前にٳ学
ຢはୈ��৚のن定によりୀ学した場合　後期分の授業ྉに૬当するֹ

　ᾈ　ୈ � ߲のن定により授業ྉをೲ෇したऀが，ೖ学೥度の前೥度の຤೔までにೖ学を
ࣙୀした場合　ೖ学೥度の前期分ຢは前期分及び後期分の授業ྉに૬当するֹ

　ᾉ　ୈ߲̏のن定により授業ྉをೲ෇したऀが，ೖ学೥度の前೥度の຤೔までにೖ学೥
度のॳ೔からのٳ学をਃし出，ୈ��৚ୈ߲̍のن定によりٳ学をڐՄされた場合　ೖ
学೥度の前期分ຢは前期分及び後期分の授業ྉに૬当するֹ

（तۀྉͷ໔আ）
ୈ��৚　ࡁܦ的理由により授業ྉをೲ෇することがࠔ೉であり，かつ，学業が優लである
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ऀその他ಛผなࣄ情があるऀに対しては，本人のਃ੥により授業ྉの全部ຢはҰ部を໔
আすることがある。

２　前߲にن定する授業ྉの໔আの取ѻいについては，ผに定める。
（तۀྉͷ௃ऩ༛༧ٴͼׂ݄෼ೲ）
ୈ��৚　ࡁܦ的理由により授業ྉのೲ෇期ݶまでに授業ྉをೲ෇することがࠔ೉であり，

かつ，学業が優लであるऀその他ಛผなࣄ情があるऀに対しては，本人のਃ੥により授
業ྉの௃ऩ༛༧ຢは݄割分ೲをڐՄすることがある。

２　前߲にن定する授業ྉの௃ऩ༛༧及び݄割分ೲの取ѻいについては，ผに定める。
（ྉۀ学ऀͷतٳ）
ୈ��৚　学生が授業ྉのೲ෇期ݶまでにٳ学をڐՄされた場合ຢは授業ྉの௃ऩ༛༧を

受けていたऀがٳ学をڐՄされた場合は，݄割ࢉܭによりٳ学当݄のཌ݄（ٳ学を開࢝
する೔が݄のॳ೔に当たる場合は，その݄）から෮学当݄の前݄までの授業ྉを໔আす
る。

学தのऀが෮学した場合は，෮学当݄以後のその期の授業ྉを݄割をもって෮学のٳ　２
際にೲ෇しなけれ͹ならない。
（ୀ学ऀ౳ͷतۀྉ）
ୈ��৚　ୈ��৚に定める期のத్において，ୈ��৚のن定によりୀ学し，ୈ��৚の２ୈ̍

߲のن定によりఀ学एしくは௄ռୀ学を໋ͥられ，ຢはআ੶されたऀは，その期の授業
ྉをೲ෇しなけれ͹ならない。たͩし，ࢮ๢し，एしくは行方ෆ໌となったことにより
আ੶された場合ຢはୈ��৚のن定によりআ੶された場合は，そのऀに係るະೲの授業ྉ
の全ֹを໔আすることがある。

２　授業ྉの௃ऩ༛༧ຢは݄割分ೲをڐՄされているऀがୀ学をڐՄされた場合は，݄割
。によりୀ学のཌ݄以後にೲ෇すべき授業ྉの全ֹを໔আすることがあるࢉܭ

　　　　ୈ̓અ　　৆　　　　　േ

　（ද　　জ）
ୈ��৚　学生として表জに値する行ҝがあったときは，所ଐ学部௕等の推નにより，学௕

は，これを表জすることがある。
２　前߲に関し必要な߲ࣄは，神戸大学学生表জن程（平成 �� ೥２݄ �� ೔੍定）で定め

る。
（௄　　ռ）
ୈ��৚ͷ２　本学のن定に違എし，学生の本分をकらないऀがあるときは，所定のखଓに

より学௕が௄ռする。
２　௄ռは，ࠂ܇，ఀ学及び௄ռୀ学とする。
̏　ఀ学̏か݄以্にわたるときは，その期間は，ୈ��৚の修業೥ݶにࢉೖしない。
̐　前߲̏に関し必要な߲ࣄは，神戸大学学生௄ռنଇ（平成 �� ೥݄̐̍೔੍定）で定

める。
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　　　　ୈ̏ষ　　大　　学　　Ӄ

　　　　　ୈ̍અ　　ೖ　　　　　学

　（修士課程，前期課程ٴͼ専門৬学位課程ͷೖ学֨ࢿ）
ୈ��৚　修士課程，前期課程及び専門職学位課程にೖ学することのできるऀは，次の各߸

のいͣれかに該当するऀとする。
　ᾇ　大学を卒業したऀ
　ᾈ　法ୈ���৚ୈ߲̓のن定により学士の学位を授与されたऀ
　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ
　ᾊ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより

当該֎国の学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ
　ᾋ　զが国において，֎国の大学の課程（その修了ऀが当該֎国の学ߍ教育における��

೥の課程を修了したとされるものにݶる。）を有するものとして当該֎国の学ߍ教育
੍度において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの
当該課程を修了したऀ

　ᾌ　֎国の大学その他の֎国の学ߍ（その教育研究活動等の総合的な状況について，当
該֎国の੓෎ຢは関係ػ関のೝ証を受けたऀによるධ価を受けたものຢはこれに準ͣ
るものとして文部科学大ਉがผに指定するものにݶる。）において，修業೥ݶが � ೥
以্である課程を修了すること（当該֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目を
զが国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該֎国の学ߍ教育
੍度において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって前߸の指定を受けたものにおいて課程
を修了することをؚむ。）により，学士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾍ　専修学ߍの専門課程（修業೥ݶが � ೥以্であることその他の文部科学大ਉが定め
る基準をຬたすものにݶる。）で文部科学大ਉがผに指定するものを文部科学大ਉが
定める೔以後に修了したऀ

　ᾎ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ̑߸）
　ᾏ　法ୈ���৚ୈ２߲のن定により大学院にೖ学したऀであって，本学において，大学

院における教育を受けるに;さわしい学力があるとೝめたもの
　ᾐ　本学において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，大学を卒業したऀと同等以্の学力が

あるとೝめたऀで，ࡀ��に達したもの
（修士課程，前期課程ٴͼ専門৬学位課程΁ͷૣ期ೖ学）
ୈ��৚　前৚のن定にかかわらͣ，次の各߸のいͣれかに該当するऀであって，本学の定

める単位を優लな成੷で修得したとೝめるものを，教授会のٞをܦて，ೖ学さͤること
ができる。

　ᾇ　大学に̏೥以্在学したऀ
　ᾈ　֎国において学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ
　ᾉ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより
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当該֎国の学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ
　ᾊ　զが国において，֎国の大学の課程（その修了ऀが当該֎国の学ߍ教育における��

೥の課程を修了したとされるものにݶる。）を有するものとして当該֎国の学ߍ教育
੍度において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの
当該課程を修了したऀ

２　前߲に関して必要な߲ࣄは，関係の研究科نଇで定める。
（後期課程ͷೖ学֨ࢿ）
ୈ��৚　後期課程にೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとす

る。
　ᾇ　修士の学位ຢは専門職学位（法ୈ���৚ୈ߲̏のن定に基づき学位نଇ（ত和��೥

文部লྩୈ̕߸）ୈ̑৚の２にن定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有するऀ
　ᾈ　֎国において修士の学位ຢは専門職学位に૬当する学位を授与されたऀ
　ᾉ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修し，修士の学位

ຢは専門職学位に૬当する学位を授与されたऀ
　ᾊ　զが国において，֎国の大学院の課程を有するものとして当該֎国の学ߍ教育੍度

において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの当該
課程を修了し，修士の学位ຢは専門職学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾋ　国際連合大学本部に関する国際連合と೔本国との間の協定の実ࢪに൐うಛผાஔ法
（ত和��೥法཯ୈ��߸）ୈ̍৚ୈ２߲にن定する����೥��݄��೔の国際連合総会決ٞ
に基づき設立された国際連合大学（次߸及びୈ��৚において「国際連合大学」という。）
の課程を修了し，修士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾌ　֎国の学ߍ，ୈ̐߸の指定を受けた教育ࢪ設ຢは国際連合大学の教育課程を履修し，
大学院設ஔ基準（ত和 �� ೥文部লྩୈ �� ߸）ୈ��৚の � にن定する試験及び審査に
૬当するものに合格し，修士の学位を有するऀと同等以্の学力があるとೝめられた
ऀ

　ᾍ　文部科学大ਉの指定したऀ（平成ݩ೥文部লࠂ示ୈ���߸）
　ᾎ　本学において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，修士の学位ຢは専門職学位を有するऀ

と同等以্の学力があるとೝめたऀで，ࡀ��に達したもの
（ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻ͷ博士課程ͷೖ学֨ࢿ）
ୈ��৚　ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程にೖ学することのできるऀは，次の各߸のい

ͣれかに該当するऀとする。
　ᾇ　大学のҩ学，ࣃ学，ༀ学（修業೥ݶが�೥であるものにݶる。以下同じ。）ຢは्ҩ学（修

業೥ݶが � ೥であるものにݶる。以下同じ。）を履修する課程を卒業したऀ
　ᾈ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程（最終の課程はҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは

्ҩ学）を修了したऀ
　ᾉ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより

当該֎国の学ߍ教育における��೥の課程（最終の課程はҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学）
を修了したऀ
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　ᾊ　զが国において，֎国の大学の課程（その修了ऀが当該֎国の学ߍ教育における��
೥の課程（最終の課程は，ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学）を修了したとされるものに
ࢪ教育੍度において位ஔ෇けられた教育ߍる。）を有するものとして当該֎国の学ݶ
設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの当該課程を修了したऀ

　ᾋ　֎国の大学その他の֎国の学ߍ（その教育研究活動等の総合的な状況について，当
該֎国の੓෎ຢは関係ػ関のೝ証を受けたऀによるධ価を受けたものຢはこれに準ͣ
るものとして文部科学大ਉがผに指定するものにݶる。）において，修業೥ݶが � ೥
以্である課程 	 ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学を履修する課程にݶる。
 を修了するこ
と（当該֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修すること
により当該課程を修了すること及び当該֎国の学ߍ教育੍度において位ஔ෇けられた
教育ࢪ設であって前߸の指定を受けたものにおいて課程を修了することをؚむ。）に
より，学士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾌ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ��߸）
　ᾍ　法ୈ���৚ୈ２߲のن定により大学院にೖ学したऀであって，本学において，大学

院における教育を受けるに;さわしい学力があるとೝめたもの
　ᾎ　本学において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，大学のҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学を

履修する課程を卒業したऀと同等以্の学力があるとೝめたऀで，ࡀ��に達したもの
（ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻ͷ博士課程΁ͷૣ期ೖ学）
ୈ��৚　前৚のن定にかかわらͣ，次の各߸のいͣれかに該当するऀであって，本学の定

める単位を優लな成੷で修得したとೝめるものを，教授会のٞをܦて，ೖ学さͤること
ができる。

　ᾇ　大学（ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学を履修する課程にݶる。）に � ೥以্在学した
ऀ

　ᾈ　֎国において学ߍ教育における �� ೥の課程（ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学を履修
する課程をؚむものにݶる。）を修了したऀ

　ᾉ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより
当該֎国の学ߍ教育における �� ೥の課程（ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学を履修する
課程をؚむものにݶる。）を修了したऀ

　ᾊ　զが国において，֎国の大学の課程（その修了ऀが当該֎国の学ߍ教育における ��
೥の課程（最終の課程は，ҩ学，ࣃ学，ༀ学ຢは्ҩ学）を修了したとされるものに
ࢪ教育੍度において位ஔ෇けられた教育ߍる。）を有するものとして当該֎国の学ݶ
設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの当該課程を修了したऀ

２　前߲に関して必要な߲ࣄは，関係の研究科نଇで定める。
（ਐ　　学）
ୈ��৚　本学大学院の修士課程，前期課程ຢは専門職学位課程を修了し，Ҿきଓき後期課

程ຢはҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程に進学をࢤ๬するऀについては，当該研究科
の定めるとこΖにより，બ考の্，進学をڐՄする。
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（ೖ学ऀબൈ）
ୈ��৚　大学院のೖ学ऀのબൈは，学ଇୈ��৚の２ୈ̏߸のن定により定める方針に基づ

き，ެਖ਼かつଥ当な方法により，適切な体੍を੔えて行うものとする。
２　大学院のೖ学ऀئࢤに対するબ考方法は，各研究科においてผに定める。

　　　　ୈ２અ　　修業೥ݶ，教育方法，修了要件等

　（ඪ४修ۀ೥ݶ）
ୈ��৚　修士課程の標準修業೥ݶは，２೥とする。
２　前߲のن定にかかわらͣ，修士課程においては，主として実຿のܦ験を有するऀに対

して教育を行う場合であって，教育研究্の必要があり，かつ，ன間とซͤて໷間その
他ಛ定の࣌間ຢは࣌期において授業ຢは研究指導を行う等の適切な方法により教育্支
োを生じないときは，各研究科の定めるとこΖにより，専攻ຢは学生の履修্の۠分に
応じ，標準修業೥ݶを � ೥以্ � ೥ະຬの期間とすることができる。

̏　前߲にن定する修士課程をஔく研究科，専攻ຢは学生の履修্の۠分及びその標準修
業೥ݶは，次のとおりとする。

　　　人間発達環境学研究科　人間発達専攻（̍೥履修コーε）　̍೥
̐　人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，ࡁܦ学研究科，


研究科（ҩ科学専攻をআく。）ܥӦ学研究科，理学研究科，ҩ学ܦ 学研究科，シεテ޻
ム情報学研究科，೶学研究科，ւࣄ科学研究科，国際協力研究科及び科学ٕ術Πϊϕー
ション研究科の博士課程の標準修業೥ݶは，前期課程 � ೥，後期課程 � ೥の � ೥とする。

̑　ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程の標準修業೥ݶは，� ೥とする。
，は，�೥とする。たͩしݶӦ学専攻の専門職学位課程の標準修業೥ܦӦ学研究科現୅ܦ　̒

教育研究্の必要があるとೝめられるときは，研究科の定めるとこΖにより，学生の履
修্の۠分に応じ，標準修業೥ݶを � ೥以্ � ೥ະຬの期間とすることができる。

̓　法学研究科実຿法཯専攻の専門職学位課程（以下「法科大学院」という。）の標準修
業೥ݶは，̏ ೥とする。
（教育課程）
ୈ��৚ͷ２　大学院（専門職大学院をআく。）は，学ଇୈ��৚の２ୈ̍߸及びୈ２߸のن

定により定める方針に基づき，必要な授業科目を自ら開設するとともに学位論文の࡞成
等に対する指導（以下「研究指導」という。）のܭ画をࡦ定し，体ܥ的に教育課程をฤ
成するものとする。

２　専門職大学院は，学ଇୈ��৚の２ୈ̍߸及びୈ２߸のن定により定める方針に基づき，
必要な授業科目を，࢈業界等と連ܞしつつ，自ら開設し，体ܥ的に教育課程をฤ成する
ものとする。
（教育ํ๏౳）
ୈ��৚　大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行うものとする。
２　専門職大学院においては，その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に
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応じྫࣄ研究，現地調査，૒方向ຢは多方向に行われる౼論ຢは質ٙ応౴その他の適切
な方法により授業を行うものとする。

̏　研究科において教育্ಛผの必要があるとೝめられる場合には，໷間その他ಛ定の࣌
間ຢは࣌期において授業ຢは研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことがで
きる。

̐　各研究科における授業科目，その単位数及び研究指導並びにそれらの履修方法につい
ては，当該研究科نଇで定める。
（ଞ大学大学Ӄ౳ͷ研究ࢦಋ）
ୈ��৚　教育্有ӹとೝめるときは，他大学（֎国の大学をؚむ。）の大学院ຢは研究所

等（֎国の研究ػ関をؚむ。）との協定に基づき，学生に当該大学の大学院ຢは当該研
究所等において必要な研究指導を受けさͤることがある。たͩし，修士課程及び前期課
程の学生については，当該研究指導を受けさͤる期間は，� ೥を௒えないものとする。

２　教育্有ӹとೝめるときは，֎国の大学院ຢは研究所等との協定に基づき，後期課程
の学生に，本学と当該֎国の大学院ຢは研究所等において，共同の研究指導を受けさͤ
ることがある。
（研究ࢦಋͷͨΊͷཹ学）
ୈ��৚　前৚のن定に基づき，֎国の大学ຢは研究ػ関にཹ学しようとするऀは，所ଐ研

究科௕のڐՄを受けなけれ͹ならない。
２　前߲のڐՄを受けてཹ学した期間は，ୈ��৚の標準修業೥ݶにࢉೖする。
（修士課程ٴͼ前期課程ͷ修ྃཁ݅）
ୈ��৚　修士課程及び前期課程の修了要件は，当該課程に２೥（人間発達環境学研究科人

間発達専攻（̍೥履修コーε）にあっては，̍೥）以্在学し，所定の単位を修得し，
かつ，必要な研究指導を受けた্，当該課程の目的に応じ修士論文ຢはಛ定の課題につ
いての研究の成Ռの審査及び最終試験に合格することとする。たͩし，在学期間に関し
ては，優れた業੷を্͛たऀについては，当該課程に̍೥以্在学すれ͹଍りるものと
する。

２　ୈ��৚においてಡみସえて準用するୈ��৚（ୈ２߲をআく。）のن定により本学にೖ
学する前に修得した単位（ୈ��৚ຢはୈ��৚のن定によりೖ学ࢿ格を有した後，修得し
たものにݶる。）を本学において修得したものとみなす場合であって，当該単位の修得
により本学の修士課程ຢは前期課程の教育課程のҰ部を履修したとೝめるときは，当該
単位数，その修得に要した期間その他をצҊして̍೥を௒えないൣғで研究科が定める
期間在学したものとみなすことができる。たͩし，この場合においても，当該課程にগ
なくとも̍೥以্在学するものとする。
（博士課程ͷ修ྃཁ݅）
ୈ��৚　博士課程（ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程をআく。）の修了要件は，後期課

程に � ೥以্在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた্，博士論
文の審査及び最終試験に合格することとする。たͩし，在学期間に関しては，優れた研
究業੷を্͛たऀについては，当該課程に̍೥（２೥ະຬの在学期間をもって修士課程
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ຢは前期課程を修了したऀにあっては，当該在学期間をؚめて̏೥）以্在学すれ͹଍
りるものとする。

２　前߲のن定にかかわらͣ，ࢪ行نଇୈ ��� ৚のن定により大学院へのೖ学ࢿ格に関し
修士の学位एしくは専門職学位を有するऀと同等以্の学力があるとೝめられたऀຢは
専門職学位課程を修了したऀが，博士課程の後期 � ೥の課程にೖ学した場合の博士課程
の修了の要件は，大学院（専門職大学院をআく。以下この߲において同じ。）に � ೥（専
門職大学院設ஔ基準ୈ �� ৚ୈ � ߲の法科大学院の課程を修了したऀにあっては，� ೥）
以্在学し，必要な研究指導を受けた্，当該大学院の行う博士論文の審査及び試験に
合格することとする。たͩし，在学期間に関しては，優れた研究業੷を্͛たऀについ
ては，大学院に � ೥（標準修業೥ݶが � ೥以্ � ೥ະຬの専門職学位課程を修了したऀ
にあっては，� ೥から当該 � ೥以্ � ೥ະຬの期間をݮじた期間）以্在学すれ͹଍り
るものとする。

̏　ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程の修了要件は，当該課程に � ೥以্在学し，所定
の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた্，博士論文の審査及び最終試験に合
格することとする。たͩし，在学期間に関しては，優れた研究業੷を্͛たऀについては，
当該課程に � ೥以্在学すれ͹଍りるものとする。

̐　ୈ��৚においてಡみସえて準用するୈ��৚（ୈ２߲をআく。）のن定によりҩ学ܥ研
究科ҩ科学専攻の博士課程にೖ学する前に修得した単位（ୈ��৚ຢはୈ��৚のن定によ
りೖ学ࢿ格を有した後，修得したものにݶる。）を本学において修得したものとみなす
場合であって，当該単位の修得によりҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程の教育課程の
Ұ部を履修したとೝめるときは，当該単位数，その修得に要した期間その他をצҊして
� ೥を௒えないൣғで研究科が定める期間在学したものとみなすことができる。
（専門৬学位課程ͷ修ྃཁ݅）
ୈ��৚　専門職学位課程（法科大学院をআく。以下この৚において同じ。）の修了要件は，

当該課程に２೥（２೥以֎の標準修業೥ݶを定める研究科，専攻ຢは学生の履修্の۠
分にあっては，当該標準修業೥ݶ）以্在学し，所定の単位を修得することとする。

２　専門職学位課程の在学期間に関しては，ୈ��৚のن定によりೝ定されたೖ学前のط修
得単位（法ୈ���৚ୈ߲̍のن定によりೖ学ࢿ格を有した後，修得したものにݶる。）を，
当該単位数，その修得に要した期間その他をצҊして当該課程の標準修業೥ݶの２分の
̍を௒えないൣғで研究科が定める期間在学したものとみなすことができる。たͩし，
この場合においても，当該課程にগなくとも̍೥以্在学するものとする。

̏　法科大学院の修了要件は，当該課程に̏೥以্在学し，所定の単位を修得することと
する。

̐　法科大学院の在学期間については，ୈ �� ৚のن定によりೝ定されたೖ学前のط修得
単位（法ୈ ��� ৚ୈ � ߲のن定によりೖ学ࢿ格を有した後，修得したものにݶる。）を，
当該単位数，その修得に要した期間その他をצҊして � ೥を௒えないൣғで研究科が定
める期間在学したものとみなすことができる。

̑　法科大学院は，法学の基礎的な学識を有するとೝめるऀに関しては，ୈ � ߲にن定す
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る在学期間については，前߲のن定により在学したものとみなす期間と合わͤて � ೥を
௒えないൣғで研究科がೝめる期間在学したものと，ୈ � ߲にن定する単位については，
ୈ �� ৚，ୈ �� ৚の �，ୈ �� ৚の � 及びୈ �� ৚のن定により修得したものとみなす単
位数と合わͤて �� 単位を௒えないൣғで研究科がೝめる単位を修得したものとみなす
ことができる。たͩし，�� 単位を௒える単位の修得を修了要件とする場合は，その௒え
る部分の単位数にݶり，研究科がೝめるൣғで，�� 単位を௒えてみなすことができる。

̒　ೝ定連ܞ法૤基礎課程 	 本学法科大学院以֎の法科大学院のみとೝ定法૤養成連ܞ協
定をక݁している大学の課程をؚむ。
 を修了して法科大学院にೖ学したऀຢはこれら
のऀと同等の学識を有すると研究科がೝめるऀに関する前߲のن定の適用については，

「�� 単位」とあるのは 
「�� 単位」とする。
（学位࿦จٴͼ࠷ऴݧࢼ）
ୈ��৚　学位論文及び最終試験に関することは，学位ن程に定めるとこΖによる。
（修士ٴͼ博士ͷ学位ฒͼʹ専門৬学位ͷत༩）
ୈ��৚　各研究科において，所定の課程を修了したऀに対しては，その課程に応じて修士

एしくは博士の学位ຢは専門職学位を授与する。
２　前߲の学位に関することは，学位ن程に定めるとこΖによる。

　　　　ୈ̏અ　　準　用　ن　定

　（४༻نఆ）
ୈ��৚　ୈ �� ৚（ೖ学期），ୈ �� ৚（సೖ学），ୈ �� ৚（࠶ೖ学），ୈ �� ৚（ೖ学ئࢤ），

ୈ �� ৚（ೖ学खଓ），ୈ �� ৚（ೖ学ྉの໔আ）（ୈ � ߲をআく。），ୈ �� ৚（ೖ学ྉの
௃ऩ༛༧等），ୈ �� ৚（ࢮ๢等によるೖ学ྉの໔আ），ୈ �� ৚（એ੤），ୈ �� ৚（修業
೥ݶ）（ୈ � ߲，ୈ � ߲及びୈ � ߲をআく。），ୈ �� ৚（在学೥ݶ），ୈ �� ৚（授業の方法），
ୈ �� ৚（単位の授与），ୈ �� ৚（単位の基準）（ୈ � ߲及びୈ � ߲をআく。），ୈ �� ৚（他
学部の授業科目の履修），ୈ �� ৚（స学部），ୈ �� ৚（స学科），ୈ �� ৚（ୀ学），ୈ
�� ৚（࣬ප等によるআ੶），ୈ �� ৚（ೖ学ྉ等ະೲによるআ੶），ୈ �� ৚からୈ �� ৚
まで（授業ྉ），ୈ �� ৚（表জ）及びୈ �� ৚の �（௄ռ）のن定は，大学院に準用する。
たͩし，ୈ �� ৚を準用する場合において，ҩ学ܥ研究科ҩ科学専攻の博士課程以֎の
博士課程にあっては，標準修業೥ݶを前期課程と後期課程に分ける。
（ཤ修科໨ͷొ࿥ͷ্ݶ）
ୈ��৚　専門職大学院学生の履修科目のొ࿥の্ݶに関しては，ୈ��৚ୈ߲̍を準用す

る。この場合において，「学部نଇ」とあるのは「研究科نଇ」とಡみସえるものとする。
（੒੷ධՁج४）
ୈ��৚ͷ２　大学院（専門職大学院をআく。）の成੷ධ価基準に関しては，ୈ �� ৚を準用

する。この場合において，「各学部」とあるのは「各研究科」と，「授業の方法及びܭ画」
とあるのは「授業及び研究指導の方法及びܭ画」とಡみସえるものとする。

２　専門職大学院の成੷ධ価基準に関しては，ୈ �� ৚を準用する。この場合において，「各
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学部」とあるのは「専門職大学院」とಡみସえるものとする。
（ଞ大学大学Ӄͷतۀ科໨ͷཤ修）
ୈ��৚　大学院学生の他大学（֎国の大学をؚむ。）の大学院の授業科目の履修に関して

は，ୈ �� ৚を準用する。この場合において，同৚ୈ � ߲த「�� 単位」とあるのは，「��
単位（法科大学院学生にあっては �� 単位（たͩし，�� 単位を௒える単位の修得を修了
要件とする場合は，その௒える部分の単位数にݶり，研究科がೝめるൣғで，�� 単位を
௒えてみなすことができる。））」と，同৚ୈ � ߲த「及び֎国の」とあるのは「，֎国の」
と，「当該教育課程における授業科目をզが国において」とあるのは「当該教育課程に
おける授業科目をզが国において履修さͤる場合及び国際連合大学の教育課程における
授業科目を」と，同৚ୈ � ߲த「学部نଇ」とあるのは「研究科نଇ」とಡみସえるも
のとする。
（科໨ͷ୯位ͷऔѻ͍ۀ学期間தʹ֎国ͷ大学ͷ大学Ӄʹ͓͍ͯཤ修ͨ͠तٳ）
ୈ��৚ͷ２　大学院学生がٳ学期間தに֎国の大学において履修した授業科目について

修得した単位に関しては，ୈ �� ৚の � を準用する。この場合において，同৚ୈ � ߲及
びୈ � ߲த「֎国の大学ຢは୹期大学」とあるのは「֎国の大学の大学院」と，同৚ୈ
� ߲த「�� 単位」とあるのは，「�� 単位（法科大学院学生にあっては �� 単位（たͩし，
�� 単位を௒える単位の修得を修了要件とする場合は，その௒える部分の単位数にݶり，
研究科がೝめるൣғで，�� 単位を௒えてみなすことができる。））」と，同৚ୈ � ߲த「学
部نଇ」とあるのは「研究科نଇ」とಡみସえるものとする。
（大学Ӄ͕ฤ੒͢Δಛผͷ課程ʹ͓͚Δ学修）
ୈ��৚ͷ̏　ୈ �� ৚の � のن定により大学院がฤ成するಛผの課程における学修につい

ては，ୈ �� ৚を準用する。この場合において，同৚ୈ � ߲த「୹期大学ຢは高等専門
学ߍの専攻科における学修その他文部科学大ਉがผに定める学修」とあるのは「ୈ ��
৚の � のن定により大学院がฤ成するಛผの課程（履修ࢿ格を有するऀが，ୈ �� ৚の
，る。）における学修」とݶ定により大学院にೖ学することができるऀであるものにن
同৚ୈ � ߲த「ୈ �� ৚ୈ � ߲及びୈ � ߲並びに前৚ୈ � ߲及びୈ � ߲」とあるのは「ୈ
�� ৚の � においてಡみସえて準用するୈ �� ৚ୈ � ߲及びୈ � ߲並びに前৚ୈ � ߲及び
ୈ � ߲」と，「�� 単位」とあるのは「�� 単位（法科大学院学生にあっては �� 単位（たͩし，
�� 単位を௒える単位の修得を修了要件とする場合は，その௒える部分の単位数にݶり，
研究科がೝめるൣғで，�� 単位を௒えてみなすことができる。））」と，同৚ୈ � ߲த「学
部نଇ」とあるのは「研究科نଇ」とಡみସえるものとする。
（ೖ学前ͷط修ಘ୯位ͷೝఆ）
ୈ ��৚　大学院学生のೖ学前のط修得単位のೝ定に関しては，ୈ �� ৚（ୈ � ߲をআく。）

を準用する。この場合において，同৚ୈ�߲த「大学ຢは୹期大学」とあるのは「大学院」と，
同৚ୈ � ߲த「前 � ߲」とあるのは「ୈ �� ৚においてಡみସえて準用するୈ � ߲」と，「ୈ
�� ৚ୈ � ߲及びୈ � ߲，ୈ �� ৚の � ୈ � ߲及びୈ � ߲並びに前৚ୈ � ߲により本学に
おいて修得したものとみなし，ຢは与えることのできる単位数と合わͤて �� 単位」と
あるのは，「�� 単位を௒えないものとし，かつ，ୈ �� ৚においてಡみସえて準用するୈ
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�� ৚ୈ � ߲及びୈ � ߲，ୈ �� ৚の � においてಡみସえて準用するୈ �� ৚の � ୈ � ߲及
びୈ � ߲並びにୈ �� ৚の � においてಡみସえて準用する前৚ୈ � ߲のن定により本学
において修得したものとみなす単位数と合わͤて �� 単位（たͩし，専門職大学院学生（法
科大学院学生をআく。）にあっては �� 単位，法科大学院学生にあっては �� 単位（ୈ ��
৚，ୈ �� ৚の � 及びୈ �� ৚の � のن定により �� 単位を௒えてみなす単位をআく。））」と，
同৚ୈ � ߲த「前 � ߲」とあるのは「ୈ �� ৚においてಡみସえて準用するୈ � ߲及び前߲」
と，「学部نଇ」とあるのは「研究科نଇ」とಡみସえるものとする。
（ཹ　　学）
ୈ��৚　大学院学生の֎国の大学へのཹ学に関しては，ୈ �� ৚を準用する。この場合に

おいて，同৚ୈ � ߲த「ୈ �� ৚ୈ � ߲ຢはୈ � ߲」とあるのは「ୈ �� ৚」と，「所ଐ
学部௕」とあるのは「所ଐ研究科௕」と，同৚ୈ � ߲த「ୈ �� ৚」とあるのは「ୈ �� ৚」
とಡみସえるものとする。
（学　　ٳ）
ୈ��৚　大学院学生のٳ学に関しては，ୈ �� ৚ୈ � ߲，ୈ �� ৚，ୈ �� ৚及びୈ �� ৚ୈ

� ߲を準用する΄か，各研究科نଇで定める。

　　　　ୈ̐ষ　　学位プロάϥϜ

　（学位プロάϥϜ）
ୈ��৚ͷ２　各学部及び各研究科においてฤ成する教育課程の΄か，໌֬な人材養成目的

に基づき，学部ຢは研究科の࿮を௒えた組織的な指導体੍で展開される体ܥ性・Ұ؏性
ある教育を実ࢪするため，学位の取得を目的とする学位プロάϥムをஔくことができる。

２　学位プロάϥムの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

　　　　ୈ̑ষ　　ಛผௌߨ学ੜ，ಛผ研究学ੜ，科໨౳ཤ修ੜ，
　　　　　　　　　ௌߨੜ，研究ੜ，専攻ੜٴͼ֎国人ಛผ学ੜ

　（ಛผௌߨ学ੜ）
ୈ ��৚　他の大学，୹期大学（֎国の大学ຢは୹期大学をؚむ。）ຢは高等専門学ߍとの

協定に基づき，当該大学（大学院をؚむ。），୹期大学ຢは高等専門学ߍの学生で，本学
の授業科目ຢはผに定める教育プロάϥムを履修しようとするऀがあるときは，ಛผௌ
。Մすることがあるڐ学生としてߨ

２　ಛผௌߨ学生については，協定に定めるものの΄か，関係の学部نଇ，研究科نଇ等
で定める。
（ಛผ研究学ੜ）
ୈ��৚　他大学（֎国の大学をؚむ。）の大学院との協定に基づき，当該大学院の学生で，

本学において研究指導を受けようとするऀがあるときは，ಛผ研究学生としてڐՄする
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ことがある。
２　ಛผ研究学生については，協定に定めるものの΄か，関係の研究科نଇで定める。
（科໨౳ཤ修ੜ）
ୈ��৚　本学が開設する � ຢは複数の授業科目を履修しようとするऀがあるときは，科目

等履修生としてڐՄすることがある。
２　科目等履修生に対しては，単位を与えることができる。
̏　科目等履修生については，関係の学部نଇ及び研究科نଇで定める。
（ௌߨੜ，研究ੜٴͼ専攻ੜ）
ୈ��৚　本学が開設する � ຢは複数の授業科目をௌߨしようとするऀがあるときは，ௌߨ

生としてڐՄすることがある。
２　ಛ定の߲ࣄについて研究しようとするऀがあるときは，研究生としてڐՄすることが

ある。
̏　本学学部卒業ऀで，ಛ定の専門߲ࣄについて攻究しようとするऀがあるときは，専攻

生としてڐՄすることがある。
̐　ௌߨ生，研究生及び専攻生については，それぞれ関係の学部نଇ，研究科نଇ及び専

攻生نଇで定める。
（तۀྉͷೲ期）
ୈ��৚　ಛผௌߨ学生，ಛผ研究学生，科目等履修生，ௌߨ生，研究生及び専攻生の授業

ྉについては，それぞれの在学༧定期間に応じ，� か݄分ຢは � か݄分に૬当するֹを
当該期間における当ॳの݄にೲ෇するものとし，在学༧定期間が � か݄ະຬຢは � か݄
ະຬであるときは，その期間分に૬当するֹを当該期間における当ॳの݄にೲ෇しなけ
れ͹ならない。
（֎国人ಛผ学ੜ）
ୈ��৚　֎国人で，ୈ��৚，ୈ��৚，ୈ��৚ຢはୈ��৚のن定によらないで，֎国人ಛผ

学生として本学の学部ຢは大学院にೖ学をئࢤするऀがあるときは，教授会のٞをܦて
。Մするڐ

２　前߲の学生で，学部ຢは大学院の課程を修了したऀには，ୈ��৚ຢはୈ��৚に定める学
位を授与する。

　　　　ୈ̒ষ　　ಛ�ผ�ͷ�課�程

（ಛผͷ課程）
ୈ��৚ͷ２　本学の学生以֎のऀを対৅として，法ୈ ��� ৚にن定するಛผの課程（以下
「ಛผの課程」という。）をฤ成することができる。

２　ಛผの課程のฤ成及び実ࢪに関し必要な߲ࣄは，ผに定める。
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　　　　ୈ̓ষ　　तۀྉ，ೖ学ྉٴͼݕఆྉͷֹ

　（तۀྉ，ೖ学ྉٴͼݕఆྉͷֹ）
ୈ��৚　本学の授業ྉ，ೖ学ྉ及びݕ定ྉ（以下「授業ྉ等」という。）のֹは，神戸大

学における授業ྉ，ೖ学ྉ，ݕ定ྉ及び॓دྉのֹに関するن程（平成 �� ೥ � ݄ � ೔੍定）
に定められたֹとする。
（तۀྉ౳ͷෆ௃ऩ）
ୈ��৚ͷ２　国අ֎国人ཹ学生੍度実ࢪ要߲（ত和 �� ೥ � ݄ �� ೔文部大ਉࡋ定）に基づ

く国අ֎国人ཹ学生の授業ྉ等については，前৚のن定にかかわらͣ，ෆ௃ऩとする。
２　ಛผௌߨ学生及びಛผ研究学生の授業ྉ等については，ୈ �� ৚及び前৚のن定にか

かわらͣ，ୈ �� ৚ୈ � ߲ຢはୈ �� ৚ୈ � ߲の協定に基づき，ෆ௃ऩとすることができる。
̏　科目等履修生のうͪ，教育ެ຿һಛྫ法（ত和 �� ೥法཯ୈ � ߸）ୈ �� ৚ୈ � ߲ຢは

ୈ � ߲のن定に基づき本学に೿ݣされた教育職һ（以下「現職教育職һ」という。）の
ೖ学ྉ及びݕ定ྉについては，前৚のن定にかかわらͣ，ෆ௃ऩとすることができる。

̐　科目等履修生のうͪ，ୈ �� ৚の � ୈ � ߲のن定に基づき大学院の授業科目を履修す
るऀの授業ྉ等については，ୈ �� ৚及び前৚のن定にかかわらͣ，ෆ௃ऩとする。

̑　ௌߨ生及び研究生のうͪ，現職教育職һの授業ྉ等については，ୈ �� ৚及び前৚の
。定にかかわらͣ，ෆ௃ऩとすることができるن

̒　学௕の承ೝに基づき現職のままで科目等履修生，ௌߨ生ຢは研究生としてೖ学した本
学のෟଐ学ߍ教һの授業ྉ等については，ୈ �� ৚及び前৚のن定にかかわらͣ，ෆ௃
ऩとする。

̓　֎国人ಛผ学生の授業ྉ等については，学௕がೝめたときは，前৚のن定にかかわら
ͣ，ෆ௃ऩとすることができる。

　　　　ୈ̔ষ　　教育৬һ໔ڐঢ়

　（教һͷ໔ڐঢ়त༩ͷॴཁ֨ࢿͷऔಘ）
ୈ��৚　教һの໔ڐ状授与の所要ࢿ格を取得しようとするऀは，教育職һ໔ڐ法（ত和

�� ೥法཯ୈ ��� ߸）及び教育職һ໔ڐ法ࢪ行نଇ（ত和 �� ೥文部লྩୈ �� ߸）に定め
る所要の単位を修得しなけれ͹ならない。

２　前߲のن定により所要ࢿ格を取得できる教һの໔ڐ状のछ類等については，関係の学
部نଇ及び研究科نଇの定めるとこΖによる。

　　　ෟ　ଇ
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。たͩし，ผ表ୈ � 学部の表のن定த

ւࣄ科学部のୈ � ೥次ฤೖ学定һに係る部分は，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　神戸大学学ଇ等をഇࢭするنଇ（平成 �� ೥ � ݄ � ೔੍定）ୈ � ৚のن定によるഇࢭ

前の神戸大学学ଇ（以下「چ学ଇ」という。）ୈ � ৚ୈ � ߲にن定する法学研究科ࡁܦ
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関係法専攻，ެ共関係法専攻及び੓࣏社会科学専攻は，վਖ਼後の神戸大学教学نଇ（以
下「新نଇ」という。）ୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該
専攻の前期課程ຢは後期課程に在学するऀが当該課程に在学しなくなる೔までの間，ଘ
ଓするものとする。

定によりଘଓするものとされた学部の学科及び研究科の専攻のうͪ，平成ن学ଇのچ　̏
�� ೥ � ݄ �� ೔において現に学生が在学する学科ຢは専攻は，新نଇୈ � ৚及びୈ � ৚
ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該学科एしくは当該専攻の前期課
程ຢは後期課程に在学するऀが当該学科ຢは当該課程に在学しなくなる೔までの間，ଘ
ଓするものとする。

̐　国立大学法人法（平成 �� ೥法཯ୈ ��� ߸）ෟଇୈ �� ৚のن定に基づき，神戸঎ધ大
学において同大学を卒業するためຢは同大学の大学院の課程を修了するため必要であっ
た教育課程の履修をҾきଓき本学において行うため，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔において現に
神戸঎ધ大学に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）が在学しなくなるまでの間，ւ
。る課程及び専攻をஔく͛ܝ科学部及び自然科学研究科に次にࣄ

　　ւࣄ科学部　঎ધシεテム学課程，༌ૹ情報シεテム޻学課程，ւ༸ిػࢠց޻学課
程，動力シεテム޻学課程

　　自然科学研究科
　 　前期 � ೥の課程　঎ધシεテム学専攻，༌ૹ情報シεテム޻学専攻，ւ༸ిػࢠց

学専攻޻学専攻，動力シεテム޻
　 　後期 � ೥の課程　ւ্༌ૹシεテム科学専攻，ւ༸ػցΤωϧΪー޻学専攻
̑　前߲にن定する課程及び専攻における教育課程の履修その他在学ऀの教育に関し必要

な߲ࣄは，ւࣄ科学部教授会及び自然科学研究科教授会が定めるものとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。たͩし，ผ表ୈ � 学部の表のن定த

発達科学部のୈ � ೥次ฤೖ学定һに係る部分は，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　ୈ �� ৚ୈ � ߲，ୈ �� ৚，ୈ �� ৚及びୈ �� ৚のվਖ਼ن定は，平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔

から適用する。
̏　国際文化学部コミュニケーション学科及び地域文化学科並びに発達科学部人間発達科

学科，人間環境科学科及び人間行動・表現学科は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，
平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該学科に在学するऀが当該学科に在学しなくなる೔までの間，
ଘଓするものとする。

̐　文学研究科఩学専攻，ܳ術学ܳ術࢙専攻，社会学専攻，࢙学専攻，国文学専攻及びӳ
ถ文学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に
在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ �� ݄ � ೔からࢪ行する。
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　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行し，վਖ਼後のୈ �� ৚ୈ � ߲ୈ � ߸及びୈ ��

৚ୈ � ߸のن定については，平成 �� ೥ �� ݄ � ೔から適用する。
２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及び平成 �� ೥ � ݄ � ೔

以後において在学ऀのଐする೥次にฤೖ学，సೖ学ຢは࠶ೖ学するऀは，վਖ਼後のୈ ��
৚のن定にかかわらͣ，なお従前のྫによる。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及び平成 �� ೥ � ݄ � ೔

以後において在学ऀのଐする೥次にฤೖ学，సೖ学ຢは࠶ೖ学するऀは，վਖ਼後のୈ ��
৚のن定にかかわらͣ，なお従前のྫによる。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学教学نଇのن定は，

平成 �� ೥ � ݄ � ೔から適用する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及び平成 �� ೥ � ݄ � ೔

以後において在学ऀのଐする೥次にฤೖ学，సೖ学ຢは࠶ೖ学するऀについては，վਖ਼
後のୈ �� ৚のن定をআき，なお従前のྫによる。

設学科は，վਖ਼後のୈݐ学部޻　̏ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該
学科に在学するऀが当該学科に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̐　文学研究科文化基礎専攻及び文化動ଶ専攻，総合人間科学研究科コミュニケーション
学専攻，地域文化学専攻，人間発達科学専攻，人間環境科学専攻，人間行動・表現学専攻，
人間ܗ成科学専攻，コミュニケーション科学専攻及び人間文化科学専攻，文化学研究科
文化ߏ造専攻及び社会文化専攻並びに自然科学研究科数学専攻，෺理学専攻，化学専攻，
生෺学専攻，地球࿭੕科学専攻，ݐ設学専攻，ి޻ࢠిؾ学専攻，ػց޻学専攻，応用
化学専攻，情報知能޻学専攻，応用動෺学専攻，২෺ݯࢿ学専攻，生෺環境੍ޚ学専攻，
生෺ػ能化学専攻，৯ྉ生࢈環境޻学専攻，ւٕࣄ術マωδϝンτ学専攻，ւ্༌ૹシ
εテム学専攻，マリンΤンδニΞリンά専攻，数෺科学専攻，分ࢠ෺質科学専攻，地球
࿭੕シεテム科学専攻，情報・ిࢠ科学専攻，ػց・シεテム科学専攻，地域ۭ間創生
科学専攻，৯ྉϑィーϧυ科学専攻，ւࣄ科学専攻，生໋ߏػ科学専攻及びݯࢿ生໋科
学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学
するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。
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　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行し，վਖ਼後のୈ � ৚ୈ � ߲，ୈ �� ৚ୈ � ߸，

ୈ �� ৚ୈ � ߲ୈ � ߸，ୈ �� ৚ୈ � ߲ୈ � ߸及びୈ � ߸，ୈ �� ৚ୈ � ߲，ୈ �� ৚ୈ �
߸及びୈ � ߸，ୈ �� ৚ୈ � ߸，ୈ �� ৚ୈ � ߸，ୈ �� ৚ୈ � ߲並びにୈ �� ৚ୈ � ߲及
びୈ � ߲のن定は，平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔から適用する。たͩし，ผ表ୈ � 学部の表の
科学部のୈࣄ定த೶学部及びւن � ೥次ฤೖ学定һに係る部分は，平成 �� ೥ � ݄ � ೔
からࢪ行する。

２　೶学部応用動෺学科，২෺ݯࢿ学科，生෺環境੍ޚ学科，生෺ػ能化学科及び৯ྉ生
術マωδϝンτ学課程，ւ্༌ૹシεテム学課程ٕࣄ科学部ւࣄ学科並びにւ޻環境࢈
及びマリンΤンδニΞリンά課程は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ �
݄ �� ೔に当該学科ຢは課程に在学するऀが当該学科ຢは課程に在学しなくなる೔まで
の間，ଘଓするものとする。

専攻並びにҩ学研究科όΠΦϝࡦ੓ࡁܦシεテム分析専攻及び総合ࡁܦ学研究科ࡁܦ　̏
ディΧϧαΠΤンε専攻，ҩ科学専攻及び保健学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかか
わらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔ま
での間，ଘଓするものとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
学研究科情報知能学専攻は，վਖ਼後のୈ޻　２ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 ��

೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓす
るものとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
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　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
場科学ࢢ，シεテム専攻ܭӦ学研究科博士課程マωδϝンτ・シεテム専攻，会ܦ　２　

専攻及び現୅ܦӦ学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ �
݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするも
のとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　ւࣄ科学部ւٕࣄ術マωδϝンτ学科及びւ༸ロδεティクε科学科は，վਖ਼後の神

戸大学教学نଇ（以下「新نଇ」という。）ୈ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄
�� ೔に当該学科に在学するऀが当該学科に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものと
する。

̏　人間発達環境学研究科心身発達専攻，教育・学習専攻，人間行動専攻及び人間表現専
攻は，վਖ਼後の新نଇୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専
攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ �� ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学教学نଇのن定は，

平成 �� ೥ � ݄ � ೔から適用する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　理学部地球࿭੕科学科は，վਖ਼後の神戸大学教学نଇ（以下「新نଇ」という。）ୈ �

৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該学科に在学するऀが当該学科に在学
しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̏　理学研究科博士課程地球࿭੕科学専攻は，新نଇୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，
平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，
ଘଓするものとする。

̐　平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までの理学部の࿭੕学科及び地球࿭੕科学科の総定һ，
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平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ，
平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までのこれらの総定һ並びに平成 �� ೥度のւࣄ科学部ά
ローόϧ༌ૹ科学科，ւ༸安全シεテム科学科，マリンΤンδニΞリンά学科，ւٕࣄ
術マωδϝンτ学科及びւ༸ロδεティクε科学科の総定һは，新نଇผ表のن定にか
かわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

̑　平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までの理学研究科の࿭੕学専攻及び地球࿭੕科学専攻の
博士課程の専攻ผの総定һは，新نଇผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � に͛ܝる
とおりとする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̐関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

平成 �� ೥度 理学部 ࿭੕学科 �� ��
地球࿭੕科学科 ʵ ���

ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

ւࣄ科学部 άローόϧ༌ૹ科学科 �� ���
ւ༸安全シεテム科学科 �� ���
マリンΤンδニΞリンά学科 �� ���
ւٕࣄ術マωδϝンτ学科 ʵ ��
ւ༸ロδεティクε科学科 ʵ ��

全学部合ܭ �
��� ��
���
平成 �� ೥度 理学部 ࿭੕学科 �� ��

地球࿭੕科学科 ʵ ��
ҩ学部 ҩ学科 ��� ���

ܭ ��� �
���
全学部合ܭ �
��� ��
���

平成 �� ೥度 理学部 ࿭੕学科 �� ���
地球࿭੕科学科 ʵ ��

ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���

ܭ ��� �
���
全学部合ܭ �
��� ��
���

平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���

ܭ ��� �
���
全学部合ܭ �
��� ��
���

平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���

ܭ ��� �
���
全学部合ܭ �
��� ��
���

平成 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

P007-74-2026.indd   37 2026/03/21   13:27:11



― �� ―

平成 �� ೥度 ҩ学部　 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̑関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期 後期
専攻ผ 専攻ผ

平成 �� ೥度 理学研究科 ࿭੕学専攻 �� �
地球࿭੕科学専攻 �� ��

平成 �� ೥度 理学研究科 ࿭੕学専攻 �� ��
地球࿭੕科学専攻 ʵ �

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及び平成 �� ೥ � ݄ � ೔以後において

在学ऀのଐする೥次にฤೖ学，సೖ学ຢは࠶ೖ学するऀについては，վਖ਼後のୈ �� ৚のن定にかか

わらͣ，なお従前のྫによる。

̏　科学ٕ術Πϊϕーション研究科科学ٕ術Πϊϕーション専攻及びผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һを

վめる博士課程前期課程の専攻の平成 �� ೥度の総定һは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇ

ผ表に͛ܝるとおりとする。

　　　ෟଇผ表（ෟଇୈ߲̏関係）

೥度 ۠分

総定һ

修士課程 博士課程
前期

専攻ผ 専攻ผ
平成 �� ೥度 人文学研究科 文化ߏ造専攻 ��

社会動ଶ専攻 ��
国際文化学研究科 文化૬関専攻 ��

άローόϧ文化専攻 ��
人間発達環境学研究科 人間発達専攻 ���

人間環境学専攻 ��
法学研究科 理論法学専攻 ��
保健学研究科 保健学専攻 ���
学研究科޻ ங学専攻ݐ ���

学専攻޻ຽࢢ ��
学専攻޻ࢠిؾి ���
学専攻޻ցػ ���
応用化学専攻 ���

シεテム情報学研究科 情報科学専攻 ��
೶学研究科 ৯ྉ共生シεテム学専攻 ��

生໋ػ能科学専攻 ���
科学ٕ術Πϊϕーション研究科 科学ٕ術Πϊϕーション専攻 ��

 　

P007-74-2026.indd   38 2026/03/21   13:27:11



― �� ―

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学教学نଇのن定は，平成 �� ೥ �

݄ � ೔から適用する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　国際文化学部国際文化学科並びに発達科学部人間ܗ成学科，人間行動学科，人間表現学科及び人間

環境学科は，վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該学科に在学するऀが

当該学科に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̏　平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までの国際人間科学部及びผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる学

科の総定һ並びに学部の総定һの合ܭは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとお

りとする。

̐　平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までのผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ及び博士

課程の総定һの合ܭは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̏関係）
೥度 ۠分 総定һ

平成 �� ೥度 文学部 人文学科 ���
国際人間科学部 άローόϧ文化学科 ���

発達コミュニティ学科 ���
環境共生学科 ��
Ͳも教育学科ࢠ ��
学部ܭ ���

理学部 数学科 ���
化学科 ���
生෺学科 ��
学部ܭ ���

学部޻ ங学科ݐ ���
学科޻ຽࢢ ���
学科޻ࢠిؾి ���
学科޻ցػ ���
応用化学科 ���
情報知能޻学科 ���
学部ܭ �
���

೶学部 ৯ྉ環境シεテム学科 ���
生໋科学科ݯࢿ ���
生໋ػ能科学科 ���
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���
平成 �� ೥度 文学部 人文学科 ���

国際人間科学部 άローόϧ文化学科 ���
発達コミュニティ学科 ���
環境共生学科 ���
Ͳも教育学科ࢠ ���
学部ܭ ���

理学部 数学科 ���
化学科 ���
生෺学科 ��
学部ܭ ���
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学部޻ ங学科ݐ ���
学科޻ຽࢢ ���
学科޻ࢠిؾి ���
学科޻ցػ ���
応用化学科 ���
情報知能޻学科 ���
学部ܭ �
���

೶学部 ৯ྉ環境シεテム学科 ���
生໋科学科ݯࢿ ���
生໋ػ能科学科 ���
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���
平成 �� ೥度 文学部 人文学科 ���

国際人間科学部 άローόϧ文化学科 ���
発達コミュニティ学科 ���
環境共生学科 ���
Ͳも教育学科ࢠ ���
学部ܭ �
���

理学部 数学科 ���
化学科 ���
生෺学科 ��
学部ܭ ���

学部޻ ங学科ݐ ���
学科޻ຽࢢ ���
学科޻ࢠిؾి ���
学科޻ցػ ���
応用化学科 ���
情報知能޻学科 ���
学部ܭ �
���

೶学部 ৯ྉ環境シεテム学科 ���
生໋科学科ݯࢿ ���
生໋ػ能科学科 ���
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���

　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̐関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期 後期
専攻ผ 専攻ผ 専攻ผ

平成 �� ೥度 学研究科ࡁܦ 学専攻ࡁܦ ��
ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
ւࣄ科学研究科 ւࣄ科学専攻 ���
国際協力研究科 国際開発੓ࡦ専攻 ��

地域協力੓ࡦ専攻 ��
研究科ܭ ��

全博士課程合ܭ �
��� ��� ���
平成 �� ೥度 学研究科ࡁܦ 学専攻ࡁܦ ��

ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
国際協力研究科 国際開発੓ࡦ専攻 ��

地域協力੓ࡦ専攻 ��
研究科ܭ ��

全博士課程合ܭ ��� ���
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平成 �� ೥度 ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
全博士課程合ܭ ���

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　法学研究科理論法学専攻及び੓࣏学専攻は，վਖ਼後の神戸大学教学نଇ 	 以下「新نଇ」という。


ୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，平成 �� ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学

しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̏　平成 �� ೥度のҩ学部及びҩ学部保健学科の総定һ並びに全学部総定һは，新نଇผ表のن定にか

かわらͣ，ෟଇผ表ୈ � に͛ܝるとおりとする。

̐　平成 �� ೥度から平成 �� ೥度までのผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ及び全博

士課程の総定һの合ܭは，新نଇผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � に͛ܝるとおりとする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̏関係）
೥度 ۠分 総定һ

平成 �� ೥度 ҩ学部 保健学科 ���
学部ܭ �
���

全学部合ܭ ��
���

　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̐関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期 後期
専攻ผ 専攻ผ

平成 �� ೥度 法学研究科 法学੓࣏学専攻 �� ��
Ӧ学研究科ܦ Ӧ学専攻ܦ ���
理学研究科 生෺学専攻 ��

࿭੕学専攻 ��
研究科ܭ ��

保健学研究科 保健学専攻 ���
シεテム情報学研究科 科学専攻ࢉܭ ��
೶学研究科 ৯ྉ共生シεテム学専攻 ��

生໋ػ能科学専攻 ��
研究科ܭ ��

科学ٕ術Πϊϕーション研究科 科学ٕ術Πϊϕーション専攻 ��
全博士課程合ܭ �
���

平成 �� ೥度 法学研究科 法学੓࣏学専攻 ��
Ӧ学研究科ܦ Ӧ学専攻ܦ ��
理学研究科 生෺学専攻 ��

࿭੕学専攻 ��
研究科ܭ ��

シεテム情報学研究科 科学専攻ࢉܭ ��
೶学研究科 ৯ྉ共生シεテム学専攻 ��

生໋ػ能科学専攻 ��
研究科ܭ ��

科学ٕ術Πϊϕーション研究科 科学ٕ術Πϊϕーション専攻 ��
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　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ及び総定һは，

ผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表のとおりとする。

　　　ෟଇผ表（ෟଇୈ � ߲関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学教学نଇのن定は，ྩ和 � ೥ � ݄

�� ೔から適用する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ �� ݄ � ೔）

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ �� ݄ � ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学教学نଇのن定は，平成 �� ೥ � ݄

� ೔から適用する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。たͩし，ୈ �� ৚のվਖ਼ن定த，޻学部に係る部分
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はྩ和 � ೥ � ݄ � ೔から，ւ༸੓ࡦ科学部に係る部分はྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　このنଇによるվਖ਼後のୈ �� ৚，ୈ �� ৚，ୈ �� ৚及びୈ �� ৚のن定は，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔から

適用する。

̏　ւࣄ科学部άローόϧ༌ૹ科学科，ւ༸安全シεテム科学科及びマリンΤンδニΞリンά学科は，

վਖ਼後のୈ � ৚のن定にかかわらͣ，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔に当該学科に在学するऀが当該学科に在学

しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̐　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのւ༸੓ࡦ科学部ւ༸੓ࡦ科学科，ւࣄ科学部άローόϧ༌ૹ科学

科，ւ༸安全シεテム科学科及びマリンΤンδニΞリンά学科の総定һ及び学部の総定һの合ܭは，

վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表のとおりとする。

　　　ෟଇผ表（ෟଇୈ߲̐関係）
೥度 ۠分 総定һ

ྩ和 � ೥度 ւ༸੓ࡦ科学部 ւ༸੓ࡦ科学科 ���
� ೥次ฤೖ学定һ ʵ
学部ܭ ���

ւࣄ科学部 άローόϧ༌ૹ科学科 ���
ւ༸安全シεテム科学科 ���
マリンΤンδニΞリンά学科 ���
� ೥次ฤೖ学定һ ��
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���
ྩ和 � ೥度 ւ༸੓ࡦ科学部 ւ༸੓ࡦ科学科 ���

� ೥次ฤೖ学定һ ʵ
学部ܭ ���

ւࣄ科学部 άローόϧ༌ૹ科学科 ���
ւ༸安全シεテム科学科 ��
マリンΤンδニΞリンά学科 ���
� ೥次ฤೖ学定һ ��
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���
ྩ和 � ೥度 ւ༸੓ࡦ科学部 ւ༸੓ࡦ科学科 ���

� ೥次ฤೖ学定һ ��
学部ܭ ���

ւࣄ科学部 άローόϧ༌ૹ科学科 ��
ւ༸安全シεテム科学科 ��
マリンΤンδニΞリンά学科 ��
� ೥次ฤೖ学定һ ��
学部ܭ ���

全学部合ܭ ��
���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　このنଇࢪ行の際現に &6 ΤΩεύーτ人材養成プロάϥムを履修しているऀについては，վਖ਼後

のୈ �� ৚の � のن定にかかわらͣ，なお従前のྫによる。

̏　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ及び総定һは，

ผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表のとおりとする。
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　　　ෟଇผ表（ෟଇୈ � ߲関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　シεテム情報学研究科シεテム科学専攻，情報科学専攻及びࢉܭ科学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚ୈ �

߲のن定にかかわらͣ，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学するऀが当該専攻に在学しなくなる೔

までの間，ଘଓするものとする。

̏　ྩ和 � ೥度からྩ和 �� ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ及び総定һは，

ผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

̐　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ及び博士課

程の総定һの合ܭは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̏関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 　��� 　���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
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ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̐関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期 後期
専攻ผ 専攻ผ

ྩ和 � ೥度

ҩ学研究科 ҩྍ創成޻学専攻 �� �

シεテム情報学研究科

シεテム情報学専攻 �� ��
シεテム科学専攻 �� �
情報科学専攻 �� �
科学専攻ࢉܭ �� ��

全博士課程合ܭ �
��� ���

ྩ和 � ೥度

ҩ学研究科 ҩྍ創成޻学専攻 ��

シεテム情報学研究科

シεテム情報学専攻 ��
シεテム科学専攻 �
情報科学専攻 �
科学専攻ࢉܭ �

全博士課程合ܭ ���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ �� ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　ྩ和 � ೥度からྩ和 �� ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ及び総定һは，

ผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

̏　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ及び博士課

程の総定һの合ܭは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ２߲関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
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ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̏関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期
専攻ผ 専攻ผ

ྩ和 � ೥度 ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
保健学研究科 保健学専攻 ���
シεテム情報学研究科 シεテム情報学専攻 ���
全博士課程合ܭ �
��� ���

ྩ和 � ೥度 ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
全博士課程合ܭ ���

ྩ和 � ೥度 ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
全博士課程合ܭ ���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。たͩし，ୈ �� ৚のվਖ਼ن定த，文学部に係る部分

はྩ和 � ೥ � ݄ � ೔から，޻学部及びҩ学部ҩྍ創成޻学科に係る部分並びにୈ �� ৚の � のվਖ਼ن

定はྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及びྩ和 � ೥ � ݄ � ೔以後において

在学ऀのଐする೥次にฤೖ学，సೖ学ຢは࠶ೖ学するऀについては，վਖ਼後のୈ �� ৚及びୈ �� ৚

のن定にかかわらͣ，なお従前のྫによる。

学科は，վਖ਼後のୈ޻学部情報知能޻　̏ � ৚のن定にかかわらͣ，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔に当該学科に

在学するऀが当該学科に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̐　ྩ和 � ೥度からྩ和 � ೥度までのシεテム情報学部及びҩ学部ҩྍ創成޻学科並びにผ表のվਖ਼ن

定によりೖ学定һຢはฤೖ学定һをվめる学科の総定һ，ྩ和 � ೥度からྩ和 �� ೥度までのҩ学部

ҩ学科のೖ学定һ及び総定һ並びに全学部の総定һは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ

表ୈ � のとおりとする。

̑　ྩ和 � ೥度のผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ及び博士課程の総定һの合ܭ

は，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̐関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度

国際人間科学部
発達コミュニティ学科 ��� ���
Ͳも教育学科ࢠ �� ���
学部ܭ ��� �
���

ҩ学部

ҩ学科 ��� ���
ҩྍ創成޻学科 �� ��

保健学科 学専攻ޢ؃ �� ʵ
学科ܭ ʵ ���

学部ܭ ��� �
���
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学部޻

ங学科ݐ �� ���
学科޻ຽࢢ �� ���
学科޻ࢠిؾి �� ���
学科޻ցػ ��� ���
応用化学科 ��� ���
情報知能޻学科 ʵ ���
学部ܭ ��� �
���

シεテム情報学部 シεテム情報学科 ��� ���
学部ܭ ��� ���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度

国際人間科学部
発達コミュニティ学科 ��� ���
Ͳも教育学科ࢠ �� ���
学部ܭ ��� �
���

ҩ学部

ҩ学科 ��� ���
ҩྍ創成޻学科 �� ��

保健学科 学専攻ޢ؃ �� ʵ
学科ܭ ʵ ���

学部ܭ ��� �
���

学部޻

ங学科ݐ �� ���
学科޻ຽࢢ �� ���
学科޻ࢠిؾి �� ���
学科޻ցػ ��� ���
応用化学科 ��� ���
情報知能޻学科 ʵ ���
学部ܭ ��� �
���

シεテム情報学部 シεテム情報学科 ��� ���
学部ܭ ��� ���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度

国際人間科学部
発達コミュニティ学科 ��� ���
Ͳも教育学科ࢠ �� ���
学部ܭ ��� �
���

ҩ学部

ҩ学科 ��� ���
ҩྍ創成޻学科 �� ��

保健学科 学専攻ޢ؃ �� ʵ
学科ܭ ʵ ���

学部ܭ ��� �
���

学部޻

ங学科ݐ �� ���
学科޻ຽࢢ �� ���
学科޻ࢠిؾి �� ���
学科޻ցػ ��� ���
応用化学科 ��� ���
情報知能޻学科 ʵ ���
学部ܭ ��� �
���

シεテム情報学部 シεテム情報学科 ��� ���
学部ܭ ��� ���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
学部ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
学部ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度
ҩ学部 ҩ学科 ��� ���

学部ܭ ��� �
���
全学部合ܭ �
��� ��
���

P007-74-2026.indd   47 2026/03/21   13:27:12



― �� ―

　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̑関係）

೥度 ۠分

総定һ
博士課程

前期
専攻ผ

ྩ和 � ೥度 シεテム情報学研究科 シεテム情報学専攻 ���
全博士課程合ܭ �
���

　　　ෟ　ଇ（ྩ和̔೥݄̏ �� ೔）

̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

２　ҩ学研究科όΠΦϝディΧϧαΠΤンε専攻，ҩ科学専攻，ҩྍ創成޻学専攻及び保健学研究科保

健学専攻は，վਖ਼後のୈ � ৚ୈ � ߲のن定にかかわらͣ，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔に当該専攻に在学する

ऀが当該専攻に在学しなくなる೔までの間，ଘଓするものとする。

̏　ྩ和 � ೥度からྩ和 �� ೥度までのҩ学部及びҩ学部ҩ学科並びに全学部のೖ学定һ及び総定һは，

ผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおりとする。

̐　ྩ和 � ೥度からྩ和 �� ೥度までのผ表のվਖ਼ن定によりೖ学定һをվめる専攻の総定һ並びに修

士課程及び博士課程の総定һの合ܭは，վਖ਼後のผ表のن定にかかわらͣ，ෟଇผ表ୈ � のとおり

とする。

　　　ෟଇผ表ୈ̍（ෟଇୈ߲̏関係）
೥度 ۠分 ೖ学定һ 総定һ

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 � ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学部 ҩ学科 ��� ���
ܭ ��� �
���

全学部合ܭ �
��� ��
���
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　　　ෟଇผ表ୈ２（ෟଇୈ߲̐関係）

೥度 ۠分

総定һ

修士課程 博士課程
前期 後期

専攻ผ 専攻ผ 専攻ผ 専攻ผ
ྩ和 � ೥度

ҩ学研究科

όΠΦϝディΧϧαΠΤンε専攻 ��
ҩ科学専攻 ���
ҩྍ創成޻学専攻 �� ��
研究科ܭ �� �� �� ���

ҩ学ܥ研究科

ҩ科学専攻 ���
ઌ進生໋ҩ科学ܥ専攻 ���
ҩྍ創成޻学専攻 �
健康科学専攻 ��
ະདྷ社会ҩ学専攻 �
研究科ܭ ��� �� ���

保健学研究科 保健学専攻 �� ��

೶学研究科

৯ྉ共生シεテム学専攻 ��
生໋科学専攻ݯࢿ ��
生໋ػ能科学専攻 ���
研究科ܭ ���

全博士課程合ܭ �� �
��� ��� ���
ྩ和 � ೥度

ҩ学研究科
ҩ科学専攻 ���
ҩྍ創成޻学専攻 �
研究科ܭ � ���

ҩ学ܥ研究科

ҩ科学専攻 ���
ҩྍ創成޻学専攻 ��
健康科学専攻 ��
ະདྷ社会ҩ学専攻 ��
研究科ܭ �� ���

保健学研究科 保健学専攻 ��
全博士課程合ܭ ��� ���

ྩ和 �� ೥度 ҩ学研究科 ҩ科学専攻 ���
研究科ܭ ���

ҩ学ܥ研究科 ҩ科学専攻 ���
研究科ܭ ���

全博士課程合ܭ ���
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ผ表　

ऩ容定һ

̍　学部

۠　　　　　　分
ೖ学定һ ２೥次ฤೖ学定һ ̏೥次ฤೖ学定һ 総定һ

学科ผ ܭ 学科ผ ܭ 学科ผ ܭ 学科ผ ܭ

文 学 部 人 文 学 科 ��� ��� ��� ���

国際人間

科 学 部

ά ロ ー ό ϧ 文 化 学 科 ���

���

���

�
���
発 達 コ ミ ュ ニ テ ィ 学 科 ��� � � ���

環 境 共 生 学 科 �� � � ���

ࢠ Ͳ も 教 育 学 科 �� ���

法 学 部 法 ཯ 学 科 ��� ��� �� �� ��� ���

学部ࡁܦ ܦ ࡁ 学 科 ��� ��� �� �� �
��� �
���

Ӧ学部ܦ ܦ Ӧ 学 科 ��� ��� �� �� �
��� �
���

理 学 部

数 学 科 ��

���

学科

共通

��

��

���

���

෺ 理 学 科 �� ���

化 学 科 �� ���

生 ෺ 学 科 �� ���

࿭ ੕ 学 科 �� ���

ҩ 学 部

ҩ 学 科 ���

���

�

�

���

�
���

ҩ ྍ 創 成 ޻ 学 科 �� � � ���

保健学科

؃ ޢ 学 専 攻 ��

���
査ٕ術科学専攻ݕ ��

理学ྍ法学専攻 ��

業ྍ法学専攻࡞ ��

޻ 学 部

ݐ ங 学 科 ��

���

� � ���

�
���

ࢢ ຽ ޻ 学 科 �� � � ���

ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科 �� � � ���

ػ ց ޻ 学 科 ��� � � ���

応 用 化 学 科 ��� � � ���

シεテム情報学部 シ ε テ ム 情 報 学 科 ��� ��� � � ��� ���

೶ 学 部

৯ ྉ 環 境 シ ε テ ム 学 科 ��

���

学科

共通

��

��

���

ࢿ��� ݯ 生 ໋ 科 学 科 �� ���

生 ໋ ػ 能 科 学 科 �� ���

ւ༸੓ࡦ科学部 ւ ༸ ੓ ࡦ 科 学 科 ��� ��� �� �� ��� ���

合　　　　　　　　ܭ �
��� � ��� ��
���
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２　大学Ӄ

۠　　　　　分

ೖ　　　学　　　定　　　һ 総　　　　　定　　　　　һ

修士課程
博　　士　　課　　程 専 門 職

学位課程 修士課程
博　　士　　課　　程 専 門 職

学位課程前 期 後 期 前 期 後 期

専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ
専
攻
ผ

ܭ

人文学研究科
文 化 ߏ 造 専 攻 ��

��
�

��
��

��
��

��
社 会 動 ଶ 専 攻 �� �� �� ��

国 際 文 化 学
研 究 科

文 化 ૬ 関 専 攻 ��
��

�
��

��
��

��
��

άローόϧ文化専攻 �� � �� ��

人 間 発 達 環
境 学 研 究 科

人 間 発 達 専 攻 ��

��

��

��

���

���

��

��（ ೥̍履修コーε） � �

人間環境学専攻 �� � �� ��

法 学 研 究 科
法学੓࣏学専攻 �� �� �� �� �� �� �� ��

実 ຿ 法 ཯ 専 攻 �� �� ��� ���

学研究科ࡁܦ ܦ ࡁ 学 専 攻 �� �� �� �� ��� ��� �� ��

Ӧ学研究科ܦ
ܦ Ӧ 学 専 攻 �� �� �� �� ��� ��� �� ��

現୅ܦӦ学専攻 �� �� ��� ���

理 学 研 究 科

数 学 専 攻 ��

���

�

��

��

���

��

��

෺ 理 学 専 攻 �� � �� ��

化 学 専 攻 �� � �� ��

生 ෺ 学 専 攻 �� � �� ��

࿭ ੕ 学 専 攻 �� � �� ��

ҩ学ܥ研究科

ҩ 科 学 専 攻 ��� ��� ��� ���

ઌ 進 生 ໋
ҩ 科 学 ܥ 専 攻 ��� ��� ��� ���

ҩྍ創生޻学専攻 � � �� ��

健 康 科 学 専 攻 �� �� �� ��

ະདྷ社会ҩ学専攻 � � �� ��

޻ 学 研 究 科

ݐ ங 学 専 攻 ��

���

�

��

���

���

��

���

ࢢ ຽ ޻ 学 専 攻 �� � �� ��

学専攻޻ࢠిؾి �� � ��� ��

ػ ց ޻ 学 専 攻 �� �� ��� ��

応 用 化 学 専 攻 �� �� ��� ��

シ ε テ ム
情報学研究科

シ ε テ ム
情 報 学 専 攻 ��� ��� �� �� ��� ��� �� ��

೶ 学 研 究 科

৯ ྉ 共 生
シεテム学専攻 ��

���

�

��

��

���

��

生໋科学専攻ݯࢿ�� �� � �� ��

生໋ػ能科学専攻 �� �� ��� ��

ւࣄ科学研究科 ւ ࣄ 科 学 専 攻 �� �� �� �� ��� ��� �� ��

国 際 協 力
研 究 科

国際開発੓ࡦ専攻 ��

��

�

��

��

���

��

��国際協力੓ࡦ専攻 �� � �� ��

地域協力੓ࡦ専攻 �� � �� ��

科 学 ٕ 術
Πϊϕーション
研 究 科

科 学 ٕ 術
Πϊϕ ー シ ョン
専 攻

�� �� �� �� �� �� �� ��

合　　　　　　ܭ �
��� ��� ��� ��� �
��� ��� ��� ���
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２　神戸大学ڞ௨ࡉଇ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

（ೖ学ئࢤ）

ୈ１৚　ೖ学ऀئࢤは，所定の期೔までに次のॻ類をఏ出しなけれ͹ならない。

　　ೖ 学 ئ ॻ

　　出身学ߍ௕の調査ॻຢはこれに୅わるॻ類

　　ࣸ　　　　真

　　その他のॻ類

（߹൱ͷ൑ఆ）

ୈ２৚　ೖ学試験の合൱の判定は，学力試験及び出身学ߍ௕の調査ॻຢはこれに୅わるॻ類の成੷等を

総合して行う。

（એ　　੤）

ୈ̏৚　ೖ学ऀは，次の੤ࢺにより学௕に対しએ੤ॻをఏ出しなけれ͹ならない。

。཯をकることを੤いますنは，神戸大学の学生として学業にྭみ，本学のࢲ　　

（੒　　੷）

ୈ̐৚　授業科目の成੷は，���఺をຬ఺として次の۠分によりධ価し，ल，優，ྑ及びՄを合格，ෆ

Մをෆ合格とする。

　ल　（�� ఺以্）

　優　（�� ఺以্ �� ఺ະຬ）

　ྑ　（�� ఺以্ �� ఺ະຬ）

　Մ　（�� ఺以্ �� ఺ະຬ）

　ෆՄ（�� ఺ະຬ）

２　ल，優，ྑ，Մ及びෆՄのධ価基準は，次の各߸のとおりとする。

　ᾇ　ल　　 学修の目標を達成し，ಛに優れた成Ռをऩめている。

　ᾈ　優　　 学修の目標を達成し，優れた成Ռをऩめている。

　ᾉ　ྑ　　 学修の目標を達成し，ྑ޷な成Ռをऩめている。

　ᾊ　Մ　　 学修の目標を達成している。

　ᾋ　ෆՄ　学修の目標を達成していない。

（学 ੜ ূ）

ୈ̑৚　学生は，学生証のަ෇を受け，これをܞ行し本学職һの੥ٻがあったときは，いつでも，これ

をఏ示しなけれ͹ならない。

２　学生証は，ೖ学したときに学௕が発行する。

̏　学生証をܞଳしない場合には，教ࣨ，研究ࣨ，ਤॻؗその他学಺ࢪ設のར用をڐさないことがある。

̐　学生証をฆࣦしたときएしくは࢖用に଱えなくなったとき，ຢはٳ学等によりその有ޮ期間がܦա

したときは，଎やかに発行ऀにಧけ出てަ࠶෇を受けなけれ͹ならない。
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̑　学生は，卒業，ୀ学等により学੶を཭れた場合は，଎やかに学生証を発行ऀにฦೲしなけれ͹なら

ない。

̒　学生証のަ࠶෇खଓき及びฦೲは，学生の所ଐ学部ຢは研究科において行うものとする。

（ܽ ੮ ಧ）

ୈ̒৚　学生が，２ि間以্ܽ੮するときは，理由を具し，ܽ੮ಧを学部௕ຢは研究科௕にఏ出しなけ

れ͹ならない。

（学ੜొ࿥ථ）

ୈ̓৚　学生は，ೖ学したときは，଎やかに学生ొ࿥ථを学部௕ຢは研究科௕にఏ出しなけれ͹ならな

い。

（਎্ҟಈ・ॅॴมߋಧ）

ୈ̔৚　学生は，վ੏，վ໊等，身্に異動があったとき，ຢはॅ所（保ऀޢ等のॅ所等をؚむ。）を

มߋしたときは，଎やかに身্異動・ॅ所มߋಧを学部௕ຢは研究科௕にఏ出しなけれ͹ならない。

ୈ̕৚　大学院におけるೖ学ئࢤ及び合൱の判定については，ୈ � ৚及びୈ � ৚のن定にかかわらͣ，

各研究科において定めるものとする。

２　大学院における授業科目の成੷については，ୈ̐৚に定めるものの΄か，必要があるとೝめるとき

は，各研究科において定めることができる。

（਍அ߁݈）

ୈ��৚　学生は，ຖ೥本学で行う健康਍断を受けなけれ͹ならない。

（༷　　ࣜ）

ୈ��৚　諸ئಧ等の様ࣜは，ผࢴのとおりとする。たͩし，Πンλーωοτをར用したొ࿥に係るೖ

力߲目等については，ผࢴ様ࣜに準じてผに定める。

　　　ෟ　ଇ（ྩ࿨̓೥ ��݄ ��೔）

このࡉଇは，ྩ和̓೥ �� ݄̍೔からࢪ行する。
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ผ༷ࣜࢴୈ１߸ ผ༷ࣜࢴୈ �߸

̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ） ̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）

ผ༷ࣜࢴୈ̏߸ ผ༷ࣜࢴୈ̐߸

஫　පؾの場合は਍断ॻఴ෇のこと。　̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ） ஫　පؾの場合は健康਍断ॻ（෮学ҙݟॻ）ఴ෇のこと。
̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）
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ผ༷ࣜࢴୈ̑߸

஫　පؾの場合は਍断ॻఴ෇のこと。　̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）

ผ༷ࣜࢴୈ̒߸

（表） （ཪ）
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ผ༷ࣜࢴୈ̓߸ ผ༷ࣜࢴୈ̔߸
別紙様式第8号

学 生 Ⓩ 㘓 ⚊
年 月 日提出

学 部

学 科

20 (௧࿴ )年 月 日入学・㐍学 学籍番号

フ リ ガ ナ

研究科

課 程

専 攻

左詰で記入してください。(姓と名の間は1マス空け，⃮㡢・༙⃮㡢文字は1マスに記入)

ロ ー マ 字

左詰で記入してください。(姓の全て及び名の頭文字は大文字とし，姓と名の間は1マス空けて記入)

氏 名
      

戸籍どおり楷書で記入してください。(学籍及び学位記の字体として使用) 外ᅜ籍指導教ဨ（該当者のみ）

生年月日 (   )年 月 日生

現 住 所
（入学ᚋの住所）

  E㺰㺎㺷㺏㺢㺼㺸㺛

自宅・下ᐟ・寮・その他( ) 携帯

ＰＣ

＠

ࠛ －   ＠

大学が付与するアドレス以外を記入してください。

住 所
都道

府県

〔固定電話〕 － － ※留学生のみ○を入れてください。

単身 ・ 夫婦 ・ 家族
〔携帯電話〕 － －

本人の勤務先等
(該 当 者 の み)

名⛠ 電話
  

－ －

ᒚ

Ṕ

学 Ṕ

年 月 立 㧗等学ᰯ༞業

・

・

・

ㄆ定ヨ㦂等 ・ 㧗等学ᰯ༞業程ᗘㄆ定ヨ㦂，大学入学資᱁᳨定ヨ㦂 年ᗘ 合᱁

⫋ Ṕ

そ の 他

㸬 㹼 㸬

㸬 㹼 㸬

保護者等の住所
等

※学生本人が

独立生計者の場

合は，世帯主の

氏名・住所等を

記入してくださ

い。

フリガナ

左詰で記入してください。(姓と名の間は1マス空け，⃮㡢・༙⃮㡢文字は1マスに記入)

氏 名     
本人との続柄( )

ࠛ －

住 所
都道

府県

〔固定電話〕 － －

〔携帯電話〕 － －

緊急時の連絡先
※該当する□に

してくࢡࢵ࢙ࢳ

ださい。

□ 上記（保護者等の住所等）と同じ。（以下の記入不要）

□ 上記（保護者等の住所等）以外の連絡先がある。（以下に記入）

氏 名
フ リ ガ ナ

    本人との続柄（ ）

〔固定電話〕 － －
□ 勤務先
□ 自宅

〔携帯電話〕 － －

注 1 本人の氏名，生年月日は戸籍どおり(外ᅜ人は住Ẹ⚊どおり)ṇ☜に記入してください。
2 㧗ᰯ༞業ᚋの学Ṕを᭷する者は，᭱⤊出身学ᰯ名・学部・学科等(中㏥をྵࡴ。)まで記入してください。

  3 在学中に，改姓・改名，現住所変更，保護者等の住所変更等があࡗた場合は，㏿やかに身上異動・住所変更届を，
所ᒓ学部ཪは研究科のᢸ当係に提出してください。

4 この学生Ⓩ㘓⚊に記載された個人情報については，個人情報保護法等を遵守の上，適切に取り扱うこととし，在学
中において，授業料関係書類の送付，広報誌等資料の送付など本学から連絡(発信)する場合のほか，教学上の名簿
作成，修学指導，大学運営や教育活動のために利用します。また，個人が特定されない形で学術研究のために提供
することがあります。

᫛࿴

ᖹ成

19

20

஫　පؾの場合は਍断ॻをఴ෇のこと。　̖ （̐���ᶱʷ ���ᶱ） ̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）

ผ༷ࣜࢴୈ̕߸
別紙様式第9号

身 上 異 動 ・ 住 所 変 更 届

年 月 日届出
神戸大学 学 部 長 殿

研究科長 殿

学 部 学 科 課 程

研究科 専 攻 課 程

学籍番号 フリガナ

氏 名

戸籍どおり楷書で記入してください。(学籍及び学位記の字体として使用)

下記のとおり身上異動・住所変更等がありましたのでお届けします。

記

□改姓 □改名 □現住所等変更 □保護者等の住所等変更 □その他の変更( )

(以下は，変更した事項のみ記入してください。)

身 上 異 動

(改姓，改名等)

現 住 所

ローマ字

左詰めで記入してください。(姓の全て及び名の頭文字は大文字とし，姓と
名の間は1マス空けて記入)

新 異動年月日 年 月 日

※証明書類を必ず添付してください。旧

自宅・学生寮・その他(   ) Eメールアドレス（□携帯 □ＰＣ）

  ＠
大学が付与するアドレス以外を記

入してください。
郵便番号 －

住 所
都道

府県

〔固定電話〕 －  －
※留学生のみ○を入れてください。

単身 ・ 夫婦 ・ 家族
〔携帯電話〕 －  －

本人の勤務先等

(該当者の み)

勤務先名   

電話 －  －

保護者等の住所等

※ 学生本人が独
立生計者の場合
は，世帯主の氏
名・住所等を記
入 し て く だ さ
い。

フリガナ

氏 名
本人との続柄

郵便番号

  －

〔固定電話〕 －  －

〔携帯電話〕 －  －

住

所
都道

府県

緊急時の連絡先

□ 保護者等の住所等と同じ。（以下の記入不要）

□ 保護者等の住所等以外の連絡先がある。（以下に記入）

フリガナ
氏 名

本人との続柄

〔固定電話〕 － －
□ 勤務先

□ 自宅

〔携帯電話〕 － －

注 この身上異動・住所変更届に記載された個人情報については，個人情報保護法等を遵守の上，適切に取り扱うこ

ととし，在学中において，授業料関係書類の送付，広報誌等資料の送付など本学から連絡(発信)する場合のほか，

教学上の名簿作成，修学指導，大学運営や教育活動のために利用します。また，個人が特定されない形で学術研究

のために提供することがあります。

̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）
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̏　神戸大学学位ن程

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

最終վਖ਼　ྩ和̔೥݄̏��೔

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　学位نଇ（ত和��೥文部লྩୈ̕߸）ୈ��৚ୈ߲̍のن定により，神戸大学（以下「本学」という。）

が授与する学位については，神戸大学教学نଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定。以下「教学نଇ」という。）

に定めるものの΄か，このن程の定めるとこΖによる。

（学　　位）

ୈ２৚　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。

（学士ͷ学位ͷत༩ͷཁ݅）

ୈ̏৚　学士の学位は，本学を卒業したऀに授与する。

（修士ͷ学位ͷत༩ͷཁ݅）

ୈ̐৚　修士の学位は，次の各߸のいͣれかに該当するऀに授与する。

　ᾇ　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了したऀ

　ᾈ　研究科の博士課程の前期課程を修了したऀ

（博士ͷ学位ͷत༩ͷཁ݅）

ୈ̑৚　博士の学位は，研究科の博士課程を修了したऀに授与する。

２　博士の学位は，次の要件をຬたすऀにも授与する。

　ᾇ　 研究科において前߲に該当するऀと同等以্の学力があると֬ೝされたこと。（この֬ೝを以下

「学力の֬ೝ」という。）

　ᾈ 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。

（専門৬学位ͷत༩ͷཁ݅）

ୈ̒৚　専門職学位は，次の各߸のいͣれかに該当するऀに授与する。

　ᾇ 　研究科の専門職大学院の課程（次߸の課程をআく。）を修了したऀ

　ᾈ　 研究科の法科大学院の課程を修了したऀ

（研究科ͷࡏ学ऀͷ࿦จ౳ఏग़खଓ）

ୈ̓৚　研究科に在学するऀの学位論文ຢは教学نଇୈ��৚にن定するಛ定の課題についての研究の成

Ռ（以下「研究の成Ռ」という。）は，当該研究科௕にఏ出するものとする。

２　博士論文は，学位論文審査ئ，論文目࿥及び履ྺॻとともにఏ出しなけれ͹ならない。

̏　学位論文のఏ出は，̍ ฤとする。たͩし，参考として他の論文をෟ加してఏ出することを๦͛ない。

̐　審査のため必要があるときは，ఏ出論文の数を૿加し，ຢは論文の༁本，໛ܕएしくは標本等のࢿ

ྉその他をఏ出さͤることがある。

̑　本৚に定めるものの΄か，学位論文及び研究の成Ռのఏ出に関することは，各研究科においてผに

定める。

（研究科ͷࡏ学ऀͷ࿦จ৹ࠪ）
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ୈ̔৚　研究科௕は，前৚のن定による博士論文のఏ出があったときは，教授会において当該研究科の

教授のうͪから２人以্の審査ҕһをબ定して，博士論文の審査を行わͤるものとする。

２　研究科௕は，前৚のن定による修士論文ຢは研究の成Ռのఏ出があったときは，教授会において当

該研究科の教授及び।教授のうͪから２人以্の審査ҕһをબ定して，修士論文ຢは研究の成Ռの審

査を行わͤるものとする。たͩし，গなくとも教授̍人をؚめなけれ͹ならない。

̏　教授会において審査のため必要があるとೝめるときは，博士論文の審査にあってはୈ߲̍の審査ҕ

һの΄か，当該研究科の教授以֎の研究科の教һຢは他の大学院एしくは研究所等の教һ等を，修士

論文ຢは研究の成Ռの審査にあっては前߲の審査ҕһの΄か，当該研究科の教授及び।教授以֎の研

究科の教һຢは他の大学院एしくは研究所等の教һ等を審査ҕһに加えることができる。

̐　教授会において審査のため必要があるとೝめるときは，当該研究科の教授以֎のऀ（修士論文ຢは

研究の成Ռの審査のため必要があるとೝめるときは，当該研究科の教授及び।教授以֎のऀ）にも調

査をҕ৤することができる。

（研究科ͷࡏ学ऀͷ࠷ऴݧࢼ）

ୈ̕৚　審査ҕһ及び前৚ୈ߲̐のن定により調査をҕ৤されたऀは，学位論文ຢは研究の成Ռをத心

として，これに関連ある科目について，ච౴ຢはޱ಄により最終試験を行う。

２　最終試験の期೔は，その౎度ެ示する。

（博士課程Λܦͳ͍ऀͷ学位࿦จͷఏग़खଓ）

ୈ��৚　ୈ̑৚ୈ２߲のن定による学位ਃ੥ऀの学位論文は，論文審査ྉ��
���ԁをఴえ，学位ਃ੥ॻ，

論文目࿥及び履ྺॻとともに，そのਃ੥に応じた研究科௕をܦて学௕にఏ出するものとする。

２　本৚のن定による論文のఏ出については，ୈ̓৚ୈ߲̏及びୈ߲̐のن定を準用する。

（博士課程Λܦͳ͍ऀͷ࿦จ৹ࠪٴͼݧࢼ）

ୈ��৚　学௕は，前৚ୈ߲̍のن定による学位論文のఏ出があったときは，当該研究科௕にその論文

の審査を෇ୗし，研究科௕は，ୈ̔৚のن定に準じて論文の審査を，ୈ̕৚のن定に準じて試験を行

わͤるものとする。

２　前߲の学位論文は，それを受理した೔から̍೥以಺に審査を終了するものとする。たͩし，ಛผの

理由があるときは，研究科௕は，教授会のٞをܦて審査期ݶをԆ௕することができる。

（博士課程Λܦͳ͍ऀͷ学ྗͷ֬ೝ）

ୈ��৚　研究科௕は，前৚ୈ߲̍のن定により学௕から論文審査を෇ୗされたときは，教授会におい

て学位ਃ੥ऀの学力の֬ೝを行わͤるものとする。

２　学力の֬ೝは，ච౴ຢはޱ಄による試問の݁Ռに基づいて行う。たͩし，学位ਃ੥ऀの学ྺ，業੷

等に基づいて学力の֬ೝを行うことができる場合は，試問をলུすることができる。

̏　学力の֬ೝのため必要があるときは，学位ਃ੥ऀにそのஶॻ，論文その他をఏ出さͤることがある。

̐　教授会が学力の֬ೝのٞ決をする場合には，ୈ��৚ୈ２߲のن定を準用する。

（ୀ学ऀͷ学位࿦จͷఏग़खଓ，࿦จ৹ࠪ，ٴݧࢼͼ学ྗͷ֬ೝ）

ୈ��৚　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な博士論文

の࡞成等に対する指導を受けてୀ学したऀが，࠶ೖ学しないで学位の授与を受けようとするときは，

前̏৚のن定による。

２　前߲に該当するऀが，ୀ学後̑೥以಺に学位論文をఏ出して審査を受けるときは，ୈ̑৚ୈ߲̍に
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該当するऀと同等以্の学力を有するものとみなす。

（࿦จٴͼ৹ࠪྉͷෆฦؐ）

ୈ��৚　ఏ出された修士論文ຢは博士論文及びೲೖした審査ྉは，その理由のいかΜを問わͣฦؐし

ない。

２　ఏ出された研究の成Ռのฦؐに関することは，各研究科においてผに定める。

（修士ٴͼ博士ͷ学位त༩ͷܾఆ）

ୈ��৚　研究科௕は，研究科に在学するऀについては，論文審査及び最終試験の݁Ռ報ࠂに基づいて，

またୈ��৚のن定により学力を֬ೝされたऀ及びୈ��৚ୈ２߲に該当するऀについては，論文審査及

び試験の݁Ռ報ࠂに基づいて，教授会において学位を授与すべきか൱かの審ٞを行わͤるものとする。

２　前߲の教授会は，当該教授会ߏ成һの̏分の２以্の出੮があることを要し，学位を授与すべきも

のとٞ決するには，ແ໊ه౤ථの方法により，出੮ऀの̏分の２以্のࢍ成があることを要する。

（৹ࠪ݁Ռͷใࠂ）

ୈ��৚　研究科௕は，前৚ୈ � ߲の教授会のٞをܦて，修士एしくは博士の学位ຢは専門職学位を授

与すべきものについて，学௕にਃ੥するものとする。

２　前߲のਃ੥に当たっては，次に͛ܝる߲ࣄをࡌهしたॻ類をఴえるものとする。

　ᾇ　授与しようとする学位（専攻分野の໊শを෇هしたもの）

　ᾈ　授与しようとする೥݄೔

　ᾉ　博士の場合は，ୈ̑৚ୈ߲̍ຢはୈ２߲のいͣれのن定によるかのผ

　ᾊ　博士の場合は，論文審査及び最終試験ຢは試験の݁Ռの要ࢫ

　ᾋ　博士の場合は，論文審査及び最終試験ຢは試験を担当したػ関に関する߲ࣄ

　ᾌ　ୈ̑৚ୈ２߲による博士の場合は，学力の֬ೝの݁Ռ及び学力の֬ೝを担当したػ関に関するࣄ

߲

̏　研究科௕は，前৚ୈ � ߲の教授会のٞをܦて，修士एしくは博士の学位ຢは専門職学位を授与すべ

きでないऀについては，そのࢫを学௕にਃ੥するものとする。

（学位ͷत༩）

ୈ��৚　学௕は，ୈ̏৚にن定するऀに対しては，学位هをަ෇して学士の学位を授与する。

２　学௕は，前৚にن定するਃ੥に基づき，修士एしくは博士の学位ຢは専門職学位の授与を決定し，

当該学位を授与すべきものと決定したऀに対しては，学位هをަ෇して当該学位を授与し，当該学位

を授与できないと決定したऀに対しては，そのࢫを通知する。

̏　前߲のن定により博士の学位を授与したときは，学位฽にొ࿥し，文部科学大ਉに報ࠂする。

（৹ࠪཁࢫͷެද）

ୈ��৚　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した೔から݄̏以಺に，当該

博士の学位の授与に係る論文の಺容の要ࢫ及び論文審査の݁Ռの要ࢫをΠンλーωοτのར用により

ެ表する。

（学位࿦จͷެද）

ୈ��৚　博士の学位を授与されたऀは，当該博士の学位を授与された೔から̍೥以಺に，当該博士の

学位の授与に係る論文の全文をެ表しなけれ͹ならない。たͩし，当該博士の学位を授与される前に

。りではないݶにެ表したときは，このط
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２　前߲のن定にかかわらͣ，博士の学位を授与されたऀは，やむを得ない理由がある場合には，当該

教授会のٞをܦて，当該博士の学位の授与に係る論文の全文に୅えてその಺容を要໿したものをެ表

することができる。この場合において，本学は，その論文の全文をٻめに応じてӾཡにڙするものと

する。

̏　博士の学位を授与されたऀが行う前２߲のن定によるެ表は，ݪଇとして神戸大学学術成Ռリポδ

τリのར用により行うものとする。

（専攻෼໺౳ͷ໊শ౳）

ୈ��৚　学士の学位を授与するに当たっては，ผ表ୈ̍に͛ܝる専攻分野の໊শを෇هするものとす

る。

２　修士ຢは博士の学位を授与するに当たっては，ผ表ୈ２に͛ܝる専攻分野の໊শを෇هするものと

する。

̏　専門職学位の໊শは，ผ表ୈ̏に͛ܝるとおりとする。

̐　教学نଇୈ��৚ୈ２߲のن定に基づき，共同の研究指導を受けたऀに博士の学位を授与するに当

たっては，博士論文共同指導により授与するࢫを෇هするものとする。

（学位ͷ໊শ）

ୈ��৚　本学において学位の授与を受けたऀが，学位の໊শを用いるときは，神戸大学の文ࣈを෇ه

するものとする。

（修士ٴͼ博士ͷ学位ฒͼʹ専門৬学位ͷऔফ͠）

ୈ��৚　修士एしくは博士の学位ຢは専門職学位を授与されたऀが，ෆਖ਼の方法により当該学位の授

与を受けたࣄ実が判໌したときは，学௕は，当該教授会及び教育研究ධٞ会のٞをܦて，その学位を

取りফし，学位هをฦؐさͤ，かつ，そのࢫをެ表する。

２　修士एしくは博士の学位ຢは専門職学位を授与されたऀが，その໊༪をԚす行ҝがあったときは，

前߲のن定に準じてその学位を取りফすことができる。

̏　教授会が前２߲のن定によるٞ決をする場合には，ୈ��৚ୈ２߲のن定を準用する。

（༷　　ࣜ）

ୈ��৚　学位ه，学位฽その他の様ࣜは，ผه様ࣜのとおりとする。

（ิ　　ଇ）

ୈ��৚　このن程のࢪ行に必要な߲ࣄは，各学部ຢは各研究科においてこれを定める。

　　　ෟ　ଇ（ྩ࿨̔೥݄̏��೔）

̍　このن程は，ྩ和̔೥݄̐̍೔からࢪ行する。

２　このن程ࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及びྩ和̔೥݄̐̍೔以後において

在学ऀのଐする೥次にసೖ学ຢは࠶ೖ学するऀについては，վਖ਼後のผ表ୈ � のن定にかかわらͣ，

なお従前のྫによる。
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ผද１�（ୈ��৚ୈ Δ専攻෼໺ͷ໊শ͢ه�学士ͷ学位ʹ෇　（܎߲ؔ��
学　部　໊　等 専　攻　分　野　の　໊　শ

文学部 文学
国際人間科学部 学術ຢは教育学
法学部 法学
学部ࡁܦ 学ࡁܦ
Ӧ学部ܦ Ӧ学ຢは঎学ܦ
理学部 理学
ҩ学部ҩ学科 ҩ学
ҩ学部ҩྍ創成޻学科 ҩ޻学
ҩ学部保健学科 学，保健Ӵ生学ຢは保健学ޢ؃
学部޻ 学޻
シεテム情報学部 シεテム情報学
೶学部 ೶学
ւ༸੓ࡦ科学部 ւ༸੓ࡦ科学ຢは঎ધ学

ผද２（ୈ��৚ୈ２߲ؔ܎）　�修士ຢ͸博士ͷ学位ʹ෇͢هΔ専攻෼໺ͷ໊শ

研　究　科　໊
専　攻　分　野　の　໊　শ

修　　　士 博　　　士
人文学研究科 文学 文学ຢは学術
国際文化学研究科 学術 学術
人間発達環境学研究科 学術，教育学ຢは理学 学術，教育学ຢは理学
法学研究科 法学ຢは੓࣏学 法学ຢは੓࣏学
学研究科ࡁܦ 学ࡁܦ 学ࡁܦ
Ӧ学研究科ܦ Ӧ学ຢは঎学ܦ Ӧ学ຢは঎学ܦ
理学研究科 理学 理学ຢは学術

ҩ学ܥ研究科 όΠΦϝディΧϧαΠΤンε，ҩ޻
学，保健学ຢはެऺӴ生学

ҩ学，ҩ޻学，保健学ຢはެऺӴ生
学

保健学研究科 保健学 保健学
学研究科޻ 学޻ 学ຢは学術޻

シεテム情報学研究科 シεテム情報学ຢは޻学 シεテム情報学，޻学，学術
ຢはࢉܭ科学

೶学研究科 ೶学 ೶学ຢは学術
ւࣄ科学研究科 ւࣄ科学 ւࣄ科学，޻学ຢは学術
国際協力研究科 国際学，ࡁܦ学，法学ຢは੓࣏学 学術，法学，੓࣏学ຢはࡁܦ学
科学ٕ術Πϊϕーション研究科 科学ٕ術Πϊϕーション 科学ٕ術Πϊϕーション

ผද̏（ୈ��৚ୈ߲̏ؔ܎）　�専門৬学位ͷ໊শ
研　究　科　໊ 学　位　の　໊　শ

法学研究科 法຿博士（専門職）
Ӧ学研究科ܦ Ӧ学修士（専門職）ܦ

ผද̐（ୈ��৚ୈ߲̐ؔ܎）
&6 ΤΩεύーτ人材養成プロάϥム
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ผ༷ࣜهୈ１　（ୈ̏৚により学位を授与する場合）

ผ༷ࣜهୈ２　（ୈ̐৚ୈ̍߸により学位を授与する場合）
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ผ༷ࣜهୈ̏　（ୈ̐৚ୈ２߸により学位を授与する場合）
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ୈ̑　（ୈ༷ࣜه � ৚ୈ̍߸により学位を授与する場合）

ผ༷ࣜهୈ̒

（ୈ̑৚ୈ̍߸により学位を授与する場合で，֎国の大学院等との博士論文共同指導により学位を授与

するࢫを෇هするもの）

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士
（
○
○
）
の
学
位
を
授

与
す
る

こ
の
学
位
は

と
の
博
士
論
文
共
同

指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
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ผ༷ࣜهୈ̓　（ୈ̑৚ୈ２߲により学位を授与する場合）

ผ༷ࣜهୈ̔　（ୈ � ৚ୈ̍߸により学位を授与する場合）
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ผ༷ࣜهୈ̕　（ୈ̒৚ୈ２߸により学位を授与する場合）

ผ༷ࣜهୈ��　（ୈ̐৚からୈ̒৚により学位を授与する場合（ӳ文学位ه））
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ผ༷ࣜهୈ��

（ୈ̑৚ୈ̍߸により学位を授与する場合で，֎国の大学院等との博士論文共同指導により学位を授与

するࢫを෇هするもの（ӳ文学位ه））

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF ○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

THIS DEGREE IS THE RESULT OF JOINT SUPERVISTION WITH ○○○○
ON THIS ○○○○ DAY OF ○○○○ IN THE YEAR ○○○○

○○○○ ○○○○
President of
Kobe University

○○○○ ○○○○
Dean of Graduate Shool of
○○○○○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

学章

大学印
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ผ༷ࣜهୈ��߸ ผ༷ࣜهୈ��߸

ผ༷ࣜهୈ��߸ ผ༷ࣜهୈ��߸
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̐　神戸大学学ੜදজن程

（平成��೥２݄��೔੍定）

վਖ਼　平成��೥݄̏��೔

平成��೥݄̒��೔

ྩ和̑೥݄̔��೔

ྩ和̔೥݄̏��೔

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学教学نଇ（平成 �� ೥ � ݄ � ೔੍定）ୈ �� ৚ୈ � ߲のن定に基づき，神

戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生ஂ体の表জに関し必要な߲ࣄを定めるものとする。

（දজͷج४）

ୈ２৚　表জは，学生及び学生ஂ体のうͪ，次の各߸のいͣれかに該当するものについて行うものとす

る。

　ᾇ　学術研究活動において，次のいͣれかに該当するとೝめられるもの

　　Π　国際的ن໛ຢは全国的ن໛の学会から৆を受けたもの

　　ロ　その他これらに準ͣる学会等から高いධ価を受けたもの

　ᾈ　本学ެೝ課֎活動ஂ体の活動において，次のいͣれかに該当するとೝめられるもの

　　Π　国際的ن໛のٕڝ会，ެ ԋ会，展ཡ会等（以下「ٕڝ会等」という。）において優लな成੷を修め，

ຢは高いධ価を受けたもの

　　ロ　全国的ຢは地۠的ن໛のٕڝ会等において優लな成੷を修めたもの

　　ϋ　ެ的ػ関等から表জを受ける等高いධ価を受けたもの

　　ニ　卒業೥度に当たるऀで，在学தの課֎活動においてಛにݦஶなޭ࿑があったもの

　ᾉ　社会活動において，次のいͣれかに該当するとೝめられるもの

　　Π　ϘϥンティΞ活動等において，ެ的ػ関等から表জを受ける等社会的にಛに高いධ価を受けた

もの

　　ロ　人໋ٹॿ，൜ࡑ๷ٹ֐ࡂ，ࢭॿ等に貢献したことにより，ެ的ػ関等から表জを受ける等社会

的にಛに高いධ価を受けたもの

　　ϋ　その他社会活動においてಛに高いධ価を受けたもの

　ᾊ　前各߸に͛ܝるものの΄か，ಛに優れた業੷，ޭ੷等があったとೝめられるもの

（දজީิऀͷਪન）

ୈ̏৚　各学部௕，各研究科௕，各課֎活動ஂ体のސ問教һ等は，前৚各߸のいͣれかに該当するとೝ

められる学生ຢは学生ஂ体（以下「表জީิऀ」という。）がある場合は，ผه様ࣜୈ � により学௕

に推નするものとする。

（ඃදজऀͷબٴߟͼܾఆ）

ୈ̐৚　学௕は，前৚のن定に基づき推નされた表জީิऀについて，高等教育推進ߏػ全学教育協ٞ

会のٞをܦて，表জされるऀ（以下「ඃ表জऀ」という。）を決定する。
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（දজͷํ๏）

ୈ̑৚　表জは，学௕がผه様ࣜୈ � の表জ状を授与することにより行う。

２　前߲の表জ状にఴえて，ه೦඼をଃఄすることができる。

（දজͷ࣌期）

ୈ̒৚　表জは，ඃ表জऀが決定された後，଎やかに行うものとする。たͩし，ୈ � ৚ୈ � ߸に該当す

る表জについては，ݪଇとしてຖ೥ � ݄に行うものとする。

（຿　　ࣄ）

ୈ̓৚　表জに関するࣄ຿は，学຿部学生支ԉ課においてॲ理する。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ̔৚　このن程に定めるものの΄か，学生及び学生ஂ体の表জの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，ผに定め

る。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行し，ࢪ行೔以後の学生及び学生ஂ体の活動について適用する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

このن程は，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）

このن程は，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

このن程は，ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）

このن程は，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

ผه様ࣜୈ �

　推નॻ

　ʦผࢴ参রʧ

ผه様ࣜୈ �

　表জ状

　ʦผࢴ参রʧ
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̑　神戸大学学ੜ௄ռنଇ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）
վਖ਼　平成��೥݄̏��೔

平成��೥��݄��೔
平成��೥݄̏��೔
平成��೥݄̏��೔
ྩ和̒೥݄̏��೔
ྩ和̔೥݄̏��೔

（झ　　ࢫ）
ୈ１৚　このنଇは，神戸大学教学نଇ（平成 �� ೥ � ݄ � ೔੍定）ୈ �� ৚の �（ୈ �� ৚

において準用する場合をؚむ。）にن定する学生の௄ռについて必要な߲ࣄを定めるも
のとする。
（ఆ　　ٛ）
ୈ２৚　このنଇにおいて，「部ہ等」とは，学部，研究科その他学生の所ଐする組織を

いう。
　（学ੜ௄ռͷجຊతͳํ͑ߟ）
ୈ̏৚　௄ռは，学生によるࣄ件ނࣄ等に係る行ҝのѱ質性，݁Ռの重大性等を౿まえ，

教育的指導の観఺から৻重かつ総合的にצҊして決定するものとする。
　（௄ռͷର৅ͱͳΔߦҝ）
ୈ̐৚　௄ռの対৅となりうる行ҝは，次の行ҝとする。
　ᾇ　ܐേ法ྩに৮れる行ҝ
　ᾈ　本学の教育・研究活動及び؅理ӡӦに対する重大な๦֐行ҝ
　ᾉ　本学の໊༪・৴用をஶしくࣦ௢さͤる行ҝ
　ᾊ　その他前各߸に準ͣるෆ適切な行ҝ
（ҝߦ౳ʹ͓͚Δෆਖ਼ݧࢼ）　
ୈ̑৚　試験等においてෆਖ਼行ҝを行った場合の取ѻいについては，高等教育推進ߏػ教

養教育院及び部ہ等の定めるとこΖによる。たͩし，当該行ҝが௄ռの対৅となりうる
行ҝと判断された場合にこのنଇを適用することを๦͛ない。
（௄ռͷ಺༰）
ୈ̒৚　௄ռの಺容は，次のとおりとする。
　ᾇ　ࠂ܇　文ॻにより஫意を与え，কདྷをռめること。
　ᾈ　ఀ学　次のとおりొߍをఀࢭさͤること。
　　Π　有期のఀ学　期ݶを෇すもの
　　ロ　ແ期のఀ学　期ݶを෇さͣ，指導によるޮՌ等の状況をצҊしながらその解আの

࣌期を決定するもの
　ᾉ　௄ռୀ学　໋ྩによりୀ学さͤ，࠶ೖ学をೝめないこと。
　（ఀ学期間தͷાஔ）
ୈ̓৚　ఀ学期間தにおける次に͛ܝる߲ࣄは，ೝめない。
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　ᾇ　授業科目の履修及び定期試験の受験
　ᾈ　学位論文審査の受審
　ᾉ　本学のࢪ設及び設උのར用
　ᾊ　課֎活動ஂ体での活動
２　前߲のن定にかかわらͣ，次に͛ܝる߲ࣄについては，ఀ学期間தであってもೝめる

ものとする。
　ᾇ　ఀ学期間終了後の授業科目履修及び学位論文審査受審のために必要なखଓ
　ᾈ　ಛにୀڈを໋ͥられない場合の本学の学生ྈຢは֎国人ཹ学生॓ࣷへのॅډ
　ᾉ　部ہ等の௕がಛに必要とೝめる本学のࢪ設及び設උのར用
　ᾊ　本学学生であることをࢿ格要件としない課֎活動ஂ体での活動
̏　当該学生が所ଐする部ہ等は，ఀ学期間தの学生に対し，面ஊ等により，ߋ生に向け

た指導を適ٓ行うものとする。
　（ແ期ͷఀ学ͷղআ）
ୈ̔৚　ແ期のఀ学のॲ分を下された学生が所ଐする部ہ等の教授会（教授会としてのӡ

Ӧҕһ会等をؚむ。以下同じ。）は，当該学生について，その発ޮ೔からࢉىして � ݄
をܦաした後，前৚ୈ � ߲のن定による指導の݁Ռ，ఀ学の解আがଥ当であるとೝめた
ときは，学௕にఀ学の解আを発ٞすることができる。

２　学௕は，前߲の発ٞに基づき，ఀ学を解আする。
（ࢭͷఀߍొ）　
ୈ̕৚　部ہ等の௕は，学生の行ҝが௄ռ対৅行ҝに該当することが໌നであり，かつ，

௄ռॲ分がなされることが֬実である場合は，௄ռॲ分の決定前に当該学生に対してొ
ࢉの期間は，ఀ学期間にࢭఀߍొ，を໋ͣることができる。この場合においてࢭのఀߍ
ೖすることができる。

期間தのાஔは，ୈࢭఀߍొ　２ � ৚のن定に準ͣるものとする。
　（෦ہ౳ͷ௕ͷࢦಋ）
ୈ���৚　学生によるࣄ件ނࣄ等が௄ռにࢸらない程度のものである場合は，部ہ等の௕

は，学生に対し，教育的ાஔとして文ॻຢはޱ಄によりݫ重஫意その他の指導を行うこ
とができる。
　（ࣗओୀ学・ٳ学）
ୈ��৚　部ہ等の௕は，௄ռの対৅となる行ҝを行ったとされる学生が，௄ռॲ分の決定

前にୀ学をئい出た場合は，これを受理しないものとする。
２　部ہ等の௕は，௄ռॲ分の決定後は，ٳ学期間がఀ学期間と重複するٳ学のئい出は，

受理しないものとする。
（௄ռͷ発ٞ）
ୈ��৚　部ہ等の௕は，௄ռの対৅となりうる行ҝがあったとೝめるときは，଎やかに学

௕に報ࠂするものとする。
２　前߲の行ҝを行った学生の所ଐする部ہ等の教授会は，当該行ҝに係るࣄ実関係を調

査し，௄ռॲ分の要൱等について審ٞするものとする。
̏　国立大学法人神戸大学におけるϋϥεϝンτの๷ࢭ等に関するن程（平成 �� ೥ � ݄

�� ೔੍定。以下「ن程」という。）ୈ � ৚ୈ � ߸にن定する行ҝを行った場合は，ن程
ୈ � ৚ୈ � ߲に定める調査報ࠂをもってࣄ実関係の調査に୅えるものとする。
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̐　学௕が指໊した理ࣄは，ୈ � ߲の調査及び審ٞに際し，必要に応じて，教授会に対し
意ݟをड़べることができる。

̑　教授会は，௄ռॲ分の必要があるとೝめたときは，ࣄ実関係についての調査報ࠂॻ及
び௄ռॲ分Ҋを࡞成し，学௕に௄ռの発ٞを行わなけれ͹ならない。
（ෳ਺ͷ෦ہ౳ʹ܎ΘΔ৔߹ͷ௄ռखଓ）
ୈ��৚　௄ռの対৅となりうる行ҝが，異なる部ہ等に所ଐする複数の学生によってҾき

に連བྷし，調੔ޓ実関係の調査及び審ٞに際して，૬ࣄ，こされた場合は，教授会はى
するものとする。
（ห　　໌）
ୈ��৚　教授会は，ୈ �� ৚ୈ � ߲のࣄ実関係の調査を行うに当たり，当該学生にそのࢫ

をࠂ知し，ޱ಄ຢは文ॻによるห໌のػ会を与えなけれ͹ならない。
２　当該学生は，ห໌の際，必要な証ڌをఏ出し，証人のש問をٻめることができるとと

もに，ิࠤ人を指໊し，そのิࠤを受けることができる。
̏　ห໌のػ会を与えられたにもかかわらͣ，ਖ਼当な理由もなく当該学生がܽ੮し，ຢは

ห໌ॻをఏ出しなかった場合は，このݖརを放غしたものとみなす。
（௄ռॲ෼ͷܾఆ）
ୈ��৚　学௕は，ୈ �� ৚ୈ � ߲により教授会から発ٞがあったときは，教育研究ධٞ会（以

下「ධٞ会」という。）のٞをܦて，௄ռॲ分を決定する。
２　ධٞ会は，前߲の審ٞにおいて必要があるとೝめ，վめてࣄ実関係の調査及び審ٞを

行う場合においては，前৚のن定を準用する。
（௄ռॲ෼ͷ௨஌）
ୈ��৚　学௕は，௄ռॲ分を決定した場合は，当該学生に通知しなけれ͹ならない。
２　௄ռॲ分の通知は，ॲ分理由をࡌهした௄ռॲ分ॻを当該学生にަ෇することにより

行う。たͩし，ަ෇のෆՄ能な場合には，他の適当な方法により通知する。
（௄ռͷ発ޮ）
ୈ��৚　௄ռの発ޮ೔は，௄ռॲ分ॻのަ෇೔とする。たͩし，やむをえない場合は，こ

のݶりでない。
（௄ռʹؔ͢Δه࿥）
ୈ��৚　௄ռを行った場合は，当該学生の学੶฽にその಺容をه࿥するものとする。
２　証໌ॻその他修学状況に関する文ॻについては，ݪଇとして௄ռの಺容をࡌهしない

ものとする。
（ҟٞਃཱͯ）
ୈ��৚　௄ռॲ分を受けたऀは，ࣄ実ޡೝ，新ࣄ実の発ݟその他のਖ਼当な理由があるとき

は，௄ռの発ޮ೔からࢉىして �� ೔以಺に，文ॻにより学௕に異ٞਃ立てを行うこと
ができる。

２　学௕は，前߲の異ٞਃ立てがあったときは，࠶審査の要൱をධٞ会に෇ٞするものと
する。

̏　ධٞ会が࠶審査の必要があるとೝめたときは，学௕は，教授会に࠶審査を要੥するも
のとする。
（कൿٛ຿）
ୈ��৚　学生の௄ռに関する߲ࣄに関わった職һは，その地位にあることから知り得た情
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報に関するकൿٛ຿をෛう。このٛ຿は，その地位を解かれた後も継ଓする。
（ଇ　　ࡶ）　
ୈ��৚　このنଇに定めるものの΄か，学生の௄ռに関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

　　　ෟ　ଇ
̍　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　このنଇのࢪ行前に神戸大学学ଇ等をഇࢭするنଇ（平成 �� ೥ � ݄ � ೔੍定）のن

定によるഇࢭ前の神戸大学学生௄ռنଇのن定によりなされたॲ分その他の行ҝは，こ
のنଇのن定によりなされたॲ分その他の行ҝとみなす。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ �� ݄ �� ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行し，վਖ਼後の神戸大学学生௄ռنଇのن定は，

行೔以後にୈࢪ � ৚ୈ � ߲のن定により決定される௄ռॲ分から適用する。

　　　ෟ　ଇ（平成 �� ೥ � ݄ �� ೔）
　　このنଇは，平成 �� ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。

　　　ෟ　ଇ（ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔）
̍　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
２　このنଇのࢪ行前に行われた学生の行ҝに対する௄ռॲ分の適用については，なお従

前のྫによる。

　　　ෟ　ଇ 	 ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔ 

　　このنଇは，ྩ和 � ೥ � ݄ � ೔からࢪ行する。
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１　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科نଇ

（平成��೥݄̏��೔੍定）

　（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このنଇは，国立大学法人神戸大学学ଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定。）及び神戸大学教学نଇ（平

成��೥݄̐̍೔੍定。以下「教学نଇ」という。）に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以

下「研究科」という。）に関し必要な߲ࣄを定めるものとする。

（研究科ʹ͓͚Δ教育研究্ͷ໨త）

ୈ２৚　研究科は，人間の発達及びそれを取り巻く人間環境に関わる応用的・実践的教育研究活動に主

体的に参加し，これを推進するத֩的な人材の養成を行うことを目的とする。

（課　　程）

ୈ̏৚　研究科の課程は，博士課程とする。

２　博士課程は，これを前期２೥の課程（以下「前期課程」という。）及び後期̏೥の課程（以下「後期課程」

という。）に۠分し，前期課程は，これを修士課程として取りѻうものとする。

（専 攻 ౳）

ୈ̐৚　研究科に次の専攻及び࠲ߨ等をஔく。
専攻 ࠲ߨ 教育研究分野
人間発達専攻 人間発達 心理学，表現ܥ，行動ܥ，教育ܥ

人間環境学専攻
人間環境学 環境基礎科学ܥ，環境ܗ成科学ܥ
環境ઌ୺科学（連࠲ߨܞ） 環境ઌ୺科学

（֤専攻ʹ͓͚Δ教育研究্ͷ໨త）

ୈ̑৚　各専攻における人材の養成に関する目的その他の教育研究্の目的は，次のとおりとする。

　ᾇ　人間発達専攻

　　　　多様なଆ面を࣋つ人間それ自身の発達を総合的なࢹ఺から教育研究対৅とし，前期課程におい

ては，人間の発達に関する実践的諸課題の解決やそれを支える新たなެ共の創出に貢献する高度

専門職業の養成を目的とし，後期課程においては，人間発達に関する高度な専門的学識及び創造

的な研究能力を࣋つ自立した研究ऀຢは研究能力に加えて֬かな教育開発能力をඋえた大学等の

教һの養成を目的とする。

　ᾈ　人間環境学専攻

　　　　人間の発達を促進し支ԉする環境要Ҽの解໌及び開発を教育研究対৅とし，前期課程において

は，各履修コーεに関する高度な専門的知識及び基礎的な研究能力を࣋つ高度専門職業人ຢはࢢ

ຽ社会で活༂できる人材の養成を目的とし，後期課程においては，人間環境学に関する高度な専

門的学識及び創造的な研究能力を࣋つ自立した研究ऀຢは研究能力に加えて֬かな教育開発能力

をඋえた大学等の教һの養成を目的とする。

― �� ―
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　（ཤ修ίーε౳）

ୈ̑৚ͷ２　前期課程人間発達専攻に高度な知識を࣋つ実践的職業人養成を目的とした次の履修コーε
をஔく。

　ྟচ心理学コーε，
　̍೥履修コーε
（研究科௕）

ୈ̒৚　研究科に，研究科௕をஔく。
２　研究科௕は，研究科に関する߲ࣄを総ׅする。
（෭研究科௕）

ୈ̒৚ͷ２　研究科に෭研究科௕２人をஔく。
２　෭研究科௕は，研究科௕の職຿をิࠤする。
̏　෭研究科௕のબ考に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。
（専 攻 ௕）

ୈ̓৚　各専攻に専攻௕をஔく。
２　専攻௕は，当該専攻に関する߲ࣄを総ׅする。
̏　専攻௕は，各専攻にଐする研究科担当の専೚の教授のうͪからબ出する。
̐　専攻௕の೚期は， ２೥とする。
前２߲に定めるものの΄か，専攻௕のબ考に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。
（ೖ学֨ࢿ）

ୈ̔৚　前期課程にೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。
　ᾇ　大学を卒業したऀ
　ᾈ　学ߍ教育法（ত和��೥法཯ୈ��߸。以下「法」という。）ୈ���৚ୈ߲̐のن定により学士の学位

を授与されたऀ
　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ
　ᾊ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより当該֎国の学

教育における��೥の課程を修了したऀߍ
　ᾋ　զが国において，֎国の大学の課程（その修了ऀが当該֎国の学ߍ教育における��೥の課程を修

了したとされるものにݶる。）を有するものとして当該֎国の学ߍ教育੍度において位ஔ෇けられ
た教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの当該課程を修了したऀ

　ᾌ　֎国の大学その他の֎国の学ߍ（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該֎国の੓෎
ຢは関係ػ関のೝ証を受けたऀによるධ価を受けたものຢはこれに準ͣるものとして文部科学大ਉ
がผに指定するものにݶる。）において，修業೥ݶが̏೥以্である課程を修了すること（当該֎
国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修することにより当該課程を修了す
ること及び当該֎国の学ߍ教育੍度において位ஔ෇けられた教育ࢪ設であって前߸の指定を受けた
ものにおいて課程を修了することをؚむ。）により，学士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾍ　専修学ߍの専門課程（修業೥ݶが̐೥以্であることその他の文部科学大ਉが定める基準をຬた
すものにݶる。）で文部科学大ਉがผに指定するものを文部科学大ਉが定める೔以後に修了したऀ

　ᾎ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ̑߸）
　ᾏ　法ୈ���৚ୈ２߲のن定により大学院にೖ学したऀであって，研究科において，大学院における

教育を受けるに;さわしい学力があるとೝめたもの
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　ᾐ　研究科において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，大学を卒業したऀと同等以্の学力があるとೝめ

たऀで，ࡀ��に達したもの

２　後期課程にೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。

　ᾇ　修士の学位ຢは専門職学位を有するऀ

　ᾈ　֎国において，修士の学位ຢは専門職学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾉ　֎国の学ߍが行う通৴教育における授業科目をզが国において履修し，修士の学位ຢは専門職学

位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾊ　զが国において，֎国の大学院の課程を有するものとして当該֎国の学ߍ教育੍度において位ஔ

෇けられた教育ࢪ設であって，文部科学大ਉがผに指定するものの当該課程を修了し，修士の学位

ຢは専門職学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾋ　国際連合大学本部に関する国際連合と೔本国との間の協定の実ࢪに൐うಛผાஔ法（ত和��೥法

཯ୈ��߸）ୈ̍৚ୈ２߲にن定する����೥��݄��೔の国際連合総会決ٞに基づき設立された国際連

合大学の課程を修了し，修士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾌ　֎国の学ߍ，ୈ � ߸の指定を受けた教育ࢪ設ຢは国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設

ஔ基準（ত和��೥文部লྩୈ��߸）ୈ��৚の � にن定する試験及び審査に૬当するものに合格し，

修士の学位を有するऀと同等以্の学力があるとೝめられたऀ

　ᾍ　文部科学大ਉの指定したऀ（平成ݩ೥文部লࠂ示ୈ���߸）

　ᾎ　研究科において，個ผのೖ学ࢿ格審査により，修士の学位ຢは専門職学位を有するऀと同等以্

の学力があるとೝめたऀで，ࡀ��に達したもの

（ਐ　　学）

ୈ̕৚　神戸大学（以下「本学」という。）の大学院の修士課程，前期課程ຢは専門職学位課程を修了し，

Ҿきଓき後期課程に進学をر๬するऀについては，બ考の্，進学さͤる。

࠶） ೖ 学）

ୈ��৚　研究科をத్ୀ学したऀຢはআ੶されたऀが࠶ೖ学をئࢤするときは，神戸大学大学院人間

発達環境学研究科教授会（以下「教授会」という。）のٞをܦて，ೖ学をڐՄすることがある。

。は，ผに定める߲ࣄೖ学に関し必要な࠶　２

（બํߟ๏）

ୈ��৚　ೖ学ऀئࢤに対するબ考は，学力ݕ査，ޱ಄試問等により行う。

（ඪ४修ۀ೥ݶ）

ୈ��৚　研究科の標準修業೥ݶは，前期課程２೥，後期課程̏೥の̑೥とする。

２　前߲のن定にかかわらͣ前期課程人間発達専攻 � ೥履修コーεの標準修業೥ݶは̍೥とする。

（ݶ学೥ࡏ）

ୈ��৚　学生は，前期課程にあっては̐೥，後期課程にあっては̒೥を௒えて在学することはできない。

２　前߲のن定にかかわらͣ̍೥履修コーεにあっては２ ೥を௒えて在学することはできない。

（教育ํ๏）

ୈ��৚　研究科における教育は，授業科目の授業及び学位論文の࡞成等に対する指導（以下「研究指導」

という。）により行う。
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（तۀ科໨౳）

ୈ��৚　研究科の授業科目及び単位数等は，ผ表ୈ̍のとおりとする。

２　前߲にن定するものの΄か，ྟ࣌に授業科目を開設することがある。たͩし，その授業科目及び単

位数等は，開設の౎度定める。

（୯位ͷج४）

ୈ��৚　各授業科目の単位のࢉܭは，次の基準による。

　ᾇ　ٛߨ及びԋ習については，��࣌間の授業をもって̍単位とする。

　ᾈ　実習については，��࣌間の授業をもって̍単位とする。

（ಋ教һࢦ）

ୈ��৚　研究指導を担当する教һ（以下「指導教һ」という。）は，研究科担当の専೚の教授ຢは٬һ

教授とする。たͩし，必要があるときは，教授会のٞをܦて，研究科担当の専೚の।教授，ࢣߨएし

くはॿ教ຢは٬һ।教授をもってॆてることができる。

（तۀ科໨ͷཤ修）

ୈ��৚　学生は，授業科目の履修に当たり，指導教һの承ೝを得て，学期のॳめに所定の履修ಧを研

究科௕にఏ出しなけれ͹ならない。

２　学生は，他の研究科の授業科目を履修しようとするときは，指導教һの承ೝを得た্，研究科௕を

。Մを受けなけれ͹ならないڐて，当該研究科௕のܦ

̏　前期課程に在੶する学生は，学部の授業科目を履修しようとするときは，指導教һの承ೝを得た্，

研究科௕をܦて，当該学部௕のڐՄを受けなけれ͹ならない。

̐　ୈ � ߲のن定により履修した他の研究科の授業科目について修得した単位は，教授会のٞをܦて，

��単位をݶ度として，ୈ��৚にن定する単位としてೝめることができる。たͩし，後期課程において

は２単位をݶ度とする。

（ଞ大学大学Ӄͷतۀ科໨ͷཤ修）

ୈ��৚　学生は，教授会のٞをܦて，研究科と協定している他大学（֎国の大学をؚむ。以下同じ。）

の大学院の授業科目を履修することができる。

２　前߲のن定にかかわらͣ，やむを得ないࣄ情があるときは，学生は，教授会のٞをܦて，協定に基

づかͣに֎国の大学の大学院の授業科目を履修することができる。

̏　前２߲のن定により履修した授業科目について修得した単位は，教授会のٞをܦて，��単位をݶ度

として，研究科において修得したものとみなし，ୈ��৚にن定する単位としてೝめることができる。

　たͩし，後期課程においては２単位をݶ度とする。

（科໨ͷ୯位ͷऔѻ͍ۀ学期間தʹ֎国ͷ大学ͷ大学Ӄʹ͓͍ͯཤ修ͨ͠तٳ）

ୈ��৚ͷ２　学生が教授会のٞをܦて，ٳ学期間தに研究科と協定をక݁している֎国の大学の大学

院において履修した授業科目について修得した単位を，研究科において修得したものとみなすことが

できる。

２　前߲のن定にかかわらͣ，やむを得ないࣄ情があるときは，学生がٳ学期間தに協定に基づかͣに

֎国の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位を，教授会のٞをܦて，研究科

において修得したものとみなすことができる。
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̏　前２߲のن定により修得したものとみなすことができる単位数は，前৚ୈ߲̏により研究科におい

て修得したものとみなす単位数と合わͤて��単位をݶ度として，ୈ��৚にن定する単位としてೝめる

ことができる。たͩし，後期課程においては２単位をݶ度とする。

（ೖ学前ͷط修ಘ୯位ͷೝఆ）

ୈ��৚　教学نଇୈ��৚のن定に基づくط修得単位のೝ定は，教授会のٞをܦて行う。

修得単位のೝ定を受けようとするऀは，指定の期೔までに必要なॻ類を研究科௕にఏ出しなけれط　２

͹ならない。

̏　ୈ߲̍のن定によりೝ定された単位数は，సೖ学及び࠶ೖ学の場合をআき，本学において修得した

単位以֎のものについては，��単位をݶ度として，ୈ��৚にن定する単位としてೝめることができる。

　たͩし，後期課程においては２単位をݶ度とする。

（研究科Ҏ֎ͷतۀ科໨ͷೝఆ੍ݶ）

ୈ��৚　ୈ��৚ୈ߲̐，ୈ��৚ୈ � ߲，ୈ��৚の２ୈ߲̏及び前৚ୈ߲̏にن定する単位のೝ定でき

る合ܭ単位数は，ୈ��৚から前৚までのن定にかかわらͣ，前期課程においては��単位を，後期課程

においては̐単位をݶ度とする。

（ଞ大学大学Ӄ౳ͷ研究ࢦಋ）

ୈ��৚　学生は，教授会のٞをܦて，研究科と協定している他大学の大学院ຢは研究所等（֎国の研

究ػ関をؚむ。）において研究指導を受けることができる。この場合において，当該研究指導を受け

ることができる期間は，前期課程の学生にあっては̍೥，後期課程の学生にあっては２೥を௒えない

ものとする。

（環境・Խ学プロάϥϜ教育ίーε）

ୈ��৚ͷ２　高度専門職に必要な総合的知識を有する人材を養成するため，前期課程に環境・化学プ

ロάϥム教育コーεをஔく。

２　環境・化学プロάϥム教育コーεに関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

　（΢ΣϧϏーΠϯά教育プロάϥϜ（発達・อ݈）ίーε）

ୈ��৚ͷ̏　΢ΣϧϏーΠンά社会の実現に貢献する学際的人材を養成するため，前期課程に΢Σϧ

ϏーΠンά教育プロάϥム（発達・保健）コーεをஔく。

２　΢ΣϧϏーΠンά教育プロάϥム（発達・保健）コーεに関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

（ཹ　　学）

ୈ��৚　学生は，ୈ��৚及び前৚のن定に基づき，֎国の大学院ຢは研究ػ関にཹ学しようとすると

きは，研究科௕のڐՄを受けなけれ͹ならない。

２　前߲のن定によりཹ学した期間は，標準修業೥ݶにࢉೖする。

（学　　ٳ）

ୈ��৚　ٳ学期間は， ̍೥以಺とする。たͩし，ಛผの理由があるとೝめるときは，研究科௕は，ߋ

に̍೥を௒えないൣғにおいてٳ学期間のԆ௕をೝめることができる。当該Ԇ௕期間に係る期間がຬ

了した場合において，これをߋにԆ௕しようとするときも，同様とする。

。して，前期課程にあっては２೥，後期課程にあっては̏೥を௒えることはできないࢉ学期間は，通ٳ　２

̏　前２߲のن定にかかわらͣ̍೥履修コーεにあっては，ٳ学期間は̍೥以಺とし，Ԇ௕をೝめない。
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（୯位ͷत༩）

ୈ��৚　授業科目を履修し，試験に合格したऀには，所定の単位を与える。

２　試験は，චه試験，ޱ಄試問ຢは研究報ࠂ等によって行う。

（修士࿦จͷఏग़）

ୈ��৚　修士論文をఏ出しようとするऀは，ୈ��৚にن定する単位のうͪ��単位以্を修得していな

けれ͹ならない。

（博士࿦จͷఏग़）

ୈ��৚　博士論文をఏ出しようとするऀは，ୈ��৚にن定する単位のうͪ��単位以্を修得していな

けれ͹ならない。

（学位࿦จͷ৹ࠪٴͼ࠷ऴݧࢼ）

ୈ��৚　学位論文の審査及び最終試験については，神戸大学学位ن程（平成��೥݄̐̍೔੍定）及び

神戸大学学位ن程人間発達環境学研究科ࡉଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定）の定めるとこΖによる。

（੒੷ධՁج४）

ୈ��৚ͷ２　数学نଇୈ��৚の２にن定する成੷ධ価基準については，ผに定める。

（課程ͷ修ྃཁ݅）

ୈ��৚　前期課程の修了要件は，前期課程に２೥以্在学し，��単位以্を修得し，かつ，必要な研

究指導を受けた্，修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。たͩし，在学期間に関して

は，優れた業੷を্͛たऀについては，前期課程に̍೥以্在学すれ͹଍りるものとする。この場合

において，ୈ��৚のن定は適用しない。

２　̍೥履修コーεの修了要件は，前߲のن定にかかわらͣ同コーεに̍೥以্在学し，��単位以্を

修得し，かつ，必要な研究指導を受けた্，修士論文ຢはಛ定の課題についての研究の成Ռの審査及

び最終試験に合格することとする。

̏　後期課程の修了要件は，後期課程に̏೥以্在学し，��単位以্を修得し，かつ，必要な研究指導

を受けた্，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。たͩし，在学期間に関しては，優

れた研究業੷を্͛たऀについては，後期課程に̍೥（２೥ະຬの在学期間をもって修士課程，前期

課程ຢは専門職学位課程を修了したऀにあっては，当該在学期間をؚめて̏೥）以্在学すれ͹଍り

るものとする。この場合において，ୈ��৚のن定は適用しない。

̐　前߲̏の課程修了のೝ定は，教授会のٞをܦるものとする。

（௕期ʹΘͨΔ教育課程ͷཤ修）

ୈ��৚　前期課程の学生は，職業を有している等のࣄ情により，標準修業೥ݶを௒えてҰ定の期間に

わたりܭ画的に教育課程を履修し修了することをر๬するときは，研究科௕のڐՄを得て，そのܭ画

的な履修（以下「௕期履修」という。）を行うことができる。

２　௕期履修に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

（学位ͷत༩）

ୈ��৚　課程を修了したऀには，その課程に応じ，修士ຢは博士の学位を授与する。

２　前߲の学位を授与するに当たっては，次に͛ܝる専攻分野の໊শを෇هするものとする。

　　学術，教育学，理学
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（ಛผௌߨ学ੜ）

ୈ��৚　研究科と協定している他大学大学院の学生で，研究科のಛผௌߨ学生をئࢤするऀは，ผに

定めるとこΖにより，所ଐ大学院をܦ由して，研究科௕にئい出るものとする。

２　ಛผௌߨ学生の受ೖれの࣌期は，その履修しようとする授業科目が開ߨされる学期のॳめとし，ௌ

。期間とするߨ期間は，当該授業科目の開ߨ

（ಛผ研究学ੜ）

ୈ��৚　研究科と協定している他大学大学院の学生で，研究科においてಛผ研究学生として研究指導

を受けようとするऀは，ผに定めるとこΖにより，所ଐ大学院をܦ由して研究科௕にئい出るものと

する。

２　ಛผ研究学生の研究期間は，ݪଇとして̍೥を௒えないものとする。

（科໨౳ཤ修ੜ）

ୈ��৚　研究科において，ಛ定の授業科目を履修することをئࢤするऀがあるときは，教授会のٞを

。Մすることがあるڐて，科目等履修生としてೖ学をܦ

２　科目等履修生に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

（ௌ ߨ ੜ）

ୈ��৚　研究科において，ಛ定の授業科目をௌߨすることをئࢤするऀがあるときは，教授会のٞを

。Մすることがあるڐ生としてೖ学をߨて，ௌܦ

２　ௌߨ生に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

（研 究 ੜ）

ୈ��৚　研究科において，ಛ定の専門߲ࣄについて研究することをئࢤするऀがあるときは，教授会

のٞをܦて，研究生としてೖ学をڐՄすることがある。

２　研究生は，研究科担当の教һの指導の下に研究を行うものとする。

̏　研究生に関し必要な߲ࣄは，ผに定める。

（教һͷ໔ڐঢ়त༩ͷॴཁ֨ࢿͷऔಘ）

ୈ��৚　前期課程において教һの໔ڐ状授与の所要ࢿ格を取得しようとするऀは，教育職һ໔ڐ法（ত

和��೥法཯ୈ���߸）及び教育職һ໔ڐ法ࢪ行نଇ（ত和��೥文部লྩୈ��߸）に定める所要の単位

を修得しなけれ͹ならない。

２　前期課程において，所要ࢿ格を取得できる教һの໔ڐ状のछ類及び໔ڐ教科は，ผ表ୈ２のとおり

とする。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ��৚　このنଇに定めるものの΄か，このنଇの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研

究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

̍　このنଇは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。

２　このنଇࢪ行の際現に在学するऀ（以下「在学ऀ」という。）及びنଇࢪ行の೔以߱において在学

ऀのଐする೥次に࠶ೖ学するऀについては，վਖ਼後のผ表ୈ̍のن定にかかわらͣ，なお従前のྫに

よる。
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ผදୈ１　तۀ科໨ٴͼ୯位਺౳（ୈ��৚ؔ܎）

　˓　前期課程

　　ᾇ　人間発達専攻
授業科目 単位数 必修・બ୒のผ

ώューマンコミュニティ創成研究 " � બ୒

ώューマンコミュニティ創成研究 # � બ୒

ಛผ研究ᶗ � 必修

ಛผ研究ᶘ � 必修

̨̙̚研究 � � બ୒

̨̙̚研究 � � બ୒

ւ֎実習 " ̍ બ୒

ւ֎実習 # ２ બ୒

֎国語実習 � બ୒

άローόϧリαーチԋ習ᶗ ２ બ୒

人間発達総合研究ᶗʵ � � બ୒

人間発達ಛ論ᶗʵ � � બ୒

人間発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

人間発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ᶗʵ � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ᶗʵ � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ԋ習 � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ԋ習 � � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ᶗʵ �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ᶗʵ �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

発達োྟ֐চ学ಛ論ᶗ
（福ࢱ分野に関する理論と支ԉの展開） � બ୒

発達োྟ֐চ学ಛ論ԋ習 � બ୒

心理統ܭ法ಛ論 � બ୒

ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ �
（心理支ԉに関する理論と実践 �） � બ୒

ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ �
（心理支ԉに関する理論と実践 �） � બ୒

ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ �
（心理支ԉに関する理論と実践 �） � બ୒

ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ �
（心理支ԉに関する理論と実践 �） � બ୒
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ܳ術ྍ法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ܳ術ྍ法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ܳ術ྍ法ಛ論ԋ習 � � બ୒

ܳ術ྍ法ಛ論ԋ習 � � બ୒

ྟচ心理査定ԋ習 �
（心理的Ξηεϝンτに関する理論と実践 �） � બ୒

ྟচ心理査定ԋ習 �
（心理的Ξηεϝンτに関する理論と実践 �） � બ୒

ྟচ心理査定ԋ習 � � બ୒

ྟচ心理査定ԋ習 � � બ୒

ྟচ心理基礎実習 � � બ୒

ྟচ心理基礎実習 � � બ୒

心理実践実習ᶗ � બ୒

心理実践実習ᶘ � બ୒

ྟচ心理実習ᶗʵ � � બ୒

精神ҩ学ಛ論 �（保健ҩྍ分野に関する
理論と支ԉの展開 �） � બ୒

精神ҩ学ಛ論 �（保健ҩྍ分野に関する
理論と支ԉの展開 �） � બ୒

Πϝーδྟচಛ論 � � બ୒

Πϝーδྟচಛ論 � � બ୒

ྟচ心理実践ԋ習 " ʵ �
（福ࢱ分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ྟচ心理実践ԋ習 " ʵ �
（福ࢱ分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

健康行動科学ಛ論ᶗʵ �
（心の健康教育に関する理論と実践 �） � બ୒

健康行動科学ಛ論ᶗʵ �
（心の健康教育に関する理論と実践 �） � બ୒

健康行動科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

健康行動科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ᶗʵ �
（福ࢱ分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ᶗʵ �
（福ࢱ分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ԋ習 � � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ԋ習 � � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ᶗʵ � � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体ӡ動ॲ方ಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体ӡ動ॲ方ಛ論ᶗʵ � � બ୒
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身体ӡ動ॲ方ಛ論ԋ習 � � બ୒

身体ӡ動ॲ方ಛ論ԋ習 � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ԋ習 � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ԋ習 � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ԋ習 � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ԋ習 � � બ୒

身体シεテムಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体シεテムಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体シεテムಛ論ԋ習 � � બ୒

身体シεテムಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπόΠΦϝΧニクεಛ論 � � બ୒

εポーπόΠΦϝΧニクεಛ論 � � બ୒

εポーπόΠΦϝΧニクεಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπόΠΦϝΧニクεಛ論ԋ習 � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ᶗʵ � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ᶗʵ � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ԋ習 � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ԋ習 � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ �
（Ո଒関係・ूஂ・地域社会における心理
支ԉに関する理論と実践 �）

� બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ �
（Ո଒関係・ूஂ・地域社会における心理
支ԉに関する理論と実践 �）

� બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ԋ習 � � બ୒
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ྟচ心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ྟচ心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ྟচ心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ྟচ心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ྟচࣇಐ心理学ಛ論 �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ྟচࣇಐ心理学ಛ論 �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ྟচࣇಐ心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ྟচࣇಐ心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

実験社会心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

実験社会心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

実験社会心理学ಛ論ԋ習ᶗʵ � � બ୒

実験社会心理学ಛ論ԋ習ᶗʵ � � બ୒

教育ྟচಛ論 �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

教育ྟচಛ論 �
（教育分野に関する理論と支ԉの展開 �） � બ୒

ྟচ心理実践ԋ習 # 	 地域福ࢱ 
 ʵ � � બ୒

ྟচ心理実践ԋ習 # 	 地域福ࢱ 
 ʵ � � બ୒

健康教育学ಛ論ᶗʵ "
（心の健康教育に関する理論と実践 �） � બ୒

健康教育学ಛ論ᶗʵ #
（心の健康教育に関する理論と実践 �） � બ୒

健康教育学ಛ論ԋ習 " � બ୒

健康教育学ಛ論ԋ習 # � બ୒

心理ྍ法（ௌ֮ো֐等）� � બ୒

心理ྍ法（ௌ֮ো֐等）� � બ୒

ྟচ人間関係（知的ো֐等）� � બ୒

ྟচ人間関係（知的ো֐等）� � બ୒

ྟচ人間関係（知的ো֐等）ԋ習 � � બ୒

ྟচ人間関係（知的ো֐等）ԋ習 � � બ୒

知的োྟ֐চ学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

知的োྟ֐চ学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

࢘法・൜ࡑ分野に関する理論と支ԉの展開 � બ୒

業・࿑働分野に関する理論と支ԉの展開࢈ � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ԋ習ᶗʵ � � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ԋ習ᶗʵ � � બ୒
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感性研究ಛ論ᶗʵ � � બ୒

感性研究ಛ論ᶗʵ � � બ୒

感性研究ಛ論ԋ習 � � બ୒

感性研究ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ԋ習 � � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ᶗʵ " � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ᶗʵ # � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ԋ習 " � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ԋ習 # � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ԋ習 � � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ԋ習 � � બ୒

デβΠンಛ論 *ʵ" � બ୒

デβΠンಛ論 *ʵ# � બ୒

デβΠンಛ論ԋ習 " � બ୒

デβΠンಛ論ԋ習 # � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ᶗʵ � � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ᶗʵ � � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ԋ習 � � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ԋ習 � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ᶗʵ � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ԋ習 � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָ科教育ಛ論 � � બ୒

Իָ科教育ಛ論 � � બ୒

Իָ科教育ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָ科教育ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָຽ଒学ಛ論ᶗʵ " � બ୒

Իָຽ଒学ಛ論ᶗʵ # � બ୒

P075-165-2026.indd   86 2026/03/24   15:44:35



― �� ―

Իָຽ଒学ಛ論ԋ習 " � બ୒

Իָຽ଒学ಛ論ԋ習 # � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ᶗʵ � � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ԋ習 � � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ԋ習 � � બ୒

ύϑΥーマンε科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ύϑΥーマンε科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ύϑΥーマンε科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ύϑΥーマンε科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ԋ習 � � બ୒

行動適応ಛ論ᶗʵ � � બ୒

行動適応ಛ論ᶗʵ � � બ୒

行動適応ಛ論ԋ習 � � બ୒

行動適応ಛ論ԋ習 � � બ୒

社会関係適応ಛ論ᶗʵ � � બ୒

社会関係適応ಛ論ᶗʵ � � બ୒

社会関係適応ಛ論ԋ習 � � બ୒

社会関係適応ಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ᶗʵ � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ᶗʵ � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπ指導法ಛ論 � � બ୒

εポーπ指導法ಛ論 � � બ୒

εポーπ指導法ಛ論ԋ習 � � બ୒

εポーπ指導法ಛ論ԋ習 � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ᶗʵ � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ᶗʵ � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ԋ習 � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ԋ習 � � બ୒
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健康行動加ྸಛ論ᶗʵ � � બ୒

健康行動加ྸಛ論ᶗʵ � � બ୒

健康行動加ྸಛ論ԋ習 � � બ୒

健康行動加ྸಛ論ԋ習 � � બ୒

生֔学習支ԉಛ論ᶗʵ � � બ୒

生֔学習支ԉಛ論ᶗʵ � � બ୒

Τンύワϝンτ支ԉಛ論ᶗʵ � � બ୒

Τンύワϝンτ支ԉಛ論ᶗʵ � � બ୒

δΣンμー文化学習ಛ論ᶗʵ � � બ୒

δΣンμー文化学習ಛ論ᶗʵ � � બ୒

社会教育・αーϏεϥーニンά支ԉ論 � � બ୒

社会教育・αーϏεϥーニンά支ԉ論 � � બ୒

δΣンμー・コミュニティ支ԉ論 � � બ୒

δΣンμー・コミュニティ支ԉ論 � � બ୒

Πンクϧーシϰ社会支ԉ論 � � બ୒

Πンクϧーシϰ社会支ԉ論 � � બ୒

発達支ԉ実地ԋ習ᶗʵ � � બ୒

発達支ԉ実地ԋ習ᶗʵ � � બ୒

発達支ԉ実地ԋ習ᶘʵ � � બ୒

発達支ԉ実地ԋ習ᶘʵ � � બ୒

発達支ԉٕ術論 � � બ୒

発達支ԉٕ術論 � � બ୒

αΠΤンε・コミュニケーション論 � � બ୒

αΠΤンε・コミュニケーション論 � � બ୒

Ͳも・ϔϧシーϥΠϑ支ԉಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

Ͳも・ϔϧシーϥΠϑ支ԉಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ԋ習ࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ԋ習ࢠ � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ᶗʵ � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ԋ習 � � બ୒

教育੍度ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育੍度ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育੍度ಛ論ԋ習 � � બ୒

教育੍度ಛ論ԋ習 � � બ୒
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教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教ࢣ教育学ಛ論ԋ習 � � બ୒

教ࢣ教育学ಛ論ԋ習 � � બ୒

教育方法学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育方法学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

教育方法学ಛ論ԋ習 � � બ୒

教育方法学ಛ論ԋ習 � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ᶗʵ � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ᶗʵ � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ԋ習 � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ԋ習 � � બ୒

科学教育ݪ理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

科学教育ݪ理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

科学教育ݪ理ಛ論ԋ習 � � બ୒

科学教育ݪ理ಛ論ԋ習 � � બ୒

表現ಛ論ᶗʵܗಐ造ࣇ � � બ୒

表現ಛ論ᶗʵܗಐ造ࣇ � � બ୒

表現ಛ論ԋ習ܗಐ造ࣇ � � બ୒

表現ಛ論ԋ習ܗಐ造ࣇ � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ԋ習 � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ԋ習 � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ԋ習 � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ԋ習 � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ᶗʵ � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ᶗʵ � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ԋ習 � � બ୒

ಐ文学表現ಛ論ᶗʵࣇ � � બ୒

ಐ文学表現ಛ論ᶗʵࣇ � � બ୒
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ಐ文学表現ಛ論ԋ習ࣇ � � બ୒

ಐ文学表現ಛ論ԋ習ࣇ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ᶗʵࢠ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ԋ習ࢠ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ԋ習ࢠ � � બ୒

　　ᾈ　人間環境学専攻
授業科目 単位数 必修・બ୒のผ

ώューマンコミュニティ創成研究 " � બ୒

ώューマンコミュニティ創成研究 # � બ୒

ಛผ研究ᶗ � 必修

ಛผ研究ᶘ � 必修

̨̙̚研究 � � બ୒

̨̙̚研究 � � બ୒

ւ֎実習 " � બ୒

ւ֎実習 # � બ୒

֎国語実習 � બ୒

άローόϧリαーチԋ習ᶗ � બ୒

自然環境ઌ୺科学̖ � બ୒

自然環境ઌ୺科学̗ � બ୒

αΠΤンεコミュニケーションԋ習 � બ୒

Πンλーンシοプᶗ̖ � બ୒

Πンλーンシοプᶗ̗ � બ୒

Πンλーンシοプᶗ̘ � બ୒

環境基礎෺質科学̖ʵ � � બ୒

環境基礎෺質科学̖ʵ � � બ୒

環境基礎෺質科学̗ʵ � � બ୒

環境基礎෺質科学̗ʵ � � બ୒

環境基礎෺質科学̘ʵ � � બ୒

環境基礎෺質科学̘ʵ � � બ୒

環境基礎生໋科学̖ʵ � � બ୒

環境基礎生໋科学̖ʵ � � બ୒

環境基礎生໋科学̗ʵ � � બ୒

環境基礎生໋科学̗ʵ � � બ୒
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環境分ࢠ生໋科学ಛ論 � � બ୒

環境分ࢠ生໋科学ಛ論 � � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

২෺多様性ಛ論ᶗʵ � � બ୒

২෺多様性ಛ論ᶗʵ � � બ୒

২෺多様性ಛ論ԋ習 � � બ୒

২෺多様性ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境適応科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境適応科学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境適応科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境適応科学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ᶗʵ " � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ᶗʵ # � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ԋ習 " � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ԋ習 # � બ୒

環境地球化学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境地球化学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境地球化学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境地球化学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境地質学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境地質学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境地質学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境地質学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ඇઢܗ෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ඇઢܗ෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Ӊ஦環境෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

Ӊ஦環境෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

࿭੕環境෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

࿭੕環境෺理学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ԋ習 � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ԋ習 � � બ୒
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௒分ࢠ化学ಛ論 � � બ୒

௒分ࢠ化学ಛ論 � � બ୒

௒分ࢠ化学ಛ論ԋ習 � � બ୒

௒分ࢠ化学ಛ論ԋ習 � � બ୒

ຽ科学研究ಛ論ᶗʵࢢ � � બ୒

ຽ科学研究ಛ論ᶗʵࢢ � � બ୒

統ܭ解析ಛ論 � � બ୒

統ܭ解析ಛ論 � � બ୒

統ܭ解析ಛ論ԋ習 � � બ୒

統ܭ解析ಛ論ԋ習 � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ᶗʵ � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ᶗʵ � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ԋ習 � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ԋ習 � � બ୒

情報数理方法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

情報数理方法ಛ論ᶗʵ � � બ୒

情報数理方法ಛ論ԋ習 � � બ୒

情報数理方法ಛ論ԋ習 � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ԋ習 � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ԋ習 � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ᶗʵ � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ԋ習 � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ԋ習 � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ԋ習 � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ԋ習 � � બ୒

応用τポロδーಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用τポロδーಛ論ᶗʵ � � બ୒

応用τポロδーಛ論ԋ習 � � બ୒

応用τポロδーಛ論ԋ習 � � બ୒

২෺環境学ಛ論ᶗʵ " � બ୒

২෺環境学ಛ論ᶗʵ # � બ୒

২෺環境学ಛ論ԋ習 " � બ୒

২෺環境学ಛ論ԋ習 # � બ୒
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৯環境学ಛ論ᶗʵ " � બ୒

৯環境学ಛ論ᶗʵ # � બ୒

৯環境学ಛ論ԋ習 " � બ୒

৯環境学ಛ論ԋ習 # � બ୒

ҥ環境ಛ論ᶗʵ " � બ୒

ҥ環境ಛ論ᶗʵ # � બ୒

ҥ環境ಛ論ԋ習 " � બ୒

ҥ環境ಛ論ԋ習 # � બ୒

能ಛ論ᶗʵػ応用ࢠి " � બ୒

能ಛ論ᶗʵػ応用ࢠి # � બ୒

能ಛ論ԋ習ػ応用ࢠి " � બ୒

能ಛ論ԋ習ػ応用ࢠి # � બ୒

生活環境共生ಛ論ᶗʵ " � બ୒

生活環境共生ಛ論ᶗʵ # � બ୒

生活環境共生ಛ論ԋ習 " � બ୒

生活環境共生ಛ論ԋ習 # � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ᶗʵ " � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ᶗʵ # � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ԋ習 " � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ԋ習 # � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ᶗʵ " � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ᶗʵ # � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ԋ習 " � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ԋ習 # � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ᶗʵ � � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ᶗʵ � � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ԋ習 " � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ԋ習 # � બ୒

健康環境科学ಛ論ᶗʵ " � બ୒

健康環境科学ಛ論ᶗʵ # � બ୒

健康環境科学ಛ論ԋ習 " � બ୒

健康環境科学ಛ論ԋ習 # � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ᶗʵ " � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ᶗʵ # � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ԋ習 " � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ԋ習 # � બ୒

ཬࢁ共生実践ಛ論ᶗʵ " � બ୒

ཬࢁ共生実践ಛ論ᶗʵ # � બ୒
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ཬࢁ共生実践ಛ論ԋ習 " � બ୒

ཬࢁ共生実践ಛ論ԋ習 # � બ୒

造ಛ論ᶗʵߏ業社会࢈ " � બ୒

造ಛ論ᶗʵߏ業社会࢈ # � બ୒

造ಛ論ԋ習ߏ業社会࢈ " � બ୒

造ಛ論ԋ習ߏ業社会࢈ # � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ᶗʵ " � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ᶗʵ # � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ԋ習 " � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ԋ習 # � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ᶗʵ " � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ᶗʵ # � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ԋ習 " � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ԋ習 # � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ᶗʵ " � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ᶗʵ # � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ԋ習 " � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ԋ習 # � બ୒

社会ม動ಛ論ᶗʵ " � બ୒

社会ม動ಛ論ᶗʵ # � બ୒

社会ม動ಛ論ԋ習 " � બ୒

社会ม動ಛ論ԋ習 # � બ୒

࿑働社会論ಛ論ᶗʵ " � બ୒

࿑働社会論ಛ論ᶗʵ # � બ୒

࿑働社会論ಛ論ԋ習 " � બ୒

࿑働社会論ಛ論ԋ習 # � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ " � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ # � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 " � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 # � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ᶗʵ " � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ᶗʵ # � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ԋ習 " � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ԋ習 # � બ୒
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　˓　後期課程

　　ᾇ　人間発達専攻
授業科目໊ 単位数 必修・બ୒のผ

ಛผ研究ᶙ � 必修

ಛผ研究ᶚ � 必修

教育能力養成ԋ習 � બ୒

ւ֎実習 " � બ୒

ւ֎実習 # � બ୒

֎国語実習 � બ୒

άローόϧリαーチԋ習ᶘ � બ୒

人間発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

人間発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ᶘʵ � � બ୒

自ܗݾ成ಛ論ᶘʵ � � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

発達ো֐心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

発達ো֐支ԉ学ಛ論 � � બ୒

発達ো֐支ԉ学ಛ論 � � બ୒

ܳ術ྍ法ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ܳ術ྍ法ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理ݕ査ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理ݕ査ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理実習ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理実習ᶘʵ � � બ୒

健康行動科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

健康行動科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

ೝ知行動支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ᶘʵ � � બ୒

現୅ֆ画ಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体ӡ動ॲ方ಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体ӡ動ॲ方ಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体ػ能調અಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体コンディショニンάಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体シεテムಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体シεテムಛ論ᶘʵ � � બ୒
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身体ӡ動ٕ術ಛ論 � � બ୒

身体ӡ動ٕ術ಛ論 � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

応用身体ӡ動科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ᶘʵ � � બ୒

ニューロϝΧニクεಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育発達心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ人間関係学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ྟচ心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

健康教育学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

健康教育学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

実験社会心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

実験社会心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

感性研究ಛ論ᶘʵ � � બ୒

感性研究ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָྍ法ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ᶘʵ " � બ୒

ϑΝοション文化ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ϝディΞ情報社会ಛ論ᶘʵ � � બ୒

デβΠンಛ論ᶘʵ " � બ୒

デβΠンಛ論ᶘʵ # � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ᶘʵ � � બ୒

෣གྷ表現ಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ᶘʵ � � બ୒

身体性・創造性ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָ文化࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָຽ଒学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

Իָຽ଒学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ᶘʵ � � બ୒

Իָ・ԻڹデβΠンಛ論ᶘʵ � � બ୒
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ύϑΥーマンε科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ύϑΥーマンε科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ӡ動心理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

行動適応ಛ論ᶘʵ � � બ୒

行動適応ಛ論ᶘʵ � � બ୒

社会関係適応ಛ論ᶘʵ � � બ୒

社会関係適応ಛ論ᶘʵ � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ᶘʵ � � બ୒

εポーπδΣロンτロδーಛ論ᶘʵ � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

εポーπ文化࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ᶘʵ � � બ୒

ΤΠδンάಛ論ᶘʵ � � બ୒

健康行動加ྸಛ論ᶘʵ � � બ୒

健康行動加ྸಛ論ᶘʵ � � બ୒

生֔学習支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

生֔学習支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

Τンύワϝンτ支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

Τンύワϝンτ支ԉಛ論ᶘʵ � � બ୒

δΣンμー文化学習ಛ論ᶘʵ � � બ୒

δΣンμー文化学習ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Ͳも・ϔϧシーϥΠϑ支ԉಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

Ͳも・ϔϧシーϥΠϑ支ԉಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

Ͳも身体ӡ動・表現ಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

੢༸教育࢙ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育੍度ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育੍度ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教ࢣ教育学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教ࢣ教育学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育方法学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

教育方法学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ᶘʵ � � બ୒

社会ೝ識教育಺容ಛ論ᶘʵ � � બ୒
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科学教育ݪ理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

科学教育ݪ理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

表現ಛ論ᶘʵܗಐ造ࣇ � � બ୒

表現ಛ論ᶘʵܗಐ造ࣇ � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Ոఉ保育ಛ論ᶘʵ � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

数理ೝ識発達ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ಐ文学表現ಛ論ᶘʵࣇ � � બ୒

ಐ文学表現ಛ論ᶘʵࣇ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

ͲもԻָ表現ಛ論ᶘʵࢠ � � બ୒

　　ᾈ　人間環境学専攻
授業科目໊ 単位数 必修・બ୒のผ

ಛผ研究ᶙ � 必修

ಛผ研究ᶚ � 必修

教育能力養成ԋ習 � બ୒

ւ֎実習 " � બ୒

ւ֎実習 # � બ୒

֎国語実習 � બ୒

άローόϧリαーチԋ習ᶘ � બ୒

Πンλーンシοプᶘ " � બ୒

Πンλーンシοプᶘ # � બ୒

Πンλーンシοプᶘ $ � બ୒

δョϒܕ研究Πンλーンシοプᶘ " � બ୒

δョϒܕ研究Πンλーンシοプᶘ # � બ୒

δョϒܕ研究Πンλーンシοプᶘ $ � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境ޫ合成科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

২෺多様性ಛ論ᶘʵ � � બ୒

২෺多様性ಛ論ᶘʵ � � બ୒
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環境地球化学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境地球化学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境地質学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境地質学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境有ػ化学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ᶘʵ " � બ୒

環境όΠΦテクϊロδーಛ論ᶘʵ # � બ୒

生体௒分ࢠ化学ಛ論 � � બ୒

生体௒分ࢠ化学ಛ論 � � બ୒

環境適応科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

環境適応科学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ඇઢܗ෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ඇઢܗ෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Ӊ஦環境෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

Ӊ஦環境෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

࿭੕環境෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

࿭੕環境෺理学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ຽ科学研究ಛ論ᶘʵࢢ � � બ୒

ຽ科学研究ಛ論ᶘʵࢢ � � બ୒

応用統ܭ解析ಛ論 � � બ୒

応用統ܭ解析ಛ論 � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ᶘʵ � � બ୒

統ܭ推ଌಛ論ᶘʵ � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

ඇઢܗ数理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

数ࣜॲ理ಛ論ᶘʵ � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

応用زԿ学ಛ論ᶘʵ � � બ୒

応用τポロδーಛ論ᶘʵ � � બ୒

応用τポロδーಛ論ᶘʵ � � બ୒

২෺環境学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

২෺環境学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

৯環境学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

৯環境学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ҥ環境ಛ論ᶘʵ " � બ୒

ҥ環境ಛ論ᶘʵ # � બ୒
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能ಛ論ᶘʵػ応用ࢠి " � બ୒

能ಛ論ᶘʵػ応用ࢠి # � બ୒

生活環境共生ಛ論ᶘʵ " � બ୒

生活環境共生ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ᶘʵ " � બ୒

ϥΠϑελΠϧಛ論ᶘʵ # � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ᶘʵ " � બ୒

環境ࡁܦ・੓ࡦಛ論ᶘʵ # � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ᶘʵ � � બ୒

౎ࢢ生ଶಛ論ᶘʵ � � બ୒

健康環境科学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

健康環境科学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ᶘʵ " � બ୒

ཬࢁ環境学ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ཬࢁ共生実践ಛ論ᶘʵ " � બ୒

ཬࢁ共生実践ಛ論ᶘʵ # � બ୒

造ಛ論ᶘʵߏ業社会࢈ " � બ୒

造ಛ論ᶘʵߏ業社会࢈ # � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ᶘʵ " � બ୒

౎ࢢ地域ߏ造ಛ論ᶘʵ # � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ᶘʵ " � બ୒

೶ଜ地域ߏ造ಛ論ᶘʵ # � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ᶘʵ " � બ୒

国際社会ߏ造ಛ論ᶘʵ # � બ୒

࿑働社会論ಛ論ᶘʵ " � બ୒

࿑働社会論ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ᶘʵ " � બ୒

ൺֱ社会ൣنಛ論ᶘʵ # � બ୒

大ؾ環境科学ಛ論 " � બ୒

大ؾ環境科学ಛ論 # � બ୒

生෺地球化学ಛ論 " � બ୒

生෺地球化学ಛ論 # � બ୒

環境ετϨε科学ಛ論 " � બ୒

環境ετϨε科学ಛ論 # � બ୒

生体環境ઌ୺ܭଌಛ論 " � બ୒

生体環境ઌ୺ܭଌಛ論 # � બ୒
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ઌ୺健康ҩ޻学ಛ論 " � બ୒

ઌ୺健康ҩ޻学ಛ論 # � બ୒

ઌ୺ࡉ๔生෺学ಛ論 " � બ୒

ઌ୺ࡉ๔生෺学ಛ論 # � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ᶘʵ " � બ୒

社会環境思想࢙ಛ論ᶘʵ # � બ୒

ผදୈ２　औಘͰ͖Δ教һͷ໔ڐঢ়ͷछྨٴͼ໔ڐ教科（ୈ��৚ؔ܎）

専　　　　攻 ໔ ڐ 状 の छ 類 ໔　ڐ　教　科

人間発達専攻

ಛผ支ԉ学ߍ教་専修໔ڐ状

༮ஓԂ教་専修໔ڐ状

খ学ߍ教་専修໔ڐ状

த学ߍ教་専修໔ڐ状 保健体育，Իָ，ඒ術

高等学ߍ教་専修໔ڐ状 保健体育，Իָ，ඒ術

人間環境学専攻
த学ߍ教་専修໔ڐ状 理科，数学，Ոఉ，社会

高等学ߍ教་専修໔ڐ状 理科，数学，Ոఉ，ެຽ
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ʤ人間発達環境学研究科ͷतۀ科໨֓ཁʥ

　人間発達環境学研究科は，人間の発達及びそれを取り巻く環境に関わる基礎的並びに応用的・実践的

な教育研究活動に参加し，これを推進する指導的役割を担える高度な専門的能力を有する人材の養成を

目指す。その教育プロάϥムは，個々の学生が，本研究科在学தのあらΏるػ会をとおして身につける

知識・εΩϧ・能力・ࢿ質の֫得と，それらの自ݾ開発力の֫得とを，τーλϧにプロデューεし支ԉ

していく組織的な活動の総体を指す。

˓前期課程

１�ɽ研究科શମʹؔΘΔಛ௃

　ᾇ　研究科共通科目「ώューマンコミュニティ創成研究̖」，「ώューマンコミュニティ創成研究̗」，

　　　「άローόϧリαーチԋ習ᶗ」

　　　研究科の学問的ΞΠデンティティをҡ࣋発展さͤるために，研究科共通科目「ώューマンコミュ

ニティ創成研究̖」，「ώューマンコミュニティ創成研究̗」をおく。そこで，人間的な社会の創造

を目指し，地域，行੓，企業，/10，/(0，ࢢຽと連ܞしつつ，人間の発達と発達を支える環境

についてݪ理的，実践的に研究する活動を学Ϳ。

　　　高い専門性をもった協同ܕάローόϧ人材育成のために，研究科共通科目「άローόϧリαーチ

ԋ習ᶗ」をおく。そこで，ւ֎や国಺の国際的な学会・研究会・ελディーπΞーへの参加，また，

学術 8&&,4 なͲで国際的な活動を企画し，専門性の高いάローόϧ実践力を身につける。

　ᾈ　専門科目

　　　専門科目は，研究課題に応じて，基礎科目（ಛ論ᶗなͲ），展開科目（ԋ習なͲ），関連科目のੵ

み্͛方ࣜでฤ成されており，個々の問題意識にଈした専門的力ྔのܗ成を支ԉする。

　ᾉ　「ಛผ研究」

　　　論文࡞成能力をはじめとする専門的力ྔのܗ成を個ผに支ԉするため，「ಛผ研究ᶗ」及び「ಛ

ผ研究ᶘ」（各̐ 単位・必修）をおく。

　　・「ಛผ研究ᶗ」（ ̍೥次対৅）

　　　　ઌ行研究に精通するための文献調査法，ࢿྉऩू法，実験方法，ϑィーϧυワークのٕ法，Ξ

クション・リαーチのٕ法なͲ，研究に必要な基本的ख法を修得し，研究能力の基礎を固める。

　　・「ಛผ研究ᶘ」（ ２೥次対৅）

　　　　ϑィーϧυワーク，ワークショοプ，プロδΣクτ研究，࡞඼展なͲ研究の実際場面に関わり，

研究の実際的ख法を修得する。

　ᾊ　複数指導体੍

　　　修士論文等の指導は， � ໊の指導教һがあたり，教һ間の໖密な協ٞに基づき多面的な研究指導

を行う。

　ᾋ　後期課程進学ࢤ๬ऀへの対応

　　　ಛに後期課程進学ࢤ๬ऀについては，個ผの研究指導等をとおして � ೥次での学会参加， � ೥次

での学会発表を行うよう促す。
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　ᾌ　社会人基礎力の育成

　　　専攻や研究ࣨのϨϕϧで実ࢪされる諸活動や本研究科ෟଐ研究ࢪ設「発達支ԉΠンεティテュー

τ」と連ܞしたਖ਼課֎活動をとおして，実践的な研究に主体的に関わる高度専門職業人としての社

会人基礎力を育成する。

　ᾍ　社会人学生への対応

　　　社会人学生については，௕期履修੍度がある。また，大学院設ஔ基準ୈ��৚に定める教育方法の

ಛྫを実ࢪする。

２�ɽ人間発達専攻ʹؔΘΔಛ௃

　ᾇ　ྟচ心理学コーε

　　　ެೝ心理ࢣの養成を目的とするコーε。ެೝ心理ࢣΧリΩュϥムに対応した授業科目と本研究科

ෟଐ研究ࢪ設「発達支ԉΠンεティテューτ」にஔかれた「心理教育૬ஊࣨ」ならびに学֎実習ࢪ

設での実習を通して専門的力ྔをܗ成する。

　ᾈ　̍೥履修コーε

　　　実践的஝ੵがある社会人の࠶教育を目的とするコーε。本研究科ෟଐ研究ࢪ設「発達支ԉΠンε

ティテューτ」にஔかれた「ώューマン・コミュニティ創成研究ηンλー」「のびやかεϖーεあー

ͪ」等をར用して実践にଈ応した研究能力を࣎養する。

˓後期課程

１�ɽ研究科શମʹؔΘΔಛ௃

　ᾇ　研究科共通科目「άローόϧリαーチԋ習ᶘ」

　　　高い専門性をもった協同ܕάローόϧ人材育成のために，研究科共通科目「άローόϧリαーチ

ԋ習ᶘ」をおく。そこで，ւ֎や国಺の国際的な学会・研究会・ελディーπΞーへの参加，ま

た，学術 8&&,4 なͲで国際的な活動を企画し，専門性の高いάローόϧ実践力を身につける。

　ᾈ　専門科目

　　　専門科目は，後期課程 � ೥次に高度化科目（ಛ論ᶘ）を履修する。なお，後期課程からのೖ学

ऀについては，指導教һと૬ஊの্，研究科共通科目や基礎科目（ಛ論ᶗなͲ）等をௌߨすること

が๬まれる。

　ᾉ　「ಛผ研究」

　　　論文࡞成能力をはじめとする専門力ྔのܗ成を個ผに支ԉするため，「ಛผ研究ᶙ」及び「ಛผ

研究ᶚ」（各̐単位・必修）をおく。

　　・「ಛผ研究ᶙ」（ � ೥次対৅）

　　　　研究を深化さͤるため，文献解題，ϨϏュー論文の࡞成なͲをとおして，国಺֎の研究状況を

把握するための能力の発展を目指す。
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　　・「ಛผ研究ᶚ」（ ２೥次対৅）

　　　　ϑィーϧυワーク，ワークショοプ，研究会，学会，プロδΣクτ研究なͲの企画，ӡӦに参

画し，研究を組織化する方法を学習する。

　ᾊ　複数指導体੍

　　　前期課程，後期課程の̑೥間でԁ׈に博士論文を࡞成できるようにするため，໊̏の指導教һに

よる体ܥ的な論文࡞成指導シεテム（基礎論文，༧උ審査論文，த間発表，ެ開最終試験）が準උ

される。また，後期課程においては，学会発表，学会ࢽ論文౤ߘ，研究අ֫得のためのプロポーβ

ϧࣥච等に関するきめࡉかい支ԉが行われる。

　ᾋ　「教育能力養成ԋ習」

　　　大学教һを目指す学生は，学部の教育実習に૬当する科目「教育能力養成ԋ習」の履修により，

実践的な教育力が開発される。

　　・「教育能力養成ԋ習」（２単位・બ୒）

　　　　大学教һとしての教育能力・教育ࢿ質の開発を目指し，指導教һの指導؂ಜのもとで，専門領

域の基礎的಺容を取りѻう学部のٛߨ科目をͻとつとりあ͛，その科目の「目標，シϥόε，授

業಺容，ධ価ख法」を設ܭし，そのなかの � ճ分程度を，実際の学部生を対৅にして「໛ٖ授業」

を実ࢪする。指導教һ，受ߨ学生，本人によるࡾछ類の授業ධ価を実ࢪし，大学の授業づくりを

体得する。
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２　神戸大学学位ن程人間発達環境学研究科ࡉଇ

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このࡉଇは，神戸大学学位ن程（平成��೥݄̐̍೔੍定。以下「ن程」という。）ୈ��৚のن

定に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）においてن程のࢪ行

に必要な߲ࣄを定めるものとする。

（修士࿦จٴͼಛఆͷ課୊ʹ͍ͭͯͷ研究ͷ੒Ռͷఏग़）

ୈ２৚　ن程ୈ̓৚ୈ߲̍にن定する修士論文のఏ出期ݶは， ݄̍��೔とする。たͩし，指導教һのೝ

める理由により期ݶまでに修士論文をఏ出しなかったऀ及び論文審査に合格しなかったऀは，次೥度

の݄̓��೔までに修士論文をఏ出することができる。

２　人間発達専攻 � ೥履修コーεにおける修士論文及びಛ定の課題についての研究の成Ռのఏ出期ݶ

は， ２݄��೔及び݄̔��೔とする。

̏　修士論文ຢはಛ定の課題についての研究の成Ռ（以下「修士論文等」という。）をఏ出しようとす

るऀは，前２߲にن定する修士論文等ఏ出期ݶの݄̏前までに，指導教һの承ೝをܦて，修士論文等

の題目を神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕にಧけ出なけれ͹ならない。

（博士࿦จͷఏग़）

ୈ̏৚　ن程ୈ̓৚ୈ߲̍にن定する博士論文のఏ出期ݶは， ݄̏修了༧定ऀにあっては݄̍��೔， ̕

݄修了༧定ऀにあっては݄̓��೔とする。

。定する学位論文は，ਵ࣌ఏ出することができるن程ୈ��৚ୈ߲̍及びୈ��৚ୈ߲̍にن　２

（修士࿦จͷ৹ࠪҕһ）

ୈ̐৚　ن程ୈ̔৚ୈ２߲及びୈ߲̏にن定する修士論文（ಛ定の課題についての研究の成Ռをؚむ。）

の審査ҕһは，指導教һをؚめ̏人とする。

（博士࿦จͷ༧උ৹ࠪҕһձ౳）

ୈ̑৚　ن程ୈ̓৚ୈ߲̍にن定する博士論文の࡞成能力を問うために，༧උ審査ҕһ会をஔく。

定する学位のਃ੥があったときは，当該論文を学௕にن程ୈ��৚ୈ߲̍にن程ୈ��৚ୈ߲̍及びن　２

進達すべきか൱かをݕ౼するために，಺ݟҕһ会をஔく。

̏　༧උ審査ҕһ会及び಺ݟҕһ会に関することは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以

下「教授会」という。）がผに定める。

（博士࿦จͷ৹ࠪҕһ）

ୈ̒৚　ن程ୈ̔৚ୈ߲̍及びୈ߲̏にن定する博士論文の審査ҕһは，指導教һをؚめ̑人とする。

。定する博士論文の審査ҕһは， ̑人とするن程ୈ��৚ୈ߲̍にن程ୈ��৚ୈ߲̍及びن　２

̏　教授会において審査のため必要があるとೝめるときは，前߲にن定する審査ҕһに次の各߸に͛ܝ

るऀをॆてることができる。

　ᾇ　研究科の।教授

　ᾈ　本学の他の研究科の教授ຢは।教授

　ᾉ　他大学の大学院ຢは研究所等の教授ຢは।教授等
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（修士࿦จ౳ͷ࠷ऴݧࢼ）

ୈ̓৚　修士論文等の最終試験は， ２݄��೔まで（̍೥履修コーεについては２݄຤೔まで）に行う。

たͩし，ୈ２৚ୈ߲̍たͩしॻきのن定ຢはୈ２߲のن定（ఏ出期ݶを݄̔��೔とする場合にݶる。）

により，修士論文等をఏ出したऀについては，݄̔தに行う。

（博士࿦จͷ࠷ऴٴݧࢼͼݧࢼ）

ୈ̔৚　博士論文の審査ҕһは，博士論文をத心として，これに関連ある科目について，ޱ಄による最

終試験ຢはن程ୈ̕৚ୈ߲̍にن定する試験（以下「試験」という。）を行う。

２　審査ҕһが必要とೝめた場合は，ච౴による最終試験ຢは試験を行うことがある。

̏　最終試験ຢは試験は，ݪଇとして論文審査終了後݄̍以಺に行うものとする。

̐　ୈ߲̍にن定する最終試験ຢは試験は，ݪଇとしてެ開するものとする。

（໰ҕһࢼ）

ୈ̕৚　ن程ୈ��৚ୈ２߲にن定する試問（以下「試問」という。）を行う場合は，教授会において教

授のうͪから̑人の試問ҕһをબ出する。

２　前߲の場合において，教授会が必要があるとೝめるときは，教授以֎のऀにも試問をҕ৤すること

ができる。

̏　試問ҕһは，審査ҕһと同Ұ人であることを๦͛ない。

（໰ͷൣғ౳ࢼ）

ୈ��৚　試問のൣғその他試問に関することは，教授会のٞをܦて，ผに定める。

（৹ࠪ݁Ռ౳ͷใࠂ）

ୈ��৚　審査ҕһは，修士論文等ຢは博士論文の審査݁Ռ及び最終試験ຢは試験の݁Ռを教授会に報

。しなけれ͹ならないࠂ

２　試問ҕһは，試問の݁Ռを教授会に報ࠂしなけれ͹ならない。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ��৚　このࡉଇに定めるものの΄か，このࡉଇの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研

究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このࡉଇは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̏　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科学位࿦จධՁج४

　神戸大学大学院人間発達環境学研究科は，学位論文について，研究科のディプロマ・ポリシーに基づ

き，以下の基準により総合的にධ価する。

（修士࿦จͷධՁج४）

　人間発達環境学研究科における修士論文の審査は，以下の基準に基づいて行う。

̍ɽ研究಺容が新しい知ݟをఏڙしている。

２ɽ当該専攻分野において専門的な価値を有する。

̏ɽ論文の݁論が根ڌをもってཪづけられている。

̐ɽ論ࢫが໌֬であり，論理的に展開されている。

̑ɽઌ行研究およびࢿྉが適切に取りѻわれている。

（博士࿦จͷධՁج४）

　人間発達環境学研究科における博士論文の審査は，以下の基準に基づいて行う。

̍ɽ研究಺容が新しい知ݟをఏڙしಠ創性を有している。

２ɽ当該専攻分野において専門的かつ学術的な価値を有する。

̏ɽ論文の݁論が実証的にཪづけられている。

̐ɽ論ࢫがҰ؏して໌֬であり，論理的に展開されている。

̑ɽઌ行研究及びࢿྉが適切かつݫ密に取りѻわれている。
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̐　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科֎国人ಛผ学ੜͷೖ学ʹؔ͢Δن程

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学教学نଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定）ୈ��৚にن定する֎国人ಛผ学生と

して，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）にೖ学をئࢤするऀのબ考

に関する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（ೖ学֨ࢿ）

ୈ２৚　前期課程に֎国人ಛผ学生としてೖ学することのできるऀは，֎国人で次の各߸のいͣれかに

該当するऀとする。

　ᾇ　学士の学位を有するऀ

　ᾈ　֎国において，学ߍ教育における̍̒೥の課程を修了したऀ

　ᾉ　研究科において，前２ ߸と同等以্の学力があるとೝめたऀ

２　後期課程に֎国人ಛผ学生としてೖ学することができるऀは，֎国人で次の各߸のいͣれかに該当

するऀとする。

　ᾇ　修士の学位を有するऀ

　ᾈ　֎国において，修士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾉ　文部科学大ਉの指定したऀ（平成ݩ೥文部লࠂ示ୈ̍̍̔߸）

　ᾊ　研究科において，修士の学位を有するऀと同等以্の学力があるとೝめたऀ

（ग़ئखଓ）

ୈ̏৚　֎国人ಛผ学生としてೖ学をئࢤするऀは，所定の期೔までに，ݕ定ྉをೲ෇した্，次の各

߸に͛ܝるॻ類を神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕（以下「研究科௕」という。）にఏ出しな

けれ͹ならない。

　ᾇ　ೖ学ئॻ

　ᾈ　履ྺॻ

　ᾉ　出身大学が発行した学業成੷証໌ॻ及び卒業証໌ॻ

　ᾊ　出身大学の指導教授の推ન状

　ᾋ　修学にࠩし支えない程度に೔本語を修得していることの証໌ॻ

　ᾌ　೔本にॅډしているऀにあっては，ॅຽථのࣸし（ఏ出೔前��೔以಺に࡞成されたものにݶる。）

ຢはこれに୅わるॻ類

　ᾍ　ৼସ෷ࠐ受෇証໌ॻ（所定の用ࢴ）

（બํߟ๏）

ୈ̐৚　ೖ学ऀئࢤに対するબ考は，චه試験，ޱड़試験及びఏ出されたॻ類により行う。

２　国අ֎国人ཹ学生੍度実ࢪ要領（ত和��೥݄̏��೔文部大ਉࡋ定）ୈ̏৚によりબ定されたऀ及び

国֎にॅډする֎国人については，චه試験及びޱड़試験を໔আすることがある。

（ೖ学ͷ࣌期）

ୈ̑৚　ೖ学の࣌期は，学೥のॳめとする。たͩし，ಛผの必要があり，かつ，教育্支োがないとೝ
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めるときは，学期のॳめとすることができる。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ̒৚　このن程に定めるものの΄か，このن程の実ࢪに関し必要な߲ࣄは，神戸大学大学院人間発達

環境学研究科教授会のٞをܦて，研究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̑　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科௕期ཤ修ن程

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚ୈ２

߲のن定に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）の前期課程に

おける௕期履修に関し必要な߲ࣄを定めるものとする。

（ର ৅ ऀ）

ୈ２৚　௕期履修のਃ੥をすることのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。たͩし，

人間発達専攻 � ೥履修コーεに所ଐするऀはআく。

　ᾇ　職業を有し，ब業しているऀ（自Ӧ業及びྟ࣌ޏ用をؚむ。）

　ᾈ　Ոࣄ，育ࣇ，հޢ等のࣄ情を有するऀ

　ᾉ　その他神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕（以下「研究科௕」という。）が૬当とೝめたऀ

（ཤ修期間౳）

ୈ̏৚　௕期履修の期間は，神戸大学教学نଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定）ୈ��৚ୈ߲̐に定める標準修

業೥ݶに， ２೥を௒えないൣғ಺で研究科௕がڐՄした期間を加えた೥数とする。

２　௕期履修を行う学生の在学೥ݶ（௕期履修を行う期間以֎の期間をؚむ。）は，標準修業೥ݶの２

ഒの೥数に，前߲の研究科௕がڐՄした期間を加えた೥数とする。

（ਃ　　੥）

ୈ̐৚　௕期履修をر๬するऀは，所定の期೔までに௕期履修ਃ੥ॻ（ผه様ࣜୈ̍߸）を，指導教һ

（指導教һがະ定の場合にあっては，当該࠲ߨの担当教һ。以下同じ。）をܦて研究科௕にఏ出しなけ

れ͹ならない。

（ཤ修期間ͷมߋ）

ୈ̑৚　履修期間のมߋをر๬するऀは，所定の期೔までに௕期履修期間มߋਃ੥ॻ（ผه様ࣜୈ２߸）

を，指導教һをܦて研究科௕にఏ出しなけれ͹ならない。

（Մ　　ڐ）

ୈ̒৚　௕期履修（履修期間のมߋをؚむ。）のڐՄは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以

下「教授会」という。）のٞをܦて研究科௕が行う。

（त ۀ ྉ）

ୈ̓৚　௕期履修学生がೲ෇する授業ྉのֹは，神戸大学における授業ྉ，ೖ学ྉ，ݕ定ྉ及び॓دྉ

のֹに関するن程（平成��೥݄̐̍೔੍定）の定めるとこΖによる。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ̔৚　このن程に定めるものの΄か，このن程の実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研究

科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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（ผهୈ１߸༷ࣜ）

　೥　݄　೔

神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕　఼

ਃ੥ऀ
専攻・࠲ߨ・教育研究分野
学੶൪߸
　　　　　　　　　　　　　　　໊　　ࢯ

௕　期　履　修　ਃ　੥　ॻ
　　下هのとおり，௕期履修をر๬したいのでਃ੥します。
ه　　　　　　　　　　　　　　　　
　　̍　ೖ学（進学）೥݄　　　　　　೥　݄
　　２　௕期履修をر๬する理由

　　̏　履修ܭ画及び研究ܭ画

　　̐　௕期履修ܭ画の期間　　　　೥　݄　೔ʙ　　　೥　݄　೔
　　　　（標準修業೥ݶはআく。）
　　指導教һの所ݟཝ（ਃ੥ऀはࡌهしないこと）

ҹ　　　　　　　　　　໊　ࢯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（උ考）̍　ೖ学後において௕期履修学生をر๬する場合は，「̏　履修ܭ画及び研究ܭ画」
に標準修業೥ݶによるܭ画と௕期履修ܭ画期間におけるܭ画の૒方をࡌهするこ
と。

　　　　２　「̐　௕期履修ܭ画の期間」には，在学生についてはೖ学後の期間もซͤてه
。することࡌ

。程ୈ２৚各߸のいͣれかに該当することを証໌できるॻ面をఴ෇することن　̏　　　　
なお，証໌するॻ面をఴ෇できないときは，その理由を෇したॻ面をఴ෇するこ
と。

　　　　̐　指導教һがະ定の場合，「指導教һの所ݟཝ」は「当該࠲ߨにおける審査݁Ռཝ」
にಡみସえる。

̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）
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（ผهୈ２߸༷ࣜ）

̖̐（���ᶱʷ ���ᶱ）
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௕期履修学生のਃ੥等のखଓきについて（ཹ意߲ࣄ）

１　௕期ཤ修学ੜʹ͍ͭͯ

　　　௕期履修学生とは，大学院人間発達環境学研究科博士課程前期課程の学生が職業を有している等

のࣄ情により，標準修業೥ݶを௒えてҰ定の期間にわたりܭ画的に教育課程を履修し修了すること

をر๬するࢫをਃし出て，各大学等（大学院研究科）が，あらかじめ，そのܭ画的な履修をೝめた

うえで在学し，修了により学位を取得するਖ਼نの学生である。

２　「৬ۀΛ༗͍ͯ͠Δ౳ͷࣄ৘ʹΑΓ」ʹ͍ͭͯ

　　　職業を有している等のࣄ情とは，次のいͣれかに該当するもので，標準修業೥ݶ಺での修学がࠔ

೉なऀであること。

　　❞　職業を有しब業しているऀ（自Ӧ業及びྟ࣌ޏ用（単発的なΞϧόΠτをআく。）をؚむ。）

　　❟　 Ոࣄ，育ࣇ，հޢ等のࣄ情を有するऀ

　　❠　その他人間発達環境学研究科௕が૬当とೝめたऀ

̏　「修ۀ೥ݶΛ௒͑ͯҰఆͷ期間ʹΘͨΓ」ʹ͍ͭͯ

　　　修業೥ݶを௒えてҰ定の期間の্ݶ೥数は，神戸大学教学نଇ��৚に定める標準修業೥ݶ（２೥）

に，プϥε２೥以಺であること。

̐　௕期ཤ修学ੜΛر๬͢Δ৔߹ͷਃ੥खଓ͖ʹ͍ͭͯ

　Ξ　ਃ੥खଓきの࣌期等

　　❞　௕期履修学生をر๬する学生は， ２݄��೔（後期からر๬する場合は݄̔��೔）までに௕期履

修学生ਃ੥ॻ（ผه様ࣜୈ̍߸ɿผఴ）を，指導教һ（ೖ学前のため指導教һがະ定の場合にあっ

ては，当該࠲ߨの担当教һとする。）をܦ由して研究科௕にఏ出すること。

　　　　なお，「在職を証໌するॻ面」とは，ۈ຿ઌの在職証໌ॻでなくとも，ྫえ͹，「身分証໌ॻや

健康保ݥ証等のࣸし」でもྑいこと。

　　❟　在学生は，௕期履修学生ਃ੥ॻのఏ出に当たっては，ࣄ前に指導教һとे分૬ஊのうえ，௕期

履修ܭ画や研究ܭ画をたてること。

　　❠　人間発達環境学研究科では，ਃ੥の಺容について審査のうえ，௕期履修学生として承ೝするこ

とがある。

　Π 承ೝされた履修期間のมߋ（Ԇ௕ຢは୹ॖ）のਃ੥等

情ࣄはできないが，真にやむを得ないߋଇとして，௕期履修学生として承ೝされた期間のมݪ　❞　　

により，承ೝされた履修期間のมߋ（Ԇ௕ຢは୹ॖ）を必要とするときは，௕期履修期間มߋਃ

੥ॻ（前߲様ࣜୈ２߸ɿผఴ）を，指導教һをܦて研究科௕にఏ出すること。

　　　　なお，௕期履修期間มߋਃ੥ॻのఏ出期ݶは，前期からมߋをر๬する場合は２݄��೔まで，

後期からมߋをر๬する場合は݄̔��೔までとすること。௕期履修期間のԆ௕をਃ੥する場合に

あっても，神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕期履修ن程ୈ̏৚ୈ２߲に定める在学೥ݶを

௒えることはできないのでཹ意すること。（すでにڐՄされた履修期間のԆ௕・୹ॖは̒ϲ݄以

্の在੶期間がある場合のみਃ੥を受け෇ける。）

　　❟　௕期履修期間มߋਃ੥ॻの࡞成に当たっては，ࣄ前に指導教һとे分૬ஊのうえ࡞成すること。

P075-165-2026.indd   113 2026/03/24   15:44:37



― 11� ―

　　 ❠　研究科では，มߋਃ੥の಺容について審査のうえ，承ೝすることがある。

̑　ೲ෇͢΂͖तۀྉͷֹʹ͍ͭͯ

　　❞　௕期履修学生の授業ྉの೥ֹは，神戸大学における授業ྉ，ೖ学ྉ，ݕ定ྉ及び॓دྉのֹに

関するن程にن定する授業ྉの೥ֹに標準修業೥ݶに૬当する೥数を৐じて得たֹを在学期間の

೥数でআしたֹ（そのֹに��ԁະຬの୺数があるときは，これを切り্͛る。）とすること。

　　　（参考ɿ神戸大学教学نଇୈ��৚）

　　❟　学೥のத్で修了することがೝめられた学生が支෷う授業ྉのֹは，Ξによりࢉ出した೥ֹの

��分の̍に૬当するֹに在学の݄数を৐じて得たֹとすること。

　　❠　 学೥のத్で在学期間のԆ௕ຢは୹ॖがೝめられる場合において，Ξにより定められる新た

な授業ྉのֹは，ཌ೥度から適用すること。

　　❡　௕期履修学生の在学期間の୹ॖがೝめられる場合には，୹ॖ後の期間に応じてΞによりࢉ出し

た授業ྉの೥ֹに当該学生が在学した期間の೥数を৐じて得たֹから当該学生が在学した期間に

ೲ෇すべき授業ྉの総ֹを߇আしたֹを，在学期間の୹ॖをೝめるときに支෷うこと。

　　❢　授業ྉの೥ֹのࢉ出に当たっては下هを参রする΄か，ৄࡉについては教຿学生係にর会する

こと。

（ߟ　　ࢀ）

έーε１

　����೥度に本研究科博士前期課程（標準修業೥２ݶ೥）にೖ学した学生̖さΜが，ೖ学࣌に̐೥間の

௕期履修をೝめられた場合（����೥度以߱は授業ྉのվ定がないものとしてࢉ出）

（೥次） 　　೥　　度
通ৗの学生の
場　　　　合

௕　期　履　修　学　生　の　場　合 ൺֱ૿˚ֹݮ

（̍೥次）　����೥度
（̖） 　　　ԁ

���
���
（̗）

���
��� ԁʷ２೥ʸ̐೥ʹ ���
��� ԁ
（̗ʵ̖） 　　ԁ

ʵ
（２೥次）　����೥度 ���
��� ���
��� ԁʷ２೥ʸ̐೥ʹ ���
��� ԁ ʵ
（̏೥次）　����೥度 ���
��� ԁʷ２೥ʸ̐೥ʹ ���
��� ԁ ʵ
（̐೥次）　����೥度 ���
��� ԁʷ２೥ʸ̐೥ʹ ���
��� ԁ ʵ

ܭ �
���
��� �
���
��� ԁ ̌

έーε２

　����೥度に本研究科博士前期課程（標準修業೥２ݶ೥）にೖ学した学生̗さΜが， ２೥次に進ڃする

とき，࢒りの̍೥間に関して２೥間の௕期履修（通̏ࢉ೥）をೝめられた場合（����೥以߱は授業ྉの

վ定がないものとしてࢉ出）

（೥次） 　　೥　　度
通ৗの学生の
場　　　　合

௕　期　履　修　学　生　の　場　合 ൺֱ૿˚ֹݮ

（̍೥次）　����೥度
（̖） 　　　ԁ

���
���
（̗）
（通ৗの学生として在੶）　　　  ���
��� ԁ

（̗ʵ̖）　　 ԁ
ʵ

（２೥次）　����೥度 ���
��� ���
��� ԁʷ２೥ʸ̏೥ʹ ���
��� ԁ ʵ
（̏೥次）　����೥度 ���
��� ԁʷ２೥ʸ̏೥ʹ ���
��� ԁ ʵ

ܭ �
���
��� �
���
��� ԁ ���
���

̒　ͦͷଞ௕期ཤ修学ੜʹ͍͕ͭͯٙٛ͋Δͱ͖͸，教຿学ੜ܎ʹরձ͢Δ͜ͱɻ
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̒　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科科໨౳ཤ修ੜن程

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚ୈ２

߲のن定に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）の前期課程の

科目等履修生に関する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（ೖ学֨ࢿ）

ୈ２৚　科目等履修生としてೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。

　ᾇ　大学を卒業したऀ

　ᾈ　学ߍ教育法（ত和��೥法཯ୈ��߸）ୈ���৚ୈ߲̐のن定により学士の学位を授与されたऀ

　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ

　ᾊ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ̑߸）

　ᾋ　研究科において，大学を卒業したऀと同等以্の学力があるとೝめたऀ

（ग़ئखଓ）

ୈ̏৚　科目等履修生としてೖ学をئࢤするऀは，所定の期೔までに，ݕ定ྉをೲ෇した্，次の各߸

に͛ܝるॻ類を神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕（以下「研究科௕」という。）にఏ出しなけ

れ͹ならない。

　ᾇ　科目等履修生ئॻ（所定の用ࢴ）

　ᾈ　履ྺॻ（所定の用ࢴ）

　ᾉ　最終出身学ߍの卒業証໌ॻຢは修了証໌ॻ及び成੷証໌ॻ

　ᾊ　ࣸ真（出ئ前݄̏以಺にࡱӨしたもの）

　ᾋ　ৼସ෷ࠐ受෇証໌ॻ（所定の用ࢴ）

　ᾌ　その他研究科において必要とೝめるॻ類

るॻ類の΄か，在職のままೖ学することにつ͛ܝி，会社等に在職しているऀは，前߲各߸にެ׭　２

いての所ଐ௕の承୚ॻをఏ出しなけれ͹ならない。

̏　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һは， ߲̍各߸に͛ܝるॻ類の΄か，そのこと

を証໌するॻ類（ۈ຿ߍ，職໊，໊ࢯ，履修期間，目的等をࡌهしたもの）をఏ出しなけれ͹ならない。

̐　೔本にॅډしている֎国人にあっては，ୈ߲̍各߸，ୈ２߲及び前߲に͛ܝるॻ類の΄か，ॅຽථ

のࣸし（ఏ出೔前��೔以಺に࡞成されたものにݶる。）ຢはこれに୅わるॻ類をఏ出しなけれ͹なら

ない。

（બํߟ๏）

ୈ̐৚　ೖ学ऀئࢤに対するબ考は，ॻ類（健康਍断ॻをআく。）審査及び面接により行う。

２　前߲のن定にかかわらͣ，必要とೝめるときは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以

下「教授会」という。）のٞをܦて，面接をলུすることができる。

（ೖ学ྉٴͼतۀྉ）

ୈ̑৚　બ考に合格したऀは，所定の期೔までにೖ学ྉ及び授業ྉをೲ෇しなけれ͹ならない。
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（ͼೖ学ྉͷऔѻ͍ٴఆྉݕΔ܎ʹ৬教育ݱ）

ୈ �৚　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һについては，ݕ定ྉ及びೖ学ྉは௃ऩ

しない。

（ཤ修期間）

ୈ �৚　履修期間は，履修をڐՄされた授業科目の開ߨ期間とし，̍೥以಺とする。

２　ಛผの理由により，前߲の履修期間にҾきଓき履修をئࢤするऀについては，前߲のن定にかかわ

らͣ，教授会のٞをܦて，履修期間をԆ௕することがある。たͩし，その場合の履修期間は，通ࢉし

て２೥をݶ度とするものとする。

（ཤ修科໨）

ୈ �৚　履修することのできる授業科目は，̍学期̒単位以಺とする。

２　履修をڐՄする授業科目は，೥度͝とにผに定める。

（ݧ　　ࢼ）

ୈ �৚　科目等履修生は，履修した授業科目について試験を受けることができる。

（୯位修ಘূ໌ॻͷަ෇）

ୈ��৚　科目等履修生に対しては，前৚の試験に合格した授業科目について，単位修得証໌ॻをަ෇

する。

（ୀ　　学）

ୈ��৚　科目等履修生がୀ学しようとするときは，研究科௕にئい出てڐՄを受けなけれ͹ならない。

（আ　　੶）

ୈ��৚　科目等履修生が次の各߸のいͣれかに該当するときは，教授会のٞをܦて，研究科௕がこれ

をআ੶する。

　ᾇ　科目等履修生としてෆ౎合な行ҝがあったとき。

　ᾈ　授業ྉೲ෇のٛ຿をଵったとき。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ��৚　このن程に定めるものの΄か，このن程の実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研

究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̓　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科ௌߨੜن程

（平成 �� ೥̏ ݄ �� ೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚ୈ２

߲のن定に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）の前期課程の

ௌߨ生に関する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（ೖ学֨ࢿ）

ୈ２৚　ௌߨ生としてೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。

　ᾇ　大学を卒業したऀ

　ᾈ　学ߍ教育法（ত和��೥法཯ୈ��߸）ୈ���߸ୈ߲̐のن定により学士の学位を授与されたऀ

　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ

　ᾊ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ̑߸）

　ᾋ　研究科において，大学を卒業したऀと同等以্の学力があるとೝめたऀ

（ग़ئखଓ）

ୈ̏৚　ௌߨ生としてೖ学をئࢤするऀは，所定の期೔までに，ݕ定ྉをೲ෇した্，次の各߸に͛ܝ

るॻ類を神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕（以下「研究科௕」という。）にఏ出しなけれ͹な

らない。

　ᾇ　ௌߨ生ئॻ（所定の用ࢴ）

　ᾈ　履ྺॻ（所定の用ࢴ）

　ᾉ　最終出身学ߍの卒業証໌ॻຢは修了証໌ॻ及び成੷証໌ॻ

　ᾊ　ࣸ真（出ئ前݄̏以಺にࡱӨしたもの）

　ᾋ　ৼସ෷ࠐ受෇証໌ॻ（所定の用ࢴ）

　ᾌ　その他研究科において必要とೝめるॻ類

るॻ類の΄か，在職のままೖ学することにつ͛ܝி，会社等に在職しているऀは，前߲各߸にެ׭　２

いての所ଐ௕の承୚ॻをఏ出しなけれ͹ならない。

̏　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һは， ߲̍各߸に͛ܝるॻ類の΄か，そのこと

を証໌するॻ類（ۈ຿ߍ，職໊，໊ࢯ，履修期間，目的等をࡌهしたもの）をఏ出しなけれ͹ならない。

̐　೔本にॅډしている֎国人にあっては，ୈ߲̍各߸，ୈ２߲及び前߲に͛ܝるॻ類の΄か，ॅຽථ

のࣸし（ఏ出೔前��೔以಺に࡞成されたものにݶる。）ຢはこれに୅わるॻ類をఏ出しなけれ͹なら

ない。

（બํߟ๏）

ୈ̐৚　ೖ学ऀئࢤに対するબ考は，ॻ類（健康਍断ॻをআく。）審査及び面接により行う。

２　前߲のن定にかかわらͣ，必要とೝめるときは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以

下「教授会」という。）のٞをܦて，面接をলུすることができる。

（ೖ学ྉٴͼतۀྉ）

ୈ̑৚　બ考に合格したऀは，所定の期೔までにೖ学ྉ及び授業ྉをೲ෇しなけれ͹ならない。

P075-165-2026.indd   117 2026/03/24   15:44:37



― 11� ―

（ͼೖ学ྉͷऔѻ͍ٴఆྉݕΔ܎ʹ৬教育ݱ）

ୈ̒৚　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һについては，ݕ定ྉ及びೖ学ྉは௃ऩし

ない。

（ௌߨ期間）

ୈ̓৚　ௌߨ期間は，ௌߨをڐՄされた授業科目の開ߨ期間とし， ̍೥以಺とする。

２ ಛผの理由により，前߲のௌߨ期間にҾきଓき履修をئࢤするऀについては，前߲のن定にかかわ

らͣ，教授会のٞをܦて，ௌߨ期間をԆ௕することがある。たͩし，その場合のௌߨ期間は，通ࢉし

て２೥をݶ度とするものとする。

（ௌߨ科໨）

ୈ̔৚　ௌߨすることのできる授業科目は，̍学期̒単位以಺とする。

２　ௌߨをڐՄする授業科目は，೥度͝とにผに定める。

（ௌ໌ূߨॻͷަ෇）

ୈ̕৚　ௌߨした授業科目については，ௌߨ証໌ॻをަ෇することができる。

（ୀ　　学）

ୈ��৚　ௌߨ生がୀ学しようとするときは，研究科௕にئい出てڐՄを受けなけれ͹ならない。

（আ　　੶）

ୈ��৚　ௌߨ生が次の各߸のいͣれかに該当するときは，教授会のٞをܦて，研究科௕がこれをআ੶

する。

　ᾇ　ௌߨ生としてෆ౎合な行ҝがあったとき。

　ᾈ　授業ྉೲ෇のٛ຿をଵったとき。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ��৚　このن程に定めるものの΄か，このن程の実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研

究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̔　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科研究ੜن程

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚ このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚ୈ̏

߲のن定に基づき，神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「研究科」という。）の研究生に関

する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（ೖ学֨ࢿ）

ୈ２৚　前期課程に研究生としてೖ学することのできるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。

　ᾇ　大学を卒業したऀ

　ᾈ　学ߍ教育法（ত和��೥法཯ୈ��߸）ୈ���৚ୈ߲̐のن定により学士の学位を授与されたऀ

　ᾉ　֎国において，学ߍ教育における��೥の課程を修了したऀ

　ᾊ　文部科学大ਉの指定したऀ（ত和��೥文部লࠂ示ୈ̑߸）

　ᾋ　研究科において，大学を卒業したऀと同等以্の学力があるとೝめたऀ

２　後期課程に研究生としてೖ学することができるऀは，次の各߸のいͣれかに該当するऀとする。

　ᾇ　修士の学位を有するऀ

　ᾈ　֎国において，修士の学位に૬当する学位を授与されたऀ

　ᾉ　文部科学大ਉの指定したऀ（平成ݩ೥文部লࠂ示ୈ̍̍̔߸）

　ᾊ　研究科において，修士の学位を有するऀと同等以্の学力があるとೝめたऀ

（ೖ学ͷ࣌期）

ୈ̏৚　ೖ学の࣌期は， ݄̐̍೔及び��݄̍೔とする。たͩし，ಛผな理由があるとೝめたときは，こ

のݶりでない。

（ग़ئखଓ）

ୈ̐৚　研究生としてೖ学をئࢤするऀは，所定の期೔までに，ݕ定ྉをೲ෇した্，次の各߸に͛ܝ

るॻ類を神戸大学大学院人間発達環境学研究科௕（以下「研究科௕」という。）にఏ出しなけれ͹な

らない。

　ᾇ　研究生ئॻ（所定の用ࢴ）

　ᾈ　履ྺॻ（所定の用ࢴ）

　ᾉ　最終出身学ߍの卒業証໌ॻຢは修了証໌ॻ及び成੷証໌ॻ

　ᾊ　ࣸ真（出ئ前݄̏以಺にࡱӨしたもの）

　ᾋ　ৼସ෷ࠐ受෇証໌ॻ（所定の用ࢴ）

　ᾌ　その他研究科において必要とೝめるॻ類

２　会社等（ެ׭ிをؚむ。以下同じ。）に在職しているऀは，前߲各߸に͛ܝるॻ類の΄か，次の各

߸に͛ܝるॻ類をఏ出しなけれ͹ならない。

　ᾇ　個人的研究のための研究生をئࢤするものであることをࡌهした本人の֬໿ॻ

　ᾈ　会社等のࣄ業目的の௥ٻのためにそのऀを೿ݣするものでないことをࡌهした所ଐ௕の֬໿ॻ

　ᾉ　在職のまま研究生としてೖ学することについての所ଐ௕の承୚ॻ
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̏　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һは，߲̍各߸に͛ܝるॻ類の΄か，そのこと

を証໌するॻ類（ۈ຿ߍ，職໊，໊ࢯ，履修期間，目的等をࡌهしたもの）をఏ出しなけれ͹ならない。

̐　೔本にॅډしている֎国人にあっては，ୈ߲̍各߸，ୈ２߲及び前߲に͛ܝるॻ類の΄か，ॅຽථ

のࣸし（ఏ出೔前��೔以಺に࡞成されたものにݶる。）ຢはこれに୅わるॻ類をఏ出しなけれ͹なら

ない。

（બํߟ๏）

ୈ̑৚　ೖ学ऀئࢤに対するબ考は，ॻ類（健康਍断ॻをআく。）審査及び面接により行う。

２　前߲のن定にかかわらͣ，必要とೝめるときは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以

下「教授会」という。）のٞをܦて，面接をলུすることができる。

（ೖ学ྉٴͼतۀྉ）

ୈ̒৚　બ考に合格したऀは，所定の期೔までにೖ学ྉ及び授業ྉをೲ෇しなけれ͹ならない。

（ྉͷऔѻ͍ۀͼतٴఆྉ，ೖ学ྉݕΔ܎ʹ৬教育ݱ）

ୈ̓৚　現職教育のため೚໋ऀݖの໋により೿ݣされた教職һについては，ݕ定ྉ，ೖ学ྉ及び授業ྉ

は௃ऩしない。

（研究期間）

ୈ̔৚　研究生の研究期間は， ̍೥以಺とする。たͩし，ಛผの理由によりҾきଓき研究をئい出たऀ

については，教授会のٞをܦて， ̍೥をݶ度として研究期間のԆ௕をڐՄすることがある。

（研　　究）

ୈ̕৚　研究生は，教授会の定める指導教һの指導の下で研究を行うものとする。

２　研究生は，指導教һの承ೝを得て，研究に関連のある授業をௌߨすることができる。たͩし，ௌߨ

に際しては，当該授業科目の担当教һのڐՄを受けなけれ͹ならない。

（研究ূ໌ॻͷަ෇）

ୈ��৚　研究߲ࣄについて証໌をئい出たऀには，研究証໌ॻをަ෇する。

（ୀ　　学）

ୈ��৚　研究生がୀ学しようとするときは，指導教һをܦて，研究科௕にئい出てڐՄを受けなけれ

͹ならない。

（আ　　੶）

ୈ��৚　研究生が次の各߸のいͣれかに該当するときは，教授会のٞをܦて，研究科௕がこれをআ੶

する。

　ᾇ　研究生としてෆ౎合な行ҝがあったとき。

　ᾈ　授業ྉೲ෇のٛ຿をଵったとき。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ��৚　このن程に定めるものの΄か，このن程の実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研

究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̕　ೖ学前ͷط修ಘ୯位ೝఆʹؔ͢Δ಺ن

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学教学نଇୈ��৚及び神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��

೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚のن定によるೖ学前のط修得単位のೝ定について定めるものとする。

（ೝఆ୯位਺）

ୈ２৚　ೝ定できる授業科目の単位数は，��単位をݶ度とする。たͩし，後期課程においては２単位を

。度とするݶ

（ਃ　　੥）

ୈ̏৚　ط修得単位のೝ定を受けようとするऀは，ೖ学した೥度の指定した期೔までに，指導教һと૬

ஊし，次のॻ類を研究科௕にఏ出しなけれ͹ならない。

　ᾇ　ਃ੥ॻ（本研究科所定の様ࣜ）

　ᾈ　成੷証໌ॻ及びٛߨ಺容を໌示できるもの（シϥόε，ٛߨ要߲等）

（৹　　ࠪ）

ୈ̐৚　ط修得単位のೝ定の審査は，ਃ੥した授業科目͝とに当該授業担当教һが試験（චهຢはޱ಄）

により行う。

（੒　　੷）

ୈ̑৚　ೝ定した授業科目の成੷の表示は，「ೝ定」とする。

　　　ෟ　ଇ

　この಺نは，平成��೥݄̐̍೔から実ࢪする。
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��　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科ಛผௌߨ学ੜن程

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚ୈ̍

߲のن定に基づき，ಛผௌߨ学生に関する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（Մ　　ڐ）

ୈ２৚　本研究科との協定に基づき，他大学大学院からಛผௌߨ学生の受ೖれґཔがあったときは，教

授会の承ೝを得て，ಛผௌߨ学生としてڐՄする。

（ग़ئखଓ）

ୈ̏৚　ಛผௌߨ学生をࢤ๬するऀは，所ଐ大学の研究科௕（研究科௕をஔかない研究科にあっては，

当該大学の学௕とする。）をܦて，次のॻ類をఏ出しなけれ͹ならない。

　ᾇ　ಛผௌߨ学生ئॻ（本研究科所定用ࢴ）

　ᾈ　在学தの大学院の学業成੷証໌ॻ

（तۀྉ౳）

ୈ̐৚ ಛผௌߨ学生は，履修する授業科目に૬当する授業ྉを指定された期間にೲ෇しなけれ͹なら

ない。

２　前߲のن定にかかわらͣ，次の各߸のҰに該当するऀについては，授業ྉを௃ऩしない。

　ᾇ　国立大学法人の学生

　ᾈ　大学間ަྲྀ協定に基づく֎国人ཹ学生に対する授業ྉ等のෆ௃ऩ実ࢪ要߲（平成̏೥݄̐��೔文

部ল学術国際ہ௕ࡋ定）に基づく協定ཹ学生

　ᾉ　大学間૬ޓ単位׵ޓ協定に基づくಛผௌߨ学生に対する授業ྉの૬ޓෆ௃ऩ実ࢪ要߲（平成̔ 

೥��݄̍೔文部ল高等教育ہ௕ࡋ定）に基づく，大学間協定によるެ立ຢはࢲ立の大学の学生

̏　ಛผௌߨ学生に関わるݕ定ྉ及びೖ学ྉは௃ऩしない。

（ՄͷऔΓফ͠ڐ）

ୈ̑৚　ಛผௌߨ学生が次の各߸のҰに該当する場合は，ڐՄを取りফすことがある。

　ᾇ　成業のࠐݟみがないとೝめられるとき

　ᾈ　本学の諸نଇに違൓し，ຢは学生の本分に൓する行ҝがあるとೝめられるとき

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔から実ࢪする。
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��　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科ಛผ研究学ੜن程

（平成 �� ೥݄̏ �� ೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このن程は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚のن

定によるಛผ研究学生に関する必要な߲ࣄを定めるものとする。

（Մ　　ڐ）

ୈ２৚　本研究科との協定に基づき，他大学大学院からಛผ研究学生の受ೖれґཔがあったときは，本

教授会の承ೝを得て，ಛผ研究学生として研究指導を受けることをڐՄする。

（ख ଓ ͖）

ୈ̏৚　ಛผ研究学生をࢤ๬するऀは，所ଐ大学の研究科௕（研究科௕をஔかない研究科にあっては当

該の学௕とする。）をܦて，次のॻ類をఏ出しなけれ͹ならない。

　ᾇ　ಛผ研究学生ئॻ（本研究科所定用ࢴ）

　ᾈ　在学தの大学院の学業成੷証໌ॻ

（तۀྉ౳）

ୈ̐৚　ಛผ研究学生は，研究期間に૬当する授業ྉを指定された期間にೲ෇しなけれ͹ならない。

２　前߲のن定にかかわらͣ，授業ྉを௃ऩしないことを協定した学ߍから受けೖれたऀについては，

授業ྉを௃ऩしない。

̏　ಛผ研究学生に関わるݕ定ྉ及びೖ学ྉは௃ऩしない。

̐　研究指導を受けるために必要なඅ用は，ಛผ研究学生のෛ担とする。

（डೖΕ࣌期ٴͼ研究期間）

ୈ̑৚　ಛผ研究学生の受ೖれ࣌期は， ݄̐及び��݄とする。たͩし，ಛผな理由があるとೝめたとき

は，このݶりでない。

２　研究期間は，前期課程にあっては̍೥，後期課程にあっては２೥を௒えないものとする。

（ՄऔΓফ͠ڐ）

ୈ̒৚　ಛผ研究学生が次の各߸のҰに該当する場合は，ڐՄを取りফすことがある。

　ᾇ　成業のࠐݟみがないとೝめられるとき

　ᾈ　本学の諸نଇに違൓し，ຢは学生の本分に൓する行ҝがあるとೝめられるとき

　　　ෟ　ଇ

　このن程は，平成��೥݄̐̍೔から実ࢪする。

P075-165-2026.indd   123 2026/03/24   15:44:37



― 1�� ―

��　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科博士課程（後期課程）
　　　　ʹ͓͚Δಛྫ修ྃʹؔ͢Δਃ߹ͤ

（平成��೥݄̏��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　このਃ合ͤは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇୈ��৚ୈ߲̏たͩしॻのن定により

修了するऀ（以下「ಛྫ修了」という。）に関する取ѻいを定める。

（ಛྫ修ྃऀ）

ୈ２৚　ಛྫ修了ができるऀは，次のいͣれにも該当しているものとする。

　ᾇ　指導教һから推નされたऀ

　ᾈ　所定の単位を修得したऀ

（ಛྫऴྃͷ࣌期）

ୈ̏৚　ಛྫ修了の࣌期は，学೥ຢは学期の຤೔とする。

（ಛྫ修ྃͷਃ੥）

ୈ̐৚　ಛྫ修了の適用を受けようとする （ऀ以下「ਃ੥ऀ」という。）は，指導教һ（新ೖ生にあっては，

指導༧定教һとする。）の推ન理由ॻ（ผࢴ様ࣜ）及び研究業੷Ұཡをఴえて，次の各߸に͛ܝる期

೔までに研究科௕にఏ出しなけれ͹ならない。たͩし，ఏ出期೔がٳ業೔に当たるときは，その次の

業຿೔までとする。

　ᾇ　̍೥次の຤೔で課程修了をਃ੥する場合　　　　新ೖ生ΨΠμンε実ࢪ೔

　ᾈ　２೥次前期の຤೔で課程修了をਃ੥する場合　　̍೥次の݄̒��೔

　ᾉ　２೥次の຤೔で課程修了をਃ੥する場合　　　　̍೥次の݄̍��೔

　ᾊ　̏೥次前期の຤೔で課程修了をਃ੥する場合　　２೥次の݄̒��೔

（ಛྫ修ྃݕ౼ҕһձ）

ୈ̑৚　研究科௕は，前৚のਃ੥があったときは，௚ͪにಛྫ修了ݕ౼ҕһ会を設ஔし，ਃ੥ऀのࢿ格

等をݕ౼さͤるものとする。

２　ಛྫ修了ݕ౼ҕһ会は，主たる指導教һをؚめ̑人でߏ成するものとする。

（ਃ੥֨ࢿͷܾఆ）

ୈ̒৚　ਃ੥ࢿ格の決定は，教授会のٞをܦるものとする。

　　　ෟ　ଇ

　このਃ合ͤは，平成 �� ೥݄̐̍೔から実ࢪする。
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（ผࢴ様ࣜ）

　　೥　　݄　　೔

人間発達環境学研究科௕　఼

指導（༧定）教һ　　　　　　　　　　　　ҹ

ಛྫ修了の推નについて

　下هのऀは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇୈ��৚ୈ߲̏たͩしॻの定める研究業੷に関

し，ಛに優れた業੷を্͛，博士課程修了ऀとして૬応しい能力及び学識を有しているものと判断し，

ここにಛྫ修了ީิऀとして推નいたします。

ه

専　　攻　　໊

ೖ　学　೥　݄ 　　　　　　　೥　　　݄ೖ学

学　੶　൪　߸

໊　　　　　ࢯ

生　೥　݄　೔ 　　　೥　　　݄　　　೔生

̍ɽ推ન理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ɽ༧උ審査論文題目

̏ɽ研究業੷目࿥ʤ次の߲目を໢ཏした目࿥を࡞成し，ซͤてఏ出すること。ʥ

　　ᾇ　ஶॻ・論文໊　　ᾈ　発行໊ࢽࡶຢは発行所　　ᾉ　巻・ท・発行೥

̐ ɽ課程修了に必要な単位修得状況（履修தの場合は，単位修得ܭ画を示すこと。）
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��　੒੷ධՁج४ʹؔ͢Δ಺ن

（平成��೥２݄��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚の２のن定

に基づき，成੷ධ価基準について必要な߲ࣄを定めるものとする。

（੒੷ධՁͷํ๏）

ୈ２৚　各授業科目における成੷ධ価は，各担当教һが当該授業科目の目的に沿って，試験の成੷，課

題，Ϩポーτ，平ৗ఺（質ٙ応౴಺容・ఏҊ・発言等）等を用いて総合的に行うものとする。

（४ͷެදج）

ୈ̏৚　授業科目͝との成੷ධ価基準は，シϥόεにࡌهしެ表するものとする。

（੒　　੷）

ୈ̐৚　授業科目の成੷は，���఺をຬ఺として次の۠分によりධ価し，ल，優，ྑ及びՄを合格，ෆ

Մをෆ合格とする。

　ल　　（��఺以্）

　優　　（��఺以্��఺ະຬ）

　ྑ　　（��఺以্��఺ະຬ）

　Մ　　（��఺以্��఺ະຬ）

　ෆՄ　（��఺ະຬ）

２　ल，優，ྑ，Մ及びෆՄのධ価基準は，次の各߸のとおりとする。

　ᾇ　ल 学修の目標を達成し，ಛに優れた成Ռをऩめている。

　ᾈ　優 学修の目標を達成し，優れた成Ռをऩめている。

　ᾉ　ྑ 学修の目標を達成し，ྑ޷な成Ռをऩめている。

　ᾊ　Մ 学修の目標を達成している。

　ᾋ　ෆՄ 学修の目標を達成していない。
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��　学ੜ͔Βͷ੒੷ධՁʹର͢Δਃཱͯ͠खଓ͖ʹ͍ͭͯ

（平成��೥��݄�� ೔੍定）

　学生から成੷ධ価に対するਃし立てがあった場合，成੷ධ価のಁ໌性，ݫ格性を֬保するため，次の

とおり取りѻうこととする。

（ਃཱͯ͠ͷ理༝）

　学生は，受ߨした人間発達環境学研究科開ߨの授業科目の成੷ධ価について，当該授業科目の成੷ධ

価基準等にরらしてٙٛがある場合は，研究科௕にਃし立てを行い，授業担当教һにઆ໌をٻめること

ができるものとする。

（ਃཱͯ͠ͷखଓ͖）

　成੷ධ価に対するਃし立ては，成੷発表後ݪଇとして̍ि間以಺に行うこととし，ਃし立てを行う授

業科目໊，担当教һ໊，ਃし立ての಺容及びその理由等を所定の様ࣜにより，教຿学生係にఏ出するこ

ととする。

（ਃཱͯ͠΁ͷରԠ）

　ਃし立てを受けた当該授業科目の担当教һは，ਃし立てた学生に対し成੷ධ価について଎やかに教຿

学生係を通じ，ճ౴を行うものとする。

　また，その݁Ռについては，授業担当教һ等がॻ面により研究科௕に報ࠂすることとする。
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　��　ަ௨ؔػͷӡؾ，ٳ৅ܯใͷ発ද，ආ೉҆ٸۓ・ࣔࢦશ֬อͷ
　　　�発ྩ࣌ʹ͓͚Δतۀ，ఆ期ݧࢼͷߨٳાஔʹ͍ͭͯ

ྩ和 � ೥ � ݄ �� ೔ 全学教຿ҕһ会 Ұ部վਖ਼

１　ަ௨ؔػͷӡٳͷ৔߹

　　各地۠において，次の ă̍ą から ă̐ą のとおりަ通ػ関がӡٳした場合は，当೔のその後に༧定さ
れている授業（定期試験をؚむ。以下同じ。）をߨٳとする。

　　たͩし，ަ通ػ関がӡ行を࠶開した場合は，次のとおり授業を実ࢪする。
　　ᶃ　ޕ前̒࣌までに，ަ通ػ関がӡ行を࠶開した場合は，̍ݶ目の授業から実ࢪする。
　　ᶄ　ޕ前��࣌までに，ަ 通ػ関がӡ行を࠶開した場合は，ޕ後̍࣌以߱に開࢝する授業から実ࢪする。
　　ᶅ　ޕ後２࣌までに，ަ 通ػ関がӡ行を࠶開した場合は，ޕ後̑࣌以߱に開࢝する授業から実ࢪする。
ççă̍ą ࿡ߕ୆地۠
　　次のᾇຢはᾈのいͣれかに該当する場合
　　ᾇ　+3 ੢೔本（神戸ઢ（大ࡕӺʙඣ࿏Ӻ）），ిٸࡕమ（神戸本ઢ（大ࡕകాӺʙ神戸ٶࡾӺ））及

びࡕ神ిؾమಓ（ࡕ神本ઢ（大ࡕകాӺʙݩொӺ））のうͪ � ઢが同࣌にӡٳした場合
　　ᾈ　神戸ࢢόεܥ��統及びܥ��統が同࣌にӡٳした場合
ççă２ą ೇ地۠
　　次のᾇຢはᾈのいͣれかに該当する場合
　　ᾇ　+3 ੢೔本（神戸ઢ（大ࡕӺʙඣ࿏Ӻ）），ిٸࡕమ（神戸本ઢ（大ࡕകాӺʙ神戸ٶࡾӺ）），

した場合ٳが全て同࣌にӡ（（ொӺݩകాӺʙࡕ大）神本ઢࡕ）మಓؾ神ిࡕ
　　ᾈ　+3 ੢೔本（神戸ઢ（大ࡕӺʙඣ࿏Ӻ）），神戸ࢢӦ地下మ（੢神・ࢁखઢ（୩্Ӻʙ੢神தԝӺ））

が同࣌にӡٳした場合
ççă̏ą ໊୩地۠
　　次のᾇຢはᾈのいͣれかに該当する場合
　　ᾇ　+3 ੢೔本（神戸ઢ（大ࡕӺʙඣ࿏Ӻ）），ిٸࡕమ（神戸本ઢ（大ࡕകాӺʙ神戸ٶࡾӺ））及

びࡕ神ిؾమಓ（ࡕ神本ઢ（大ࡕകాӺʙݩொӺ））が全て同࣌にӡٳした場合
　　ᾈ　神戸ࢢӦ地下మ（੢神・ࢁखઢ（୩্Ӻʙ੢神தԝӺ））がӡٳした場合
ççă̐ą 深ߐ地۠
　　　+3 ੢೔本（神戸ઢ（大ࡕӺʙඣ࿏Ӻ）），ిٸࡕమ（神戸本ઢ（大ࡕകాӺʙ神戸ٶࡾӺ）），ࡕ

神ిؾమಓ（ࡕ神本ઢ（大ࡕകాӺʙݩொӺ））が全て同࣌にӡٳした場合
߹ใͷ発දͷ৔ܯ৅ؾ　２

　　各地۠において，次のʻ̍ʼからʻ̐ʼのとおりܯ報（たͩし๫෩，大ઇ，๫෩ઇにݶる）ຢはಛ
ผܯ報が発表された場合，当೔のその後に༧定されている授業をߨٳとする。

　　なお，ؾ৅ܯ報が広域に発表された場合は，神戸ࢢがؚまれている場合にこの取ѻいを適用する。
　　たͩし，ؾ৅ܯ報が解আされた場合は，次のとおり授業を実ࢪする。
　ᾇ　ޕ前̒࣌までに，ؾ৅ܯ報が解আされた場合は，̍࣌ݶ目の授業から実ࢪする。
　ᾈ　ޕ前��࣌までに，ؾ৅ܯ報が解আされた場合は，ޕ後̍࣌以߱に開࢝する授業から実ࢪする。
　ᾉ　ޕ後２࣌までに，ؾ৅ܯ報が解আされた場合は，ޕ後̑࣌以߱に開࢝する授業から実ࢪする。
ççă̍ą ࿡ߕ୆地۠
　　神戸ࢢಿ۠にܯ報ຢはಛผܯ報が発表された場合
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ççă２ą ೇ地۠
　　神戸ࢢதԝ۠にܯ報ຢはಛผܯ報が発表された場合
ççă̏ą ໊୩地۠
　　神戸ࢢਢຏ۠にܯ報ຢはಛผܯ報が発表された場合
ççă̐ą 深ߐ地۠
　　神戸ࢢ౦ಿ۠にܯ報ຢはಛผܯ報が発表された場合
̏　ආ೉҆ٸۓ・ࣔࢦશ֬อͷ発ྩͷ৔߹

　　各地۠（࿡ߕ୆地۠，ೇ地۠，໊୩地۠，深ߐ地۠）の所在地にࢢொଜ等からආ೉指示・ٸۓ安全
֬保が発ྩされた場合，当該地۠で当೔のその後に༧定されている全ての授業をߨٳとする。たͩし，
。するࢪ目の授業から実ݶ࣌̍，安全֬保が解আされた場合はٸۓ・前̒࣌までにආ೉指示ޕ

ાஔͷಛྫߨٳ　̐

の௕が，学生の安全֬保のため必要があると判断しہ部ߨʙ̏の場合にかかわらͣ，授業開̍ه্　　
た場合は，当該部ہの授業等について，ߨٳ等のાஔをとることがある。

ͷप஌ํ๏ߨٳ　̑

　　ަ通ػ関のӡؾ，ٳ৅ܯ報の発表，ආ೉指示・ٸۓ安全֬保の発ྩがࣄ前に༧想される場合は，学
಺ܝ示൘，うり΅ーωοτ，各部ہのϗームϖーδ等により，あらかじめप知する。

（஫） ̍ɽަ通ػ関のӡٳとは，ؾ，ނࣄ৅現৅，地਒，その他の理由によりަ通ػ関がӡ行ࢭٳとな
る場合をいう。

　　　２ɽؾ৅ܯ報は，「神戸地方ؾ৅୆が発表するܯ報」による。
　　　̏ɽؾ৅ܯ報の発表及び解আ，ආ೉指示・ٸۓ安全֬保の発ྩ及び解আの֬ೝは，テϨϏ・ϥδ

Φ・Πンλーωοτ等の報ಓによる。
　　　̐ɽԋ習ຢは研究指導等のগ人数の授業については，授業を行うことがある。たͩし，ආ೉指示・

。安全֬保の発ྩの場合はআくٸۓ
　　　̑ɽこの΄か，必要な߲ࣄは各部ہにおいてผに定める。
　　　̒ɽこの取ѻいは，対面授業及びҰ部対面授業の実ࢪにあたって適用する。
　　　̓ɽこの取ѻいは，ྩ和̔೥݄̏��೔から適用する。
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��　人間発達環境学研究科ͷݧࢼ౳ʹ͓͚Δෆਖ਼ߦҝ౳ʹؔ͢Δऔѻ͍

（平成��೥݄̍��೔੍定）

　試験等におけるෆਖ਼行ҝに対する成੷のાஔについてのਃ合ͤ（平成��೥݄̐��೔全学教຿ҕһ会決
定，平成��೥݄̕��೔全学教຿ҕһ会Ұ部վਖ਼）に基づき，人間発達環境学研究科（以下，本部ہ）に
おけるાஔを以下のとおり定める。
（౳ͷఆٛݧࢼ）

̍ɽこの取ѻいにおける試験等を次のとおり定める。

　ᾇ　試験とは，授業科目の定期試験（授業಺で行われるものや，චه試験以֎のܗଶで実ࢪされるも

のをؚむ）をいう。

　ᾈ　Ϩポーτ等とは，授業科目の成੷ධ価のために課すఏ出෺をいう。

（ҝͷఆٛߦΔෆਖ਼͚͓ʹݧࢼ）

２ɽ試験におけるෆਖ਼行ҝとは，次に͛ܝる行ҝをいう。

　ᾇ　本人に୅わって受験すること，またはそのようにґཔすること。

　ᾈ　࣋ࠐみがڐՄされている෺඼以֎（ిثػࢠやҹ࡮෺，試験に関連した಺容のࢴยなͲ）を用い

ること，また࣋ࠐむこと。

　ᾉ　その他，試験のެ平性をଛなう行ҝや成੷ධ価を๦͛る行ҝをすること。

（Ϩポーτ౳ʹ͓͚Δෆਖ਼ߦҝͷఆٛ）

̏ɽϨポーτ等におけるෆਖ਼行ҝとは，次に͛ܝる行ҝをいう。

　ᾇ　他ऀのஶ࡞෺（ॻ੶や΢ΣϒαΠτなͲの文章やਤ表なͲ）の全部またはҰ部を，出యを໌ͤه

ͣに࢖用し，ނ意にあたかもఏ出ऀの࡞成したものであるかのようにͤݟること。すなわͪ，౪用

やႮ઄行ҝをすること。

　ᾈ　他ऀの࡞成したϨポーτ等の全部またはҰ部を，あたかもఏ出ऀの࡞成したものであるかのよう

にͤݟること。またそのような意ਤを知りながら，Ϩポーτ等をି与すること。

　ᾉ　その他，Ϩポーτ等のެ平性をଛなう行ҝや成੷ධ価を๦͛る行ҝをすること。

（ෆਖ਼ߦҝͱٙΘΕΔߦҝ΁ͷରԠ）

̐ɽෆਖ਼行ҝとٙわれる行ҝが発生した場合，次のとおり対応することとする。

　ᾇ　ෆਖ਼行ҝとٙわれる行ҝが発生した場合，試験؂ಜ教һまたは授業担当教һ（以下，担当教һ）は，

当該行ҝに関する証ڌ保全を௚ͪに行う。

　ᾈ　担当教һによる学生のࣄ情ௌ取によりෆਖ਼行ҝと判断された場合は，௚ͪに本人自ஶによるࣄ実

֬ೝॻをఏ出さͤる。なお，ࣄ情ௌ取にはୈऀࡾの教職һを同੮さͤるものとする。

　ᾉ　後೔，教຿ҕһ௕は，ࣄ実֬ೝॻに基づき，担当教һ同੮のもとで学生のࣄ情ௌ取を行う。ෆਖ਼

行ҝが֬ೝされた場合は，学生にహ຤ॻ及び൓লॻをఏ出さͤる。

　ᾊ　ෆਖ਼行ҝに関するࣄ実ܦաを，ࣄ実֬ೝॻ，హ຤ॻ及び൓লॻとともに，本人の所ଐ部ہに報ࠂ

する。

（ෆద౰ߦҝ΁ͷରԠ）

̑ɽ前߲によるࣄ情ௌ取または担当教һの判断により，ෆਖ਼行ҝは֬ೝされないが，当該授業科目の専
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門分野におけるൣنにরらしてෆ適当な行ҝと֬ೝされた場合，次のとおり対応することとする。

　ᾇ　当該分野におけるൣنについて担当教һによる教育的指導を行う。

　ᾈ　教຿ҕһ௕໊によるݫ重஫意を行う。たͩし，担当教һの判断によりܰඍのෆ適当行ҝと֬ೝさ

れた場合は，このݶりでない。

　ᾉ　஫意を受けてなおෆ適当行ҝが܁りฦされる場合，ෆਖ਼行ҝとみなし，ෆਖ਼行ҝが֬ೝされた場

合のાஔに準じてॲ分することがある。

（ෆਖ਼ߦҝ͕֬ೝ͞Εͨ৔߹ͷાஔ）

̒ɽ本部ہの学生によるෆਖ਼行ҝに対し，ࣄ実ܦաを教授会に報ࠂし，次のॲஔをとる。

　ᾇ　ෆਖ਼行ҝが行われた学期の授業科目（通೥科目をؚむ）の成੷はすべてແޮとする。

　ᾈ　ෆਖ਼行ҝが行われた೥度の実習等の単位取得はೝめない。

　ᾉ　ෆਖ਼行ҝが行われた೥度に他大学等で修得した単位の単位ೝ定はೝめない。

　ᾊ　ෆਖ਼行ҝが行われた࣌఺以߱当該೥度の実習等（教育実習なͲ）は受けさͤない。

　ᾋ　ࣄ実ܦաを本部ہ಺にެ表する。たͩし，໊ࢯはެ表しない。

　ᾌ　෕฼等に対し，ᾇからᾋのॲஔを文ॻで通ࠂする。

̓ɽ本部ہ以֎の学生によるෆਖ਼行ҝに対し，ࣄ実ܦաを教授会に報ࠂし，次のॲஔをとる。

　ᾇ　ෆਖ਼行ҝが行われた学期の本部ہ開ߨ授業科目（通೥科目ؚむ）の成੷はすべてແޮとする。

　ᾈ　本人の所ଐ部ہに対し，ᾇのॲஔを文ॻで通ࠂする。

（ଇ　　ࡶ）

̔ɽこの取ѻいに定めるものの΄か，この取ѻいの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，教຿ҕһ会が定める。

　　　ෟ　ଇ

̍　この取ѻいは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。

２　定期試験におけるෆਖ਼行ҝに関する取ѻい（平成��೥݄̐̍೔）はഇࢭする。
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��　֎国ͷ大学ͷ大学Ӄʹ͓͍ͯ ཤ修ͨ͠ तۀ科໨ͷ୯位ೝఆʹؔ Δ͢಺ن

（平成��೥��݄��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学教学نଇ（平成��೥݄̐̍೔੍定）ୈ��৚及びୈ��৚の２並びに神戸大

学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定。以下「研究科نଇ」という。）ୈ��৚及

びୈ��৚の２のن定により，学生が֎国の大学の大学院において履修した授業科目の単位ೝ定のखଓ

きを定める。

（୯位ͷਃ੥ํ๏）

ୈ２৚　単位のਃ੥ができる授業科目は，神戸大学ຢは神戸大学人間発達環境学研究科（以下「本研究

科」という。）と協定している֎国の大学の大学院ຢはやむを得ないࣄ情により協定はしていないが

神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授会（以下「教授会」という。）のٞをܦて、֎国の大学の

大学院において履修がೝめられた授業科目とし，単位のೝ定をر๬する学生は，次の各߸に͛ܝるॻ

類を本研究科教຿学生係にఏ出しなけれ͹ならない。

　ᾇ　単位ೝ定ਃ੥ॻ（ผࢴ様ࣜ）

　ᾈ　ཹ学した大学院の成੷証໌ॻ及びその೔本語༁

　ᾉ　ཹ学した大学院において履修した授業科目についてのシϥόε，授業総࣌間数なͲの文ॻ及びそ

の೔本語༁

２　前߲により単位をਃ੥する授業科目の໊শは，֎国の大学の大学院の授業科目໊でਃ੥することが

できる。

（୯位ͷೝఆํ๏）

ୈ̏৚　֎国の大学の大学院において修得した単位は，研究科نଇୈ��৚にن定する単位の基準に準じ

てࢉ定する。

２　教授会は，前৚ୈ߲̍により学生がఏ出したॻ類に基づき，単位ೝ定について審査する。

̏　前߲のن定による審ٞに基づきೝ定された単位は，研究科نଇୈ��৚ୈ߲̏及びୈ��৚の２ୈ߲̏

に基づき，��単位をݶ度として，ୈ��৚にن定する単位としてೝめることができる。たͩし，後期課

程においては２単位をݶ度とする。

　　　ෟ　ଇ

　この಺نは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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��　ւ֎࣮शͷ୯位ೝఆʹؔ͢Δ಺ن

（平成��೥��݄��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚で定

める授業科目「ւ֎実習"」（̍単位）及び「ւ֎実習̗」（２単位）の単位ೝ定のखଓきを定める。

（୯位ͷਃ੥ํ๏）

ୈ２৚　神戸大学ຢは神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「本研究科」という。）とަྲྀ実੷

のあるւ֎の大学等において，本研究科と当該大学等が共同で実ࢪする୹期ཹ学プロάϥム（以下「ւ

֎実習」という。）に参加した本研究科学生は，ւ֎実習に参加した࣌期に応じて，前期ຢは後期の

単位として，「ւ֎実習"」ຢは「ւ֎実習̗」の単位を本研究科に対しਃ੥することができる。たͩし，

学生がٳ学期間தに参加したւ֎実習については，このݶりでない。

２　単位ਃ੥の対৅となる「ւ֎実習"」は研修࣌間が��࣌間以্のものとし，「ւ֎実習̗」は研修

࣌間が��࣌間以্のものとする。

̏　「ւ֎実習"」ຢは「ւ֎実習̗」の単位のਃ੥をر๬する学生は，次の各߸に͛ܝるॻ類を本研

究科教຿学生係にఏ出するものとする。

　ᾇ　ւ֎実習単位ೝ定ਃ੥ॻ（ผࢴ様ࣜ）

　ᾈ　実習した大学等の受ߨ証໌ॻなͲのެ的文ॻ及びその೔本語༁

　ᾉ　ւ֎実習の಺容，研修࣌間を証໌できるॻ類

（୯位ͷೝఆ）

ୈ̏৚　本研究科教授会は，前৚ୈ߲̏により学生がఏ出したॻ類に基づき，単位ೝ定について審査す

る。

　　　ෟ　ଇ

　この಺نは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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��　ւ֎֎国࣮ޠशͷ୯位ೝఆʹؔ͢Δ಺ن

（平成��೥��݄��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇ（平成��೥݄̏��೔੍定）ୈ��৚で定

める授業科目「֎国語実習」（̍単位）の単位ೝ定のखଓきを定める。

（୯位ͷਃ੥ํ๏）

ୈ２৚　神戸大学ຢは神戸大学大学院人間発達環境学研究科（以下「本研究科」という。）とަྲྀ実੷

のあるւ֎大学等において実ࢪされている୹期語学実習（以下「語学実習」という。）に参加した本

研究科学生は，語学実習に参加した࣌期に応じて，前期ຢは後期の単位として，「֎国語実習」の単

位を本研究科に対しਃ੥することができる。たͩし，学生がٳ学期間தに参加した語学実習について

は，このݶりでない。

２　単位ਃ੥の対৅となる語学実習は，ւ֎における実習࣌間が��࣌間以্（２ि間以্のूதٛߨ）

のものとする。

̏　「 ֎ 国 語実習」の単位のਃ੥をر๬する学生は，次の各߸に͛ܝるॻ類を本研究科教຿学生係にఏ

出するものとする。

　ᾇ　「֎国語実習」単位ೝ定ਃ੥ॻ（ผࢴ様ࣜ）

　ᾈ　成੷証໌ॻຢは受ߨॻ及びその೔本語༁

　ᾉ　語学実習の಺容，実習࣌間を証໌できるॻ類及びその೔本語༁

（୯位ͷೝఆ）

ୈ̏৚　本研究科教授会は，前৚ୈ߲̏により学生がఏ出したॻ類に基づき，単位ೝ定について審査す

る。

　　　ෟ　ଇ

　この಺نは，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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��　人間発達環境学研究科修士࿦จ౳ͷࢦಋମ੍ʹ͍ͭͯ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

　本研究科における修士論文及びಛ定の課題についての研究の成Ռ（以下「修士論文等」という。）の
指導体੍及びఏ出方法等は下هのとおりとする。

ه
̍　修士論文等のఏ出ࢿ格
　　修士論文等をఏ出しようとするऀは，題目ಧまでに授業科目を��単位以্を修得していること。
２　修士論文等の指導及び題目ಧ
　ᾇ　指導は，̏人の指導教һ（主となる指導教һ及び෭指導教һ２人）の複数指導体੍とする。主と

なる指導教һ及び෭指導教һは本研究科の教授，।教授，ࢣߨ，एしくはॿ教とする。たͩし，̍
人の教授をؚむものとする。

　ᾈ　修士論文等をఏ出するऀは， ̍೥次の݄̒຤までに「研究ܭ画の֓要」を主となる指導教һにఏ
出するものとする。また， ２೥次以߱（人間発達専攻̍೥履修コーεは， ̍೥次）に題目ಧをఏ出
するに当たっては「研究の進行状況」を主となる指導教һに報ࠂのうえ，論文等の題目について承
ೝを得るものとする。

̏　修士論文等のఏ出期ݶ
　　修士論文のఏ出期ݶは， ݄̍��೔とし， ̏か݄前（��݄��೔）までに，主となる指導教һの承ೝを

得て所定の様ࣜで論文題目をఏ出するものとする。次೥度の݄̕修了༧定ऀは，ఏ出期ݶ（݄̓��೔）
の̏か݄前（݄̐��೔）までに，্هのखଓきで論文の題目をఏ出するものとする。

　　たͩし，人間発達専攻̍೥履修コーεの修士論文ຢはಛ定の課題についての研究の成Ռのఏ出期ݶ
は， ２݄��೔及び݄̔��೔とし，その題目のఏ出期ݶは��݄��೔及び， ݄̑��೔とする。

　　なお，ఏ出期ݶの೔がٳ業೔に当たるときは，その次の業຿೔とする。
̐　修士論文等の審査
　　修士論文等の審査は，主となる指導教һを主査，෭指導教һ２人を෭査とする̏人の審査ҕһによ

り行い，審査݁Ռを教授会に報ࠂするものとする。また主となる指導教һがࢣߨएしくはॿ教の場合
は，෭指導教һである教授ຢは।教授を主査とする。

̑　ಛྫ修了ऀに係る修士論文のఏ出ࢿ格判定
　　優れた業੷をあ͛，̍೥ຢは̍೥̒か݄の在学で修士論文をఏ出するऀについては，主となる指導

教һの承ೝを得て，判定に必要な修士論文等を所定の期೔（˞）までに研究科௕へఏ出するものとする。
成するものとし，判定ҕһ会は，ఏ出されたߏのఏ出があった場合，研究科௕は判定ҕһ会をه্　　

修士論文等に基づき，ఏ出ࢿ格の有ແを判定する。
　　判定ҕһ会のߏ成は，当該໊̍࠲ߨ，所ଐ専攻໊̍，指導教һ໊̍，他専攻２໊の໊̑ܭとする。
　˞所定の期೔ʜ修学期間が̍೥の場合（݄̏修了ऀ）は，��݄��೔とし，̍೥̒か݄の場合（݄̕修

了ऀ）は，݄̑��೔とする。なお，ఏ出期ݶの೔がٳ業೔に当たるときは，その次の
業຿೔とする。

̒　修士論文等のެ開
　ᾇ　学生の所ଐする専攻ຢは࠲ߨで修士論文等の発表会を開࠵するなͲ，研究成Ռをެ開し，そのਫ

準のҡ࣋向্をਤるものとする。
　ᾈ　研究科は，ຖ೥度，修士論文等個々の֓要をまとめたࢠ࡭を࡞り，各専攻ຢは࠲ߨ及びਤॻࣨに

උえて，Ӿཡにڙするものとする。
　　　ෟ　ଇ
　このن程は，ྩ和̐೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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��　修士࿦จٴͼಛఆͷ課୊ʹ͍ͭͯͷ研究ͷ੒Ռ࡞੒ཁྖ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

̍ɽ修士論文及びಛ定の課題についての研究の成Ռ（以下「修士論文等」という。）は，ݪ本̍通，෭

本２通（ݪଇとして）をఏ出するものとする。ఏ出にあたっては，あらかじめ指導教һの఺ݕを受け，

承ೝを得ておくこと。

２ɽ修士論文等の࡞成方法は，̖̐判αΠζでॎ位ஔ，ԣॻを基本とする。

　　修士論文等の௕さは，֎国語による場合はそれに૬当するものと各࠲ߨにおいてن定したものとす

る。

̏ɽ修士論文等には，ผに定める論文要ࢫをఴ෇するものとする。

̐ɽ修士論文等は，参考ྫのとおり表ࢴを෇して，Ծ௲にしてఏ出すること。

̑ɽ様ࣜ等に関するその他の߲ࣄについては，指導教һの指示に従うものとする。

（౳ࢴΫロεද）ྫߟࢀ　　　　　　　　　

修　 士 　論　 文
又は（特定の課題についての研究の成果）
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（ผࢴ）修士࿦จ౳ཁ࡞ࢫ੒ཁྖ

　５～８行目は右端に所属専攻，学籍番号，氏名，指導教員名を記入する（12
ポイントを指定）
　９行目は空白とする。
　10行目から論文要旨を記入する。
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��　後期課程ͷ研究ࢦಋʹ͍ͭͯ

１　後期課程ͷ研究ࢦಋମ੍ʹ͍ͭͯ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

（平成��೥݄̐̍೔վ定）

　本研究科後期課程では，次の体੍により研究指導を行う。

・指導は，̏人の指導教һ（主となる指導教һ及び෭指導教һ２人）の複数指導体੍とする。主となる

指導教һ及び෭指導教һは本研究科後期課程の教授，।教授，ࢣߨ，एしくはॿ教とする。たͩし，

２人の教授をؚむものとする。

・博士論文指導ҕһ会は，̏人の指導教һ（主となる指導教һ及び෭指導教һ２人）をもってߏ成する。

・博士論文指導ҕһ会はೖ学した݄̐຤೔までに設ஔする。

２　課程博士࿦จ࡞੒・ఏग़ٴͼ৹ࠪͷྲྀΕ
学೥次 ࣌　　　　 期 ߲ 　　　　ࣄ 指導　および　審査

̍

݄̐ 指導教һ໊̏を決定
݄̐教授会 博士論文指導ҕһ会設ஔ
݄̐຤ 博士࿦จߏ૝ͷఏग़
݄̑ʙ݄̓ ެ開θミ等での博士論文ߏ想発表
２݄຤ ࿦จఏग़ૅج
݄̏ ࿦จ৹ࠪૅج

２

݄̐ॳ० 基礎論文審査報ࠂ
݄̐教授会 ༧උ審査論文ఏ出ࢿ格ೝ定

݄̍ʙ݄̏ 博士論文指導ҕһ会はެ開θミ等
での༧උ審査論文ߏ想発表を行う 実ࢪ報ࠂॻのఏ出

̏
　　

��݄１೔·Ͱ ༧උ৹ࠪ࿦จఏग़
教授会݄��（ഔମΛؚΉࢠి） ༧උ審査ҕһ会設ஔ

�� ݄ʙ �� ݄ ༧උ審査論文報ࠂ会 ༧උ৹ࠪ࿦จͷ৹ࠪ
（チΣοクιϑτによる論文チΣο
クをؚむ）

��݄ॳ० ༧උ審査ҕһ会審査報ࠂ
��݄教授会 博士論文ఏ出ࢿ格ೝ定
１݄��೔·Ͱ 博士࿦จఏग़

「࿦จߟࢀͷଞͦ」ഔମ͓Αͼࢠి）
ຢ͸ͦͷࡌܝ༧ఆূ໌ॻΛؚΉ）

݄̍教授会 博士論文審査ҕһ会設ஔ
２݄̍೔ʙ ��೔

　　��೔ʙ ��೔

論文ެ開

ެ։ʹΑΔ࠷ऴݧࢼ

博士࿦จͷ৹ࠪ
（チΣοクιϑτによる論文チΣο
クをؚむ）

݄̏̍೔まで 最終審査݁Ռ報ࠂ
݄̏教授会 学位授与のՄ൱の決定
݄̏ 学௕による学位ه授与

˞博士論文ఏ出ࢿ格をೝ定されながら博士論文をఏ出しなかった場合，࠶度༧උ審査論文のఏ出が必要

となります。
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݄̕修ྃͷҰྫ（ૅج࿦จఏग़͕൒೥஗Εͨ৔߹）
೥　次 ࣌　　　　 期 ߲ 　　　　ࣄ 指導　および　審査

̍

݄̐ 指導教һ � ໊を決定
݄̐教授会 博士論文指導ҕһ会設ஔ
݄̐຤ 博士࿦จߏ૝ͷఏग़
݄̑ʙ݄̓ ެ開θミ等での博士論文ߏ想発表

２

݄̔຤ ࿦จఏग़ૅج
݄̕ ࿦จ৹ࠪૅج
��݄ 基礎論文審査報ࠂ
��݄教授会 ༧උ審査論文ఏ出ࢿ格ೝ定

̏ ݄̓ʙ݄̕ 博士論文指導ҕһ会はެ開θミ等
での༧උ審査論文ߏ想発表を行う 実ࢪ報ࠂॻのఏ出

̐

݄̐１೔ ༧උ৹ࠪ࿦จఏग़
教授会݄̐（ഔମΛؚΉࢠి） ༧උ審査ҕһ会設ஔ

݄̐ʙ݄̑ ༧උ審査論文報ࠂ会 ༧උ৹ࠪ࿦จͷ৹ࠪ
（チΣοクιϑτによる論文チΣο
クをؚむ）

݄̒ॳ० ༧උ審査ҕһ会審査報ࠂ
݄̒教授会 博士論文ఏ出ࢿ格ೝ定
݄̓��೔·Ͱ 博士࿦จఏग़

ഔ体および「その他参考論文」ࢠి）
ຢはそのࡌܝ༧定証໌ॻをؚむ）

݄̓教授会 博士論文審査ҕһ会設ஔ
݄̔前൒ 論文ެ開

博士࿦จͷ৹ࠪ
（チΣοクιϑτによる論文チΣο
クをؚむ）

݄̔後൒ ެ開による最終試験
݄̍̕೔まで 最終審査݁Ռ報ࠂ
݄̕教授会 学位授与のՄ൱の決定
݄̕ 学௕による学位ه授与

˞博士論文ఏ出ࢿ格をೝ定されながら博士論文をఏ出しなかった場合，࠶度༧උ審査論文のఏ出が必要

となります。

࿦จఏग़ཁྖૅج　̏

（平成 �� ೥݄̐̍೔੍定）

　研究科後期課程学生は，༧උ審査論文࡞成能力を問うために，博士論文題目に関する基礎論文を次の

要領によって࡞成する。

ᶗɽఏ出ॻ類

　�ɽ基礎論文಺容の要ࢫ

　�ɽ基礎論文
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ᶘɽ࡞成要領

　̍ɽ基礎論文಺容の要ࢫ

　　̍）ผࢴ様ࣜ � により � 通࡞成すること。

。は，ॎ位ஔ，ԣॻきまたはԣ位ஔ，ॎॻきとするࡌه（２　　

　　̏）೔本語またはӳ語でهड़すること。

　　̐）೔本語の場合 �
 ��� ʙ �
 ��� ӳ語の場合はμϒϧεϖーεで，ࣈ ��� ʙ �
 ��� 語でまとめること。

　２ɽ基礎論文

　　̍）共ஶでないこと。

　　２）೔本語またはӳ語でهड़すること。

。はॎ位ஔ，ԣॻきまたはԣ位ஔ，ॎॻきとするࡌه（̏　　

ଇとして，೔本語によるものはݪ（̐　　 " ̐判（ࣈ��ʷ ��行），�� ϖーδ以্，ӳ語によるものは，

" ̐判（ � Πンチ��文ࣈ��，ࣈʷ ��行，μϒϧεϖーε），��ϖーδ以্とする。（ਤ表をؚむ。）

　　̑）論文はҹ࡮とする。

数は࡭（̒　　 � ฤ � 通とする。
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（ผ１༷ࣜࢴ） （　ᶺ，　　　　　 ໊ࢯ）

（஫）�
��� ʙ �
��� ���）ࣈ ʙ �
��� 語）でまとめること。

（౳ࢴΫロεද）ྫߟࢀ　　　　　　　　　　　　

系

P075-165-2026.indd   141 2026/03/24   15:44:38



― 1�� ―

̐　༧උ৹ࠪ࿦จఏग़ཁྖ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

　本研究科後期課程学生は，博士論文の審査をئい出る前に，必ͣ，この要領に従ってॻ類を࡞成し，

༧උ審査を受けなけれ͹ならない。ॻ類ఏ出に当たっては，あらかじめ主となる指導教һにఏ出ॻ類の

఺ݕを受けること。

　なお，༧උ審査論文は，博士論文に準ͣる׬成度とする。

ᶗɽఏ出ॻ類

　̍ɽ༧උ審査論文審査ئ

　２ɽ༧උ審査論文಺容の要ࢫ

　̏ɽ༧උ審査論文

　̐ɽ༧උ審査論文をه࿥したిࢠഔ体

ᶘɽ࡞成要領

　̍ɽ༧උ審査論文審査ئ

　　　 ผࢴ様ࣜ � により � 通࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）

　２ɽ༧උ審査論文಺容の要ࢫ

　　̍）ผࢴ様ࣜ � により � 通࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）

。は，ॎ位ஔ，ԣॻきまたはԣ位ஔ，ॎॻきとするࡌه（２　　

　　̏）೔本語またはӳ語でهड़すること。

　　̐）೔本語の場合�
 ��� ʙ �
���ӳ語の場合はμϒϧεϖーεで，ࣈ���  ʙ �
 ���語でまとめること。

　̏ɽ༧උ審査論文

　　̍）共ஶでないこと。

　　２）೔本語またはӳ語でهड़すること。

。は，ॎ位ஔ，ԣॻきまたはԣ位ஔ，ॎॻきとする。؆қ੡本することࡌه（̏　　

ʷࣈ��）ଇとして，೔本語によるものは̖̐判ݪ（̐　　 ��行），��ϖーδ以্，ӳ語によるものは̖

̐判（ ̍Πンチ��文ࣈ��，ࣈʷ ��行），��ϖーδ以্とする。（ਤ表をؚむ。）

　　̑）論文は，ҹ࡮とする。

数は࡭（̒　　 � ฤ � 通とする。

　̐ɽ༧උ審査論文をه࿥したిࢠഔ体

　　　 「博士論文ఏ出要領」の࡞成方法に従い࡞成すること。

　　　ෟ　ଇ

　この要領は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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（ผ１༷ࣜࢴ） （౳ࢴΫロεද）ྫߟࢀ

系

（ผ２༷ࣜࢴ） （　ᶺ，　　　　　 ໊ࢯ）

（஫）�
��� ʙ �
��� ���）ࣈ ʙ �
��� 語）でまとめること。
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̑　博士࿦จఏग़ཁྖ

（平成��೥݄̒��೔੍定）

　本研究科在学தに学位論文の審査をئい出るऀは，この࡞成要領に従ってॻ類を࡞成し，ॻ類ఏ出に

当たっては，あらかじめ指導教һにఏ出ॻ類の఺ݕを受けること。

ᶗɽఏ出ॻ類等及び部数

　̍ɽ博士論文ఏ出ಧ　　　　　　　　　　　̍通（ผࢴ様ࣜ � ）

　２ɽ学位論文審査ئ　　　　　　　　　　　̍通（ผࢴ様ࣜ � ）

　̏ɽ論文目࿥　　　　　　　　　　　　　　̍通（ผࢴ様ࣜ � ）

　̐ɽ学位論文　　　　　　　　　　　　　　̒通（参考ྫ参র）

　̑ɽ学位論文をه࿥したిࢠഔ体（$%�3）　̍ຕ（参考ྫ参র）

　̒ɽ学位論文಺容の要ࢫ　　　　　　　　˞̔通（ผࢴ様ࣜ � ）

　̓ɽ履ྺॻ　　　　　　　　　　　　　　　̍通（ผࢴ様ࣜ � ）

　̔ɽ参考論文等　　　　　　　　　　　　　̒通 （参考論文が複数の場合は，Ұつに௲じて表ࢴを෇

けること。）

　（஫）˞ҹについては，論文審査用としてݪ本̍部，ࣸし̓部ఏ出すること。

ᶘɽఏ出期ݶ等

　　݄̏修了༧定ऀは݄̍��೔，݄̕修了༧定ऀは݄̓��೔とする。

　　ఏ出期ݶの೔がٳ業೔に当たるときは，その次の最ॳの業຿೔を期ݶとする。

　　受෇࣌間はޕ後 � ࣌຦とする。

ᶙɽఏ出ॻ類࡞成࣌のཹ意߲ࣄ

　̍ɽ論文目࿥について

　　ᾇ　題目

　　　̍）題目（෭題をؚむ。）は，ఏ出論文のとおりࡌهすること。

　　　２）֎国語の場合は，その和༁を（　）を෇してซهすること。

　　ᾈ　ެ表の方法及び࣌期について

。ଇとして学位論文そのものを全文ެ表することݪ（̍　　　

　　　２）ެ表はݪଇとして神戸大学学術成ՌリポδτリよりΠンλーωοτをར用して行うこと。

　　　̏）やむを得ない理由により̍೥を௒えて，博士論文をΠンλーωοτでެ表できない場合は，

ผࢴ様ࣜ̒ʙ̕により承ೝを受ける必要がある。

　　　̐）ະެ表のものについては，そのެ表の方法及び࣌期の༧定をࡌهし，༧定が定まっていない

場合は，ະ定とすること。طに౤ߘし，学会等において，ࡌܝ期೔が決定しているが，学位論

文ఏ出࣌において，ެ表していないものは次のとおりࡌهすること。

　　　　　なお，্هの場合，ࡌܝ༧定証໌のコϐーを２部ఴ෇すること。
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　　ʦྫࡌهʧ

　　　題目˓˓˓˓˓˓˓˓˓˓　　　 ˓˓˓˓˓˓学会ࢽ˓巻˓߸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ೥　݄　೔ࡌܝ༧定

　　ᾉ　࡭数

。することࡌه数を࡭数は学位論文̍通についての࡭　　　　

　　ᾊ　その他参考論文等

　　　　所ଐする学会やւ֎の学術研究ஂ体等のϨϑΣリーつきの論文̍఺及びこれに準ͣる論文のܭ

２఺をؚむ（ࡌܝ༧定証໌のある場合をؚむ）ものとし，̍఺につき̒通ఴ෇とする。

　２ɽ学位論文について

　　̍）共ஶでないこと。

　　２）೔本語ຢはӳ語でهड़すること。

。は，ॎ位ஔ，ԣॻきຢはԣ位ஔ，ॎॻきとするࡌه（̏　　

ଇとして，೔本語によるものはݪ（̐　　 " ̐൛（ࣈ��ʷ ��行），ӳ語によるものは，" ̐൛（ ̍Π

ンチ��文ࣈ��，ࣈʷ ��行，μϒϧεϖーε）とする。

　̏ɽిࢠഔ体の࡞成について

ɿ1%'�"（*40�����）ࣜܗデーλࢠి（̍　　

　　　　1%'�" ϑΝΠϧの࡞り方はෟଐਤॻؗの 8FC αΠτを参র

　　２）ϑΝΠϧ໊ɿߕ @ 学൪ @ ໊ࢯ @ 学位のछ類

　̐�　学位論文಺容の要ࢫについて

　　̍）ผࢴ様ࣜ̐により̔通࡞成すること。

"，はࡌه（２　　 ̐൛，ॎ位ஔ，ԣॻきຢはԣ位ஔ，ॎॻきとする。

　　̏）೔本語ຢはӳ語でهड़すること。

　　̐）೔本語の場合�
 ��� ʙ �

�ӳ語の場合はμϒϧεϖーεで໿，ࣈ���  ��� ʙ �
���語でまとめる

こと。

　̑ɽ履ྺॻについて

　　ᾇ　໊ࢯについて

　　　　戸੶のとおりهೖし，通শ等はҰ切用いないこと。֎国人は，ॅຽථのとおりهೖすること。

　　ᾈ　現ॅ所について

　　　̍）ॅຽථにࡌهされているॅ所をهೖすること。

　　　２）各छの連བྷ，通知に支োのないよう，ஂ地໊，൪߸等もهೖすること。

　　ᾉ　学ྺについて

　　　̍）高等学ߍ卒業後の学ྺについて，೥次を௥ってهೖすること。

　　　２）ೖ学・ٳ学・෮学・ୀ学・卒業・修了その他在੶தにおける異動について，もれなくهೖす

ること。

　　　̏）本研究科における学ྺについては，次の要領でهೖすること。

　　　　　˓˓˓˓೥݄̐̍೔　神戸大学大学院人間発達環境学研究科

　　　　　　　　　　　　　　　博士課程後期課程˓˓専攻ೖ学（ຢは進学）

P075-165-2026.indd   145 2026/03/24   15:44:39



― 1�� ―

　　　　　˓˓˓˓೥݄̏��೔　（݄̕修了は˓˓˓˓೥݄̕��೔）

　　　　　　　　　　　　　　　神戸大学大学院人間発達環境学研究科

　　　　　　　　　　　　　　　博士課程後期課程˓˓専攻修了ࠐݟみ

　　ᾊ　職ྺ（研究ྺをؚむ。）について

　　　̍）職ྺ（研究ྺをؚむ。）について，೥次を௥ってهೖすること。

　　　２）職ྺについて，ৗۈの職についてそのۈ຿ઌ，職छ等を೥次を௥ってهೖすること。

　　　　　たͩし，ඇৗۈの職であっても，ಛに教育・研究に関するものについてはهೖすること。

　　　̏）現職については，当該職についてهೖしたՕ所に，「現在にࢸる」と໌示すること。

　　　̐）研究ྺとしてهೖする߲ࣄは，およそ次のようなものがある。

　　　　　・研究課題に関するもの

　　　　　・研修に関するもの

　　　　　・学術調査に関するもの

　　　　　・学術঑ྭۚに関するもの

　　　　　・その他学位審査の参考となるもの

　　ᾋ　学会等について

　　　　加ೖしている学会の໊শ及び学位審査の参考になると思われる社会における活動等について，

೥次を௥ってهೖすること。

　　ᾌ　৆േについて

　　　　ಛهすべきものと思われるものをهೖすること。

　　　ෟ　ଇ

　この要領は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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（ผ１༷ࣜࢴ） （ผ２༷ࣜࢴ）

（別紙様

博 士 論 文 提 出 届
人間発達環境学研究科（後期課程）

　　　　年　　月　　日　提出

所 属 専 攻 所 属 講 座

学 籍 番 号 氏 名

指導教員名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

博 士 論 文 題 目

（和文）

（英文）

修 了 予 定 年 月 　　　　　　　年　　　月

※記入上の注意　
　　 ．指導教員の承認を得てから提出すること。
　　 ．論文題目は和文，英文の両方を記入すること。
　　 ．提出期限等
　　　　　　３月修了は 月 日， 月修了は 月 日
　　　　　　　　最終日が土日となる場合はその次の最初の業務日とする。
　　　　　　　　受付時間は午後 時迄とする。

　　　　年　　月　　日

人間発達環境学研究科長　殿

学籍番号

氏　　名

学 位 論 文 審 査 願

　神戸大学学位規程 条の規定により下記の書類を提出いたしますから審査をお願
いします。

記

学 位 論 文　　 　　　通
論 文 目 録　　 　　　通

（別紙様

（ผ༷̏ࣜࢴ） （ผ༷̐ࣜࢴ）

（別紙様

論 文 目 録

　　　　論　　文

　　　　 　題　目

　　　　 　公表の方法及び時期．

　　　　　　　　　方　法

　　　　　　　　　時　期

　　　　 　冊　数　　　　　　　　冊

　　　　参考論文

　　　　 　題　目

　　　　 　冊　数　　　　　　　　冊

　　　　年　　月　　日

学籍番号

氏　　名

（別紙様

論 文 内 容 の 要 旨

氏 名　　　　　　　　　　　　　　　　
専 攻　　　　　　　　　　　　　　　　
指導教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

論文題目（外国語の場合は，その和訳を併記すること。）

論文要旨
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（ผ༷̑ࣜࢴ）

（氏名　　　　　　　　　，No.　　）

（注）3，000～6，000字（1，000～2，000語）でまとめること。

（別紙様

履 歴 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男
氏
ふ り が な

名　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

本　　籍
又は

国　　籍

都・道
府・県

　　　　　　　　年　　月　　日生（満　　歳）

現住所
　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　）　　－

区分 　　年　　月　　日 事　　　　　　　　　項

学

歴

　　　年　　月　　日 高等学校　卒業　　
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日

職

歴

　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日

学

会

等

　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日

賞

罰

　　　年　　月　　日
　　　年　　月　　日

上記のとおり相違ありません。
　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

（ผ༷̒ࣜࢴ） （ผ༷̓ࣜࢴ）

（別紙様

　　　　年　　月　　日

　　　人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期申請書（新規）

　学位が授与された場合、下記の理由により博士論文の全文を神戸大学学術成果リポジトリの利用によ
るインターネットでの公表をしないことについて、承認をお願いします。

記

論文題目：

公表しない期間：博士の学位を授与された日か 間

理　　由：

（別紙様

　　　　年　　月　　日

　　　人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期申請書（継続）

　神戸大学学術成果リポジトリの利用によるインターネットでの公表の延期が承認されています博士論
文について、下記理由により引き続き公表をしないことの承認をお願いします。

記

前回公表延期承認期限：

公表延期申請期限：前回公表延期承認期限か

学位及び専攻分野の名称：　例：博士（学術）

学位授与年月日：

論文題目：

理　　由：
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（ผ༷̔ࣜࢴ） （ผ༷ࣜ̕ࢴ）

（別紙様

　　　　年　　月　　日

　　　人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期理由解消申請書

　神戸大学学術成果リポジトリの利用によるインターネットでの公表の延期が承認されています博士論
文について、公表延期の理由が解消されましたので公表をお願いします。

記

公表延期承認期限：

学位及び専攻分野の名称：　例：博士（学術）

学位授与年月日：

論文題目：

理　　由：

（別紙様

　　　　年　　月　　日

　　　人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の非公表申請書

　学位が授与された場合、下記の理由により博士論文の全文を神戸大学学術成果リポジトリの利用によ
るインターネットでの公表ができないことについて、承認をお願いします。

記

論文題目：

理　　由：

ྫߟࢀ

博士論文

○○○○○○○○○
－…………に関する研究－

○○○○年○○月
神戸大学大学院人間発達環境学研究科

○○　○○

審査委員会用（提出部数　 通） 提出用電子媒体（提出部数　１枚）

［扉］
英語による学位論文の
場合は，論文題目の和
訳を併記すること。

［表紙及び背表紙］
論文題目，研究科名，
氏名等を直接印刷，ま
たは貼付すること。

論文提出時の年月とす
ること。

・電子データ形式：PDF/A（ISO ）※
・ファイル名：甲_学番_氏名_学位の種類
　（例：甲_ D D_発達太郎_学術.pdf）

※PDF/Aファイルの作り方は附属図書館のHPを参照

※「論文全文公表の延期」または「非公表」の場合
　・論文本体
　・論文内容の要約
　上記 点を電子媒体（USB 等）に入れること。

※クロス表紙等で仮綴すること。
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̒　博士࿦จͷධՁج४ʹ͍ͭͯ

　人間発達環境学研究科における博士論文の審査は，以下のධ価基準に基づいて行う。

　̍ɽ研究಺容が新しい知ݟをఏڙしಠ創性を有している。

　２ɽ当該専攻分野において専門的かつ学術的な価値を有する。

　̏ɽ論文の݁論が実証的にཪづけられている。

　̐ɽ論ࢫがҰ؏して໌֬であり，論理的に展開されている。

　̑ɽઌ行研究およびࢿྉが適切かつݫ密に取りѻわれている。

　なお，༧උ審査論文は，博士論文に準ͣる׬成度とする。

̓　博士学位ͷਃ੥ʹ܎Δ৹ࠪཁྖ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

ʦਖ਼ن課程修了の場合ʧ

　̍ɽ教授会は，課程博士論文࡞成能力を問うために，博士論文༧උ審査を行う。

　２ɽ༧උ審査ҕһ会のߏ成は，̏人の指導教һ（主となる指導教һ及び෭指導教һ２人）をؚめ̑人

とし，本研究科後期課程の教授２人以্をؚむものとする。たͩし，主となる指導教һがࢣߨएし

くはॿ教の場合は，෭指導教һである教授ຢは।教授を主査とする。

　̏ɽ༧උ審査ҕһは，次のऀをॆてることができる。

　　̍）本研究科の।教授

　　２）本学の他研究科の教授または।教授

　　̏）他の大学院または研究所等の教授または।教授等

　̐ɽ主査は，Ⴎ઄チΣοクιϑτによる֬ೝを༧උ審査論文ఏ出後から༧උ審査ҕһ会開࠵೔までに

行う。

　̑ɽ課程博士論文ఏ出ࢿ格のೝ定は，༧උ審査ҕһ会の報ࠂを受けた教授会のٞをܦて，課程修了ݟ

。みの̏か݄前までに行うࠐ

　̒ɽ্ࢿه格ೝ定されたऀから，博士論文審査ਃ੥が出された場合，教授会は審査ҕһ会を組織する。

　̓ɽ審査ҕһ会のߏ成は，̏ 人の指導教һ（主となる指導教һ及び෭指導教һ２人）をؚめ̑人とし，

本研究科後期課程の教授２人以্をؚむものとする。たͩし，主となる指導教һがࢣߨएしくはॿ

教の場合は，෭指導教һである教授ຢは।教授を主査とする。

　̔ɽ審査ҕһは，次のऀをॆてることができる。

　　̍）本研究科の।教授

　　２）本学の他研究科の教授または।教授

　　̏）他の大学院または研究所等の教授または।教授等

　̕ɽ主査は，Ⴎ઄チΣοクιϑτによる֬ೝを博士論文ఏ出後から最終試験までに行う。

　　　なお，主査は，チΣοク݁Ռについて̏೥間保؅する。

　��ɽ審査ҕһ会は，博士論文をத心とした最終試験を実ࢪするগなくとも２ि間前から，ఏ出された
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博士論文及び関係ࢿྉをެ開する。

　��ɽ審査ҕһ会は，博士論文をத心とした最終試験をݪଇとしてެ開で行い，試験݁Ռを教授会に報

。を受けた教授会は，博士߸授与のՄ൱について審ٞし，ٞ決するࠂする。報ࠂ

ʦಛྫ修了の場合ʧ

　教授会は，人間発達環境学研究科نଇୈ��৚ୈ߲̏たͩしॻきにより，修了しようとするऀがいる場

合には次のとおり審査を実ࢪする。

　̍）２೥ະຬで修了しようとする場合には，ೖ学࣌にその意向を指導教һにਃし出さͤ，݄̐຤まで

に༧උ審査ҕһ会を設ஔする。ਃし出たऀには，݄̑຤までに༧උ審査論文およびϨϑΣリーつき

論文をݪଇとする参考論文をఏ出さͤ，それらについて審ٞし，༧උ審査ҕһ会はಛྫ修了のՄ൱

をたͩͪに判定し，教授会に報ࠂする。ೝ定を受けたऀには，ਖ਼ن課程修了ऀの審査要領に従い，

審査する。

　２）２೥以্̏೥ະຬで修了しようとする場合には，ೖ学࣌にその意向を指導教һにਃし出さͤ，̐

݄຤までに博士論文指導ҕһ会を設ஔする。ਃし出たऀには，݄̑຤までに基礎論文およびϨϑΣ

リーつき論文をݪଇとする参考論文をఏ出さͤ，それらについて指導ҕһ会は，ಛྫ修了のՄ൱お

よび༧උ審査論文࡞成能力をたͩͪに判定し，教授会に報ࠂする。ೝ定を受けたऀには，ਖ਼ن課程

修了ऀの審査要領に従い，審査する。

　（஫）ಛྫ修了については，「人間発達環境学研究科博士課程（後期課程）におけるಛྫ修了に関する

ਃ合ͤ」を参রすること。

　　　ෟ　ଇ

　この要領は，平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̔　神戸大学大学Ӄ人間発達環境学研究科学位（࿦จ博士）त༩ʹؔ͢Δ಺ن

（平成 �� ೥݄̐̍೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１৚　この಺نは，神戸大学学位ن程人間発達環境学研究科ࡉଇୈ��৚のن定に基づき，本研究科に

おける学位（論文博士）の授与について，必要な߲ࣄを定めるものとする。

（学位ਃ੥֨ࢿ）

ୈ２৚　本研究科に学位の授与をਃ੥することのできるऀは，次の各߸のҰに該当するऀとする。

　ᾇ　大学院の博士課程において，所定の期間在学し，所定の単位を修得してୀ学したऀ

　ᾈ　大学院の修士課程を修了した後， ̏೥以্の研究ྺを有するऀ

　ᾉ　大学を卒業した後， ̑೥以্の研究ྺを有するऀ

　ᾊ　前各߸に͛ܝるऀの΄か，教授会においてࢿ格があるとೝめたऀ

（研 究 ྺ）

ୈ̏৚　研究ྺとは，次の各߸に͛ܝるものとする。

　ᾇ　大学院，大学ຢは୹期大学の専೚教һとして研究に従ࣄした期間

　ᾈ　大学院，大学の研究生として研究に従ࣄした期間

　ᾉ　大学院の学生として在学した期間

　　　　　（修士課程は２೥，博士課程は̏೥を্ݶとする。）

　ᾊ　ެ׭ி，会社等において研究に従ࣄした期間

　ᾋ　その他教授会においてೝめた期間

（学位࿦จ౳ͷఏग़）

ୈ̐৚　学位ਃ੥ऀは，次の各߸に͛ܝるॻ類等を学位論文の಺容に関係の深い学術領域の本研究科博

士課程後期課程の教授（以下「推ન教授」という。）の推નを受けた্，人間発達環境学研究科教຿

学生係にఏ出すること。

　ᾇ　学位ਃ੥ॻ（所定の用ࢴをަ෇する。）　̍通

　ᾈ　論文目࿥（所定の用ࢴをަ෇する。）　̍通

　ᾉ　学位論文　̒通及び学位論文をه࿥したిࢠഔ体 ̍ຕ

　ᾊ　学位論文಺容の要ࢫ　̔通

　ᾋ　履ྺॻ　̍通

　ᾌ　最終出身学ߍの卒業証໌ॻຢは修了証໌ॻ及び成੷証໌ॻ　̍通

　ᾍ　在職・研究従ࣄ಺容証໌ॻ（所定の用ࢴをަ෇する。）ຢは博士課程所定単位修得ୀ学証໌ॻ　

̍通

　ᾎ　その他参考論文等　̒通

　　次のᶃຢはᶄに͛ܝる参考論文等のいͣれかを必ؚͣむこと。

　　ᶃ　ஶॻ（単ஶ） ̍ ఺

　　ᶄ　所ଐする学会や֎国の学術研究ஂ体等のϨϑΣリーつきの論文２఺及びこれに準じる論文̍఺

の̏ܭ఺（ࡌܝ༧定証໌のある場合をؚむ。）
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（಺ݟҕһձ）

ୈ̑৚　研究科௕は，学位のਃ੥があったときは，当該論文を学௕に進達すべきか൱かをݕ౼するため

಺ݟҕһ会をஔく。

２　಺ݟҕһ会のߏ成は，推ન教授をؚめ推ન教授の推નに基づき教授会でબ出した̏人とする。

̏　಺ݟҕһ会は，審査の݁Ռを଎やかに教授会に報ࠂするものとする。

（学௕΁ͷਐ達）

ୈ̒৚　教授会は，಺ݟҕһ会の審査݁Ռの報ࠂに基づき，当該論文を学௕に進達すべきか൱かを決定

するものとする。

２　前߲の審ٞにあたっては，ߏ成һのա൒数が出੮するものとし，その出੮ऀのա൒数のࢍ成がなけ

れ͹ならない。

̏　研究科௕は，ୈ߲̍のن定により受理決定された当該論文を，論文審査ྉ̑ສ̓ઍԁをఴえ，学௕

に進達するものとする。

（৹ࠪҕһձ）

ୈ̓৚　学௕から論文審査の෇ୗがあったときは，学位論文の審査及び試験を行うため，審査ҕһ会を

ஔく。

２　審査ҕһ会のߏ成は，推ન教授をؚめ推ન教授の推નに基づき教授会でબ出した̑人とする。

̏　審査ҕһは，後期課程の教授２人をؚむ本研究科の教授とする。たͩし，教授会において必要とೝ

めるときは，次のऀを審査ҕһにॆてることができる。

　ᾇ　本研究科の।教授

　ᾈ　本学の他研究科の教授ຢは।教授

　ᾉ　他大学の大学院ຢは研究所等の教授ຢは।教授等

（ݧ　　ࢼ）

ୈ̔৚　審査ҕһ会は，学位論文をத心として，これに関連ある科目について，ޱ಄により試験を行う。

２　審査ҕһ会は，博士論文をத心とした試験を実ࢪするগなくとも２ि間前から，ఏ出された博士論

文及び関係ࢿྉをެ開する。

̏　ୈ߲̍にن定する試験は，ݪଇとしてެ開で行う。

（学ྗͷ֬ೝ）

ୈ̕৚　審査ҕһ会は，学位ਃ੥ऀが本研究科の課程を修了したऀと同等以্の学力があることを֬ೝ

するため，ච౴ຢはޱ಄による学力の֬ೝ（以下「試問」という。）を行う。

２　試問は，学位ਃ੥ऀの学術領域の専門科目एしくは審査ҕһ会が必要とೝめた科目（֎国語をؚむ。）

について行う。

̏　審査ҕһ会が必要とೝめたときは，教授会のٞをܦて審査ҕһ以֎の教һにも試問をҕ৤すること

ができる。

̐　審査ҕһ会が学位ਃ੥ऀの学ྺ，業੷等に基づいて学力の֬ೝを行いうると判断した場合は，試問

をলུすることができる。

（期࣌ࢪ໰ͷ࣮ࢼͼٴݧࢼ）

ୈ��৚　前２৚にن定する試験及び試問は，ݪଇとして論文審査終了後݄̍以಺に行うものとする。

P075-165-2026.indd   153 2026/03/24   15:44:40



― 1�� ―

（৹ࠪ݁Ռͷใࠂ）

ୈ��৚　審査ҕһ会は，論文審査及び試験並びに試問が終了したときは，次に͛ܝる߲ࣄを教授会に

報ࠂしなけれ͹ならない。

　ᾇ　学位論文の審査݁Ռの要ࢫ

　ᾈ　試験及び試問の݁Ռの要ࢫ

（ଇ　　ࡶ）

ୈ ��৚　この಺نに定めるものの΄か，必要な߲ࣄは，教授会のٞをܦて，研究科௕が定める。

　　　ෟ　ଇ

　この಺نは平成��೥݄̐̍೔からࢪ行する。
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̕　学位（࿦จ博士）࿦จ౳࡞੒ཁྖ

（平成��೥��݄��೔੍定）

（平成��೥݄̒��೔Ұ部վਖ਼）

　本研究科に学位論文の審査をئい出るऀは，この࡞成要領に従ってॻ類を࡞成し，ఏ出に当たっては，

あらかじめ推ન教授にఏ出ॻ類の఺ݕを受けること。

　ᶗɽ学位ਃ੥ॻ

　　̍ɽผࢴ様ࣜ̍ により࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）

　　２ɽୀ学 （ऀ博士課程所定単位修得ୀ学ऀ）が࠶ೖ学しないで学位をਃ੥する場合には「ୈ��৚」（神

戸大学学位ن程），それ以֎の学位ਃ੥ऀは「ୈ��৚」（同ن程）のن定の適用となる。

　ᶘɽ論文目࿥

　　̍ɽผࢴ様ࣜ２により࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）

　　２ɽ題目（෭題をؚむ。）は，ఏ出論文のとおりࡌهすること。

　　̏ɽެ表の方法及び࣌期について

。ଇとして学位論文そのものを全文ެ表することݪ（̍　　　

　　　２）ެ表はݪଇとして神戸大学学術成ՌリポδτリよりΠンλーωοτをར用して行うこと。

　　　̏）やむを得ない理由により̍೥を௒えて，博士論文をΠンλーωοτでެ表できない場合は，

ผࢴ様ࣜ̏ʙ̒により人間発達環境学研究科教授会の承ೝを受ける必要がある。

　　　̐）ະެ表のものについては，そのެ表の方法及び࣌期の༧定をࡌهし，༧定が定まっていない

場合は，ະ定とすること。

期೔が決定しているが，学位論文ఏ出࣌において，ެ表ࡌܝ，し，学会等においてߘに౤ط　　　　　

していないものは次のとおりࡌهすること。

߸˓巻˓ࢽ題目˓˓˓˓˓˓˓˓　　　　˓˓˓˓˓˓学会　ྫࡌه　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　೥　݄　೔ࡌܝ༧定

　　̐ɽ࡭数は，学位論文̍通についての࡭数をࡌهすること。

　　̑ɽ参考論文等について

　　　　次のᶃຢはᶄに͛ܝる参考論文等のいͣれかを必ؚͣむこと。

　　　ᶃ　ஶॻ（単ஶ）　̍఺

　　　ᶄ　所ଐする学会や֎国の学術研究ஂ体等のϨϑΣリーつきの論文２఺及びこれに準じる論文̍

఺の̏ܭ఺（ࡌܝ༧定証໌のある場合をؚむ。）

　ᶙɽ学位論文

　　̍ɽ共ஶでないこと。

　　２ɽ೔本語ຢはӳ語でهड़すること。

　　̏ɽץط行のஶॻでఏ出する学位論文をআき，次の各߸によって࡞成すること。

　　　̍）論文はҹ࡮すること。

。ॎ位ஔ，ԣॻきຢはԣ位ஔ，ॎॻきとする，（ʷ��行ࣈ��）は，̖̐൛ࡌه（２　　　

　　　̏）ϖーδ数は，推ન教授の判断による。
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　　̐ ɽ参考ྫに従って，学位論文をه࿥したిࢠഔ体を࡞成すること。

　ᶚɽ学位論文಺容の要ࢫ

　　̍ɽผࢴ様ࣜ̓により࡞成すること。

　　２ɽࡌهは，̖̐൛，ॎ位ஔ，ԣॻきとする。

　　̏ɽݪଇとして೔本語でهड़すること。

　　̐ɽݪଇとして೔本語で，�
ʙࣈ��� �
。でまとめることࣈ���

　ᶛɽ履ྺॻ

　　̍ɽผࢴ様ࣜ̔により࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）

　　２ɽ໊ࢯについて

　　　　戸੶（چ੏࢖用Մ）のとおりهೖすること。֎国人は，ॅ ຽථ（ࡌهされている通শ໊࢖用Մ）

のとおりهೖすること。

　　̏ɽ現ॅ所について

　　　̍）ॅຽථにࡌهされているॅ所をهೖすること。

　　　２）各छの連བྷ，通知に支োのないよう，ஂ地໊，൪߸等もهೖすること。

　　̐ɽ学ྺについて

　　　̍）高等学ߍ卒業後の学ྺについて，೥次を௥ってهೖすること。

　　　２）ೖ学・ٳ学・෮学・ୀ学・卒業・修了その他在੶தにおける異動について，もれなくهೖす

ること。

　　　̏）博士課程所定単位修得ୀ学ऀは，単位修得ୀ学とهೖすること。

　　̑ɽ職ྺ（ 研究ྺؚむ。）について

　　　̍）職ྺ（ 研究ྺؚむ。）について，೥次を௥ってهೖすること。

　　　２）職ྺについて，ৗۈの職についてそのۈ຿ઌ，職छ等を೥次を௥ってهೖすること。たͩし，

ඇৗۈの職であっても，ಛに教育・研究に関するものについてはهೖすること。

　　　̏）現職については，当該職についてهೖしたՕ所に，「現在にࢸる」と໌示すること。

　　　̐）研究ྺとしてهೖする߲ࣄは，およそ次のようなものがある。

　　　　・研究課題に関するもの

　　　　・研修に関するもの

　　　　・学術調査に関するもの

　　　　・学術঑ྭۚに関するもの

　　　　・その他学位審査の参考となるもの

　　̒ɽ学会及び社会における活動等について

　　　　加ೖしている学会の໊শ及び学位審査の参考になると思われる社会における活動等について，

೥次を௥ってهೖすること。

　　̓ɽ৆േについて

　　　　ಛهすべきものと思われるものをهೖすること。

　ᶜɽ在職・研究従ࣄ಺容証໌ॻ

　　　ผࢴ様ࣜ̕により࡞成すること。（所定の用ࢴをަ෇する。）
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（ผ１༷ࣜࢴ） （ผ２༷ࣜࢴ）

（別紙様

神 戸 大 学 長 　 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

学 位 申 請 書

　神戸大学学位規程第１０条の規定により学位論文に論文目録及び

履歴書を添え博士（　　　）の学位の授与を申請いたします。

　　　　年　　月　　日

（別紙様

論 文 目 録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

論　　文

　１　題　目

　２　公表の方法及び時期

　　　　　方　法

　　　　　時　期

　３　冊　数　　　　　　　　冊

参考論文

　１　題　目

　２　冊　数　　　　　　　　冊

　　　　年　　月　　日

（ผ༷̏ࣜࢴ） （ผ༷̐ࣜࢴ）

（別紙様

　　　　年　　月　　日

人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期申請書（新規）

　学位が授与された場合、下記の理由により博士論文の全文を神戸大学学術成果リポ
ジトリの利用によるインターネットでの公表をしないことについて、承認をお願いし
ます。

記

論文題目：

公表しない期間：博士の学位を授与された日か 間

理　　由：

（別紙様

　　　　年　　月　　日

人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期申請書（継続）

　神戸大学学術成果リポジトリの利用によるインターネットでの公表の延期が承認さ
れています博士論文について、下記理由により引き続き公表しないことの承認をお願
いします。

記

前回公表延期承認期限：

公表延期申請期限：前回公表延期承認期限から 1年

学位及び専攻分野の名称：　例：博士（教育学）

学位授与年月日：

学位記番号：　例：博ろ第12号

論文題目：

理　　由：
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（ผ༷̑ࣜࢴ） （ผ༷̒ࣜࢴ）

（別紙様

　　　　年　　月　　日

人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の公表延期理由解消申請書

　神戸大学学術成果リポジトリの利用によるインターネットでの公表の延期が承認さ
れています博士論文について、公表延期の理由が解消されましたので公表をお願いし
ます。

記

公表延期承認期限：

学位及び専攻分野の名称：　例：博士（教育学）

学位授与年月日：

学位記番号：　例：博ろ第12号

論文題目：

理　　由：

（別紙様

　　　　年　　月　　日

人間発達環境学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学籍番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

博士論文全文の非公表申請書

　学位が授与された場合、下記の理由により博士論文の全文を神戸大学学術成果リポ
ジトリの利用によるインターネットでの公表ができないことについて、承認をお願い
します。

記

論文題目：

理　　由：

（ผ༷̓ࣜࢴ）

（別紙様

論 文 内 容 の 要 旨

氏 名　　　　　　　　　　　　　　　
専 攻　　　　　　　　　　　　　　　
指導教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　

論文題目（外国語の場合は，その和訳を併記すること。）

論文要旨

（氏名　　　　　　　　，No.　　）

（注）3，000～6，000字（1，000～2，000語）でまとめること。
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（ผ༷̔ࣜࢴ） （ผ༷ࣜ̕ࢴ）
（別紙様

履 歴 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男
氏
ふ り が な

名　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

本　　籍
又は
国　　籍

都・道
府・県

　　　　　　　　年　　月　　日生（満　　歳）

現住所

郵便番号　　　　　　－　　　　　　　　　　電話（　　　）　　　－

区分 　　年　　月　　日 事　　　　　　　　　項

学

歴

　　　年　　月　　日 高等学校　卒業　　

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

職

歴

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

学

会

等

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

賞

罰

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

上記のとおり相違ありません。

　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

（別紙様

在職・研究従事内容証明書

氏　　　　　名

在職機関名及び

在職期間
　自　　　　年　　月　　日～至　　　　年　　月　　日

研究に従事した

所属部署・職名

研究従事期間 　自　　　　年　　月　　日～至　　　　年　　月　　日

研究従事態様 週平均　　　　　時間 日平均　　　　　時間

［研究題目・研究内容］

［研究業績（学会における活動、学会誌への掲載等）］

上記のとおり相違ないことを証明する。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　指導者の所属部署、職、氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　機関の長又は代表者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

ྫߟࢀ　　　　　　　　　　　

ఏग़༻ిࢠഔମ（ఏग़෦਺　１ຕ）

˞（������40*）"�'%1：ࣜܗデーλࢠి・
・ϑΝΠϧ໊：Ե ໊ࢯ@ @学位ͷछྨ
　（ྫ：Ե @発達ଠ࿠ @教育学 �QEG）

˞ 1%'�" ϑΝΠϧͷ࡞Γํ͸ෟଐਤॻؗͷ)1Λࢀর

˞「࿦จશจެදͷԆ期」·ͨ͸「ඇެද」ͷ৔߹
　・࿦จຊମ
　・࿦จ಺༰ͷཁ໿
ഔମ（64#�౳）ʹೖΕΔ͜ͱɻࢠ２఺Λిه্　
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��　後期課程ͷཤ修ʹ͍ͭͯ

人間発達環境学研究科

（平成��೥݄̏̑೔੍定）

　本研究科後期課程学生は，次の体੍により研究指導を受けるものとする。

　・指導は，指導教һ໊̏（うͪ主となる指導教һ໊̍）の複数指導教һ体੍とする。指導教һには，

２໊の教授をؚむものとする。

　・༧උ審査論文及び学位論文のఏ出については課程博士論文ఏ出及び審査のྲྀれ（݄̏修了）に従う

こと。

��　ಛผ研究ͷཤ修ʹ͍ͭͯ

　本研究科後期課程では，学生の研究能力を高めるために，指導教һが学生͝とにಛ定の研究課題を設

けて行うԋ習による授業として，ಛผ研究ᶙ・ᶚがある。各̐単位いͣれも必修科目である。履修期間

はݪଇとして̍೥次にಛผ研究ᶙを， ２೥次にಛผ研究ᶚを履修するものとする。

��　人間発達環境学研究科博士課程（後期課程）ॴఆ୯位修ಘୀ学ऀʹؔ͢Δਃ߹ͤ

（平成��೥݄̐̍೔੍定）

̍ɽ所定単位修得ୀ学ऀの定ٛ

　　本研究科博士課程（後期課程）に̏೥以্在学し，所定の��単位以্を修得し，必要な研究指導を

受けてୀ学したऀを所定単位修得ୀ学ऀとする。

２ɽ所定単位修得ୀ学ऀにަ෇する証໌ॻ

　　所定単位修得ୀ学ऀから੥ٻがあった場合は，ผࢴ様ࣜ̍の証໌ॻをަ෇する。

̏ɽ神戸大学学位ن程の適用について

　ᾇ　所定単位修得ୀ学ऀのうͪ博士論文ఏ出ࢿ格をೝ定されてୀ学したऀについては，神戸大学学位

。定を適用するものとするن程ୈ��৚ୈ߲̍及びୈ２߲のن

　ᾈ　前߸にن定するऀから੥ٻがあった場合は，ผࢴ様ࣜ２の証໌ॻをަ෇する。
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（ผ༷ࣜࢴ ��）

Ａ （ ㎜× ㎜）

（ผ༷ࣜࢴ ��）

Ａ （ ㎜× ㎜）
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��　環境・Խ学プロάϥϜ教育ίーε࣮ࢪཁ߲

（平成��೥２݄��೔੍定）

（झ　　ࢫ）

ୈ１　この要߲は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇୈ �� ৚の � にن定する環境・化学プロ

άϥム教育コーε（以下「プロάϥムコーε」という。）の実ࢪに関し必要な߲ࣄを定める。

（プロάϥϜίーεͷ։ઃͱͦͷௐ੔）

ୈ２　プロάϥムコーεは，人間発達環境学研究科及び理学研究科（以下「当該研究科」という。）の

協ٞによって精બしたັ力的な授業科目をબ定し，これをプロάϥム化するものとする。なお，その

開設と調੔は，当該研究科の教຿担当ҕһ会が行う。

（ཤ修ཁ݅౳）

ୈ̏　プロάϥムコーεは学生のر๬により履修するもので，履修要件及び開設授業科目等はผに定め

る。

　　なお，プロάϥムコーεの修得単位数がコーεの修了に必要な単位にຬたないऀの，当該プロάϥ

ムコーεで修得した理学研究科の単位は，人間発達環境学研究科نଇに定めるとこΖにより修了要件

の単位にࢉೖすることができる。

（ཤ修ਃ੥౳）

ୈ̐　履修ਃ੥等は，次のとおりとする。

　ᾇ　履修対৅学生

　　　博士課程前期課程人間環境学専攻の学生

　ᾈ　履修定һ

　　　履修ऀの定һは設けないものとする。たͩし，履修ر๬ऀが多人数の࣌は調੔することがある。

　ᾉ　履修ਃ੥方法

　　　プロάϥムコーεを履修しようとするऀは，「環境・化学プロάϥム教育コーε履修ਃ੥ॻ」を

人間発達環境学研究科教຿学生係に所定の期間までにఏ出し，所定の履修ొ࿥を行うものとする。

（修ྃೝఆূͷत༩）

ୈ̑　プロάϥムコーε修了の判定は，人間発達環境学研究科において行い，修了をೝ定したऀについ

ては，修了ೝ定証を授与する。

２　修了ೝ定証の様ࣜは，ผࢴのとおりとする。

̏　修了ೝ定証は，学位ه授与ࣜの೔にަ෇する。

（ଇ　　ࡶ）

ୈ̒　この要߲に定めるものの΄か，プロάϥムコーεの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，当該研究科の教຿

担当ҕһ会の調੔に基づき，人間発達環境学研究科教授会のٞをܦて定める。

２　このプロάϥムコーεの実ࢪに関し必要なࣄ຿は，人間発達環境学研究科教຿学生係が行う。

　　　ෟ　ଇ

　この要߲は，平成��೥݄̐̍೔から実ࢪする。
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環境・Խ学プロάϥϜ教育ίーεཤ修ཁ݅౳ʹ͍ͭͯ

（ྩ和̔೥度ೖ学ऀ用）

研究科・
専　攻

プロάϥムコーε
履　修　要　件 授業科目（単位）

開࣌ߨ期等
担当教һ

開ߨ期 ༵೔・࣌ݶ

人間発達環境
学研究科
人間環境学専
攻

人間発達環境学研
究科人間環境学専
攻の学生は，自専
攻の修了要件に加
えて，理学部及び
理学研究科で開設
する授業科目から
２単位以্修得し
な け れ ͹ な ら な
い。

ແػ化学ᶚȂ�（�）
（理学部　化学科） �2 ਫ・� ࣋ా・高ڮ

ແػ化学ᶚȂ�（�）
（理学部　化学科） �2 ਫ・� ळ本

ಛผٛߨ  ༹ӷ化学 �（�）
（理学部　化学科） �2 ۚ・� 富Ӭ

有ػ化学 **（�）
（理学研究科　化学専攻） 後期 ݄・� ஡୩ ŋ ాଜ ŋ

໦ଜ（఩）

෺理化学 *（�）
（理学研究科　化学専攻） 前期 ݄・� ・খງ・ݪּ

立઒

˞開ߨ学期等及び担当教һはྩ和̔೥度の༧定で，มߋすることがあります。
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��　΢ΣϧϏーΠϯά教育プロάϥϜ（発達・อ݈）ίーε࣮ࢪཁ߲

（ྩ和̑೥݄̔̕೔੍定）
（झ　　ࢫ）
ୈ̍　この要߲は，神戸大学大学院人間発達環境学研究科نଇୈ �� ৚の̏にن定する΢ΣϧϏー

Πンά教育プロάϥム（発達・保健）コーε（以下「プロάϥムコーε」という。）の実ࢪに
関し必要な߲ࣄを定める。

　　このプロάϥムコーεは，健康・発達・環境の領域から生֔にわたる 8FMM�CFJOH を͛ܝ， 
গࢠ高ྸ化社会での深ࠁな課題解決にࢿする専門的能力を習得するものである。

（プロάϥムコーεの開設）
ୈ２　プロάϥムコーεは，人間発達環境学研究科及びҩ学ܥ研究科の協ٞによって精બした

ັ力的な授業科目をબ定し，これをプロάϥム化するものとする。
（履修要件等）
ୈ̏　プロάϥムコーεは学生のر๬により履修するもので，履修要件及び開設授業科目等は

ผに定める。
（履修ਃ੥等）
ୈ̐　履修ਃ੥等は，次のとおりとする。
　ᾇ　履修対৅学生
　　　博士課程前期課程の学生
　ᾈ　履修定һ
　　　履修ऀの定һは設けないものとする。たͩし，履修ر๬ऀが多人数の࣌は調੔すること

がある。
　ᾉ　履修ਃ੥方法
　　　プロάϥムコーεを履修しようとするऀは，「΢ΣϧϏーΠンά教育プロάϥム（発達・

保健）コーε履修ਃ੥ॻ」を人間発達環境学研究科教຿学生係に所定の期間までにఏ出し，
所定の履修ొ࿥を行うものとする。

（修了ೝ定証の授与）
ୈ̑　プロάϥムコーε修了の判定は，人間発達環境学研究科において行い，修了ऀには， 修了

ೝ定証を授与する。
２　修了ೝ定証の様ࣜは，ผࢴのとおりとする。
̏　修了ೝ定証は，学位ه授与ࣜの೔にަ෇する。
（ଇࡶ）
ୈ̒　この要߲に定めるものの΄か，プロάϥムコーεの実ࢪに関し必要な߲ࣄは，人間発達

環境学研究科教授会が定める。
２　このプロάϥムコーεの実ࢪに関し必要なࣄ຿は，人間発達環境学研究科教຿学生係が行

う。

　　ෟ　ଇ
　この要߲は，ྩ和̒೥݄̐̍೔から実ࢪする。
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΢ΣϧϏーΠンά教育プロάϥム（発達・保健）コーε履修要件等について

（ྩ和̔೥度ೖ学ऀ用）

研究科・
専　攻

プロάϥムコーε
履　修　要　件 授業科目（単位）

開࣌ߨ期等
担当教һ

開ߨ期 ༵೔・࣌ݶ

人間発達環
境 学 研 究
科・
人間発達専
攻

ҩ学ܥ研究科で開
設する授業科目か
ら２単位以্修得
しなけれ͹ならな
い。

実践ޢ؃学ಛߨᶗ（�） 前期 他 ੴా

業生活リϋϏリテー࡞
ション科学ಛߨᶗ（�） 前期 ໦・� 野ా

生໋情報༥合論ᶗ（�） 後期 ۚ・� ాࡉ

ҩ用画૾情報科学ಛ論
ᶗ（�） 後期 Ր・� ޱ্

˞開ߨ学期等及び担当教һはྩ和̔೥度の༧定で，มߋすることがあります。
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